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　和泉いずみ正まさ宗むね／十六歳／高二。

　俺は、学校に通いながら小説家の仕事をしている兼業作家だ。

　ペンネームは、和泉マサムネ。ほぼ本名。

　諸事情あって、二年前から、引きこもりの妹と二人で暮らしている。

　この妹ってのが、なかなか難むずかしいやつで、マジで部屋から出てこない。

　ずっと同じ屋根の下で暮らしているってのに、俺は妹といっさい顔を合わせることがなかったくらいだ。なんとか状況を変えたいと悩みつつ、毎日食事を作っては、妹の部屋へと運ぶ。そんな生活を続けていた。

　それに大きな変化があったのが、一年前のこと。

　俺は妹の『隠された正体』を知ってしまったのだ。

　俺の小説の挿さし絵えを描かいてくれているイラストレーター『エロマンガ先生』。

　一度たりとも会ったことのない、俺の相棒。

　そいつこそが、俺の妹・和泉紗さ霧ぎりだった。

　お絵描き動画を配信して、ファンと楽しくお喋しやべりなんかしちゃってるアクティブなやつ。

　えっちなイラストを描くのが大好きで、売れっ子作家からラブコールを送られるくらいのすごいやつ。

　エロマンガ先生ってのは、そんな人だ。それが、部屋に引きこもって誰とも交流しようとしない俺の妹と、同一人物だったなんて！

　そりゃあもう、驚おどろいたなんてもんじゃない。

　でも、チャンスだって思った。

　ずっと部屋から出てこない妹との関係を改善する、きっかけになるんじゃないか。

　一緒に暮らしているだけの他人だった俺と妹は──

　一緒に作品を作る、仲間だったんだから。

　で……まあ、そのあと色々あった。

　妹が引きこもる『開かずの間』に、入れてもらえるようになったり。

　妹に、友達ができたり。俺が妹に一ひと目め惚ぼれしていたことが、本人にバレてフラれたり。

　エロマンガ先生と一緒に、新作小説を作り始めたり。その作品のコミカライズが始まったり。

　ずっと嫌きらわれていると思い込んでいた叔母おばさんと、お互いほんのちょっぴりだけ、歩み寄ったり。妹が、いつか──『部屋を出る』『学校に行く』と宣言したり。

　そして、紗霧と『普通の兄妹きようだい』になることを目指していた俺は、





　──私、兄さんのことが、好き。

　──い、妹としてだからっ。

　──に、兄さんは……私の……お兄ちゃんになりたいんでしょ？

　──兄妹きようだいで恋愛なんて、ありえないんでしょ？

　──じゃあ、私も、妹として、兄さんのことが好き。






　致命的な矛む盾じゆんを抱えたまま、穏おだやかな日々を送っている。

　ともあれ、四月一日に行われた紗さ霧ぎりの〝定期テスト〟は、準備段階のあれこれも含め、紗霧の内面に変化をもたらしたようだ。

　変革といってもいい。

　そう。それは、四月中旬のことだった──。




　朝。俺は夢を見ていた。

「……すー……すー……」

　──……兄さん。こっちに来て。

　妹の顔をした天使と、花畑で戯たわむれる夢だ。

　──うふふ、兄さんってばぁ。こっちこっち──

　純粋無む垢くな笑顔。純白のワンピース。背からは羽が生え、ぴこぴこ愛らしく揺れている。

　──大好きだよ、兄さん♡

　まさに楽園であった。

　このときまでは。

　視界の端はしには、大きな林りん檎ごの樹きが生えていて、その根元で、山やま田だエルフ先生の顔をした悪あく魔まがチンピラ座りで俺にメンチを切っている。

　──ケッ、イチャイチャしてんじゃねーわよ。マサムネのくせに。

　数秒おきに、バ●キンマンみたいなシッポで、鞭むちのように地面を叩たたいていた。でもって、自生するツクシを、ムシっては食べ、ムシっては食べしているようだ。

　──ツクシうめぇ──っ。

　さながら地じ獄ごくの餓が鬼きのごとく、むしゃむしゃむさぼり喰くっている。

　後から顧かえりみれば、つい先日、現実世界のエルフに、ツクシのおひたしを作ってやったのが、このような形で反映されていたのだろう。我ながら失礼きわまりない。

　まさに悪夢であった。

「……うーん、うーん」

　俺は苦しみ、寝返りを打つ。

「……さん」

「……うぐぐ……やめろ……！　せめて下ごしらえしてから食べるんだ……！」

「……兄さん、起きて」

「ああ、天使の囁ささやきが……耳のすぐそばで────」

「──兄さん」

　ぷに、という感触が頰ほおにあった。

　夢の中で、天使から頰に口づけをされたのと同時にだ。

「んなっ──」

　あまりのリアルさに、俺はたまらず飛び起きた。

　ぱちりと目を開くと、ベッドの脇わきに立った現実世界の天使いもうとが、俺を見下ろしていた。

「……あ、起きた」

「さ、紗さ霧ぎり!?」

　俺はとっさに、生々しい感触の残る頰に触れる。

　まさかこれって──!?

　俺は頰が熱くなるのを感じる。妹はきょとんと不思議そうに首をかしげて、

「指でつついて起こしたの……痛かった？」

「い、いや」

　まさか目覚めのキスかと思った、とは言えない。

　ふぅ、と息を吐きかけて、慌てて吞のみ込む。

　目前の異常事態に、いまさら気づいてしまったからだ。

「お、おまえっ……な、なんで……？」

「？　なんでって……なにが？」

　きょとん、とかわいく首をかしげる紗霧。

「は？　え？　……夢？」

　俺がそう思うのも仕方がなかった。だって、重度の引きこもりで、二階の『開かずの間』からろくに出られないはずの紗霧が……一階の俺の部屋に……いるはずが……。

　じっと顔を見つめていると、紗霧は、

「……ん……」

　いつもの床ドンと同じリズムで、俺の肩をトントンと叩たたく。

　それから恥ずかしそうにそっぽを向いて、

「……おなか空すいたから……ごはん、作って」

　それだけ言って、俺の部屋から、逃げるように出て行ってしまった。

「……………………………………」

　俺は妹の背を、呆ぼう然ぜんと見送るのだった。

　そして、ぽつりと零こぼす。

「そうだ……あいつ………………部屋の外に……出られるようになったんだっけ……」




　もちろん引きこもりが治ったわけじゃない。ただ……この一年間の……そして先月行われた〝定期テスト〟に向けた特訓によって、確実に改善されている。

　紗さ霧ぎりは、俺が家にいても、少しは部屋の外に出て、活動できるようになった。

　補足すると、『自分の部屋にすぐ逃げ帰れる状況』で、『家にいるのが、安全な人ひとりだけ』なら、わりと大丈夫らしい。〝定期テスト〟のときみたいに、心を開いた友達でも、たくさん人がいる場所には、短時間しか滞在できない。

　三分間しか戦えないヒーローのようである。

「〝安全な人〟って、具体的に誰のことだ？」

　そう聞いてみたところ、妹は、もじもじと迷うようなそぶりで、

「……兄さん……とか」

「俺と？　あとは？　──エルフとか、めぐみとかか？」

「…………………………………………えっと」

「？」

「……………………ひみつ」

　とのことである。なんで秘密にするんだかな。

　とりあえず、俺は『安全な人』のカテゴリに入っているので、家にいても、紗霧はある程度自由に活動できる、らしい。ある程度ってどの程度なんだよという疑問はあるけどな。

　本当に、心の底から、いい傾向だと言こと祝ほぎたい。

　だが……それによって、俺たち兄妹きようだいの生活に、新たな問題が発生してもいた。

　たとえば、俺が部屋で仕事をしているとき……時折、背後に妙な視線を感じるのだ。

　そちらに、チラリと振り向くと──

「…………！」

　ぱたんと扉が閉じる。一いつ瞬しゆん、黒い影かげが見えたような気もするが……

「見間違い……かな？」

　最初は、そう思っていたのだ。ところが、同じようなことが何度も続く。

　俺がキッチンで料理をしているときなども……時折、妙な視線を感じるのだ。

　そちらに、チラリと振り向くと──

「はわわっ」

　こそこそこそっ。

　ちいさな人影が逃げて行く。

「………………な、なんなんだ？」

　またあるとき、俺が風ふ呂ろ上あがり、脱衣所で裸身を拭ふいていると──

　時折、妙な視線を感じるのだ。ちょうど俺のケツあたりにだ。

「だ、誰だ!?」

「！」

　ダダダッ！　そんな擬ぎ音おんが出そうな勢いで、人ひと影かげが逃げて行く。

　い、いったい何者なんだ──って、犯人は決まっているわな！

「いい加減にしろ、こら！」

　俺は、全裸のままで覗のぞき魔まの後を追った。俺の前を走る〝そいつ〟は、チラッとこちらを振り向くや、

「ぎゃ──っ！」

　失礼な悲ひ鳴めいを上げてスッ転んだ。もちろんその正体は、明かすまでもなく紗さ霧ぎりである。

　俺は慌てて転んだ妹に駆かけ寄った。

「大丈夫か、紗霧！」

「服着て！　服着て！　服着て！」

　両目をグルグル回して叫ぶ紗霧。俺は構わず倒れた妹の肩をつかみ、

「そんな場合か！　いますぐ助け起こしてやるぞ紗霧！」

　これがアニメだったなら、『いぬかみっ！』のような局部処理がされていたに違いない。

　パオーンパオーンとぞうさんの鳴き声が轟とどろいたことであろう。

「わ、わわわざとやってるでしょ！　兄さんの変態っ！」

「おまえが言うな！　この覗き魔！　エロマンガ先生！」

「そんな名前のひとはしらなぁ──いっ！」




　速攻で家族会議である。

「もぉぉ……まったくっ！　兄さんは！　妹に……へ、へんなもの見せてっ！　さいあくっ！　夢に見たらどうするの！」

「なんでオマエが怒ってるんだよ！　怒りたいのはこっちだっての！」

　時刻は同日の夜七時。場所は『開かずの間』。俺は、ヘッドセットマイクを装着した妹と立ったまま向かい合い、激はげしく口論をしていた。

「兄さんのばかっ！　えっちっ！　へんたい！」

「そっくりそのまま言い返してやるぜ！　このエロ妹！　覗き魔！」

「覗いてないもん。ぐうぜん見えちゃっただけだもん」

　苦しい言い訳だな、妹よ。

「脱衣所のドアをちょっぴり開いて、じーっと俺のおしりをガン見していたのが、偶然だと？」

「な、なんでそういうこと言うの!?　信じられない！」

「その女子が追い詰められたときによくやる逆ギレエスケープって、誰から習うの？　本能なの？」

　どの女もやるよね。

「こっちの質問には答えず、ウヤムヤにせんと試みるのはやめるんだ」

「……ぐぬぬ」

　両目をぎゅーっとつむり、歯がみする紗さ霧ぎり。

「さあ、真実を話してもらおうか。──紗霧、なんで俺の着替えを覗のぞいてたんだ？　お兄ちゃんのおしりが見たかったわけ？」

「それは本当にちがうからっ！」

　違うらしい。

「じゃあなんなんだよ？」

「……そっ、それは…………」

「それは？」

　紗霧は、かぁ、と頰ほおを染めて、うつむいたままボソリと呟つぶやく。

「………………出られるようになったから」

「？　なに？」

「部屋から出られるようになったから……………………いままで……できなかったことをしてただけ」

　えーと……？

「部屋から出られるようになったから、いままでできなかった兄へのセクハラ行為を敢かん行こうしたと、つまりそういうこと？」

「ち、ちがっ……ちがっ……」

　うまく意図が伝えられず、紗霧は、もどかしそうに両手をワタワタと動かしている。

「……ちょっと……見たかっただけ……兄さんが……料理する、ところ、とか……ね、寝顔……とか……色々」

「はぁ？」

　さっぱりわからない。そんなもんを見て、なにが楽しいというのだろうか。

　俺はしばし考え……

「あっ、わかったぞ！」

「！」

　俺のひらめきに、紗霧は激はげしく動揺した。「はわ、はわ」と耳先まで真っ赤になって、『その先は言わないで』とばかりに両手をぶんぶん振り乱す。

　俺は構わず、ひらめきの内容を口にした。

「ずばり、イラストの取材だろう！」

「…………えっ？」

　ぱちくり、と、つぶらな瞳ひとみをまたたかせる紗霧。

「そういやあ、この前、俺が書き上げた原げん稿こうに、男の入浴シーンがあったもんな」

「えっ、えっ……」

「『エロマンガ先生は、生で見たものしか描かきたくない』──だから、男のはだかを描くために、兄の着替えを覗のぞいていたんだ！」

「！」

　紗さ霧ぎりは、めちゃくちゃ動揺しながら俺を指さす。

「そ、そ、そうっ！　しゅ、取材っ！」

「やはりか！」

「……うん……しゅ、取材のために……見たくもない兄さんのおしりを……この目に焼き付けておかなくちゃって……思ったの」

　苦渋に満ち満ちた顔であった。

　見たくもないって。一言多いよな、こいつ。

「そういうことなら、いまから脱ごうか？」

　俺はズボンのベルトに手をかける。すると紗霧は、慌ててそれを手で制す。

「い、いいっ──いいからっ。ぜったいだめ！　も、もうじゅうぶん取材したからっ。──ぬ、脱ぐのやめ！」

「あ、そう？」

「そうっ！　はいっ、やめやめ！　この話は終わりっ！」

　小さく両手を挙げて、家族会議を強制終了させようとする紗霧。

　俺も特に異存はなかったので、「ともあれ」と、別の議題へと移る。

「紗霧は、俺とふたりでいるときなら、部屋の外に出られるようになったわけだ」

「う、うん」

　せっかくこうして紗霧と話すことができているんだ。ついでに言っておこう。

「実は……俺、おまえが部屋から出られるようになったら……妹と一緒にやりたいなって思っていたことがあるんだよ」

「……ふ、ふうん」

　紗霧は、ちらっと上目づかいで、

「なに？　……いちおう聞く」

「お兄ちゃんと一緒にお風ふ呂ろ入ろうぜ！」

「────」

　ぱぁん！　と強烈な張り手が、俺の鼻に炸さく裂れつした。

「きらいっ！　きらいっ！　きらいっ！」

　紗霧は、なんというべきか……かわいい憤ふん怒ぬの形相で、脳天から湯気を噴ふん出しゆつさせている。

　俺は、鼻っ柱を手で押さえ、「冗談！　冗談！　冗談だって！」と、繰くり返す。

「いてて……そんなに怒るなよ。かわいい冗談じゃないか」

「わ、わわわ、私が『いいよ』ってゆったら、冗談じゃなくなってたんでしょ！」

「当たり前だろ！」

「ばか！　えっち！」

　正直、楽しくてしょうがない。妹を怒らせるとわかっていて、やってしまう。

　俺はさらに脳のう味み噌そと舌を高速回転させていく。

「『普通の兄妹きようだい』なら、一緒にお風ふ呂ろくらい入るって」

「それ、なんてラノベの兄妹？」

「いやいや！　現実でも、兄妹でお風呂に入るという微笑ほほえましいエピソード、よく聞くだろ？」

「ちいさい頃の話でしょ！」

「おまえも小さいじゃん」

　紗霧は、腕で胸を隠すような仕草で、俺をキッとにらみ付けた。

「ちゅ、中学二年生ですぅ。もうおとなだもん」

　頰ほおを膨ふくらませて、唇を尖とがらせる。本当に大人なら、『おとなだもん』とは言わないはず。

　こんなにかわいい大人がいてたまるか。

「アイドルとかが、『中学生までお兄ちゃんとお風呂に入ってたんですぅ』的なエピソードを公開するときあるじゃん。つまり……世間では別に問題ない行為として認識されているのでは？」

「ふんっ、それはせんりゃくてきな天然アピールにすぎないからっ！　もしくは彼氏とのエピソードを、お兄ちゃんとか弟ってゆってるだけだからっ！」

　意外と深読みしている妹であった。

「はぁ……じゃあ仕方ない。『妹と一緒にお風呂』は諦あきらめるか……」

「……当たり前。な、なんでそんなにくやしそうな顔してるの……」

「……水着を着ててもいいんだけどなぁ～……」

「し、しつこい。よけいだめ」

　まあ、『妹と一緒にお風呂』に、『水着の』がついた途と端たん、微笑ましい印象はいっさいなくなるよな。余計にえっちな感じするよな。

「では、改めて──『俺が、部屋から出られるようになった妹とやりたいこと』第二弾を話そう」

「………………」

　紗霧は、背筋がぞくぞくするような冷たい眼まな差ざしを俺に向ける。

「そんな目で見ないでくれる？　……今度は真ま面じ目めなやつだから」

「やっぱり……さっきのはふざけてたんだ」

　バレたか。

「じゃあ言うぞ。紗霧、これから毎日、俺と一緒にごはんを食べてくれないか？」

　妹が『開かずの間』から出られなかったときから、そうしたいと願っていたのだ。色々邪じや魔まが入ったりして、いまだに提案することさえできていなかったのだけれど。

　ようやく言えた。同じテーブルを囲んで、同じ料理を食べて、お喋しやべりをして、笑い合って──それは俺たち兄妹きようだいがかつて持っていて、いまはなくしてしまった……家族らしい営みではないか。

　俺の提案を聞いた紗さ霧ぎりは、

「…………ふぇ……」

　一いつ瞬しゆんポカンとしてから、急にハッとなって、

「ま、まいにち……って」

　かぁぁ……と頰ほおを赤らめる。

「ずっと一緒に、ってこと」

「……ずっと……いっしょ……」

　紗霧はうつむき、何故なぜか思いっきり恥じらっている。

　なんか変なこと言ったかな？　いたって真ま面じ目めなお願いだと思うのだが。

　紗霧は、もじもじと身体からだを揺らしながら、赤く火ほ照てった顔で問う。

「に、兄さん……それって……どういう？」

「？　どういうって……言葉どおりの意味だぞ？　毎日、俺がごはんを作って、家族で同じテーブルに着いて……一緒に食べるんだ。親父おやじがいた頃、うちではそういう決まりだったんだよ」

　息子を放置気味だった親父に、京きよう香かさんが何度もマジギレ説教をした結果、そうなったのだ。

「だから……これからはそうしないか？　っていう、提案」

　もう一度、ごく普通の家族の日常を……取り戻したいって、思うから。

「あ………………ふ、ふぅんっ……そう」

　俺の提案を聞いた紗霧は、不満なような、納得したような、不可思議な表情で唇を尖とがらせる。妹の意図が読めなくて、俺はこう問い返した。

「どういう意味だと思ったんだ？」

「……しらない」

　ぷい、とそっぽを向いてしまう。……何故怒る。

　俺は、後頭部を指でかき、問う。

「で……俺の提案、どうかな？」

「やだ」

　紗霧は、流し目で即答した。

「な、なんで？」

「………………恥ずかしいから」

　その理由は、俺にとって、いまいち理解しにくいものであったが……

「そっか、わかった」

　もとより、妹に対して無理を通すつもりはない。残念ではあるが、すぐに受け容いれた。

　紗霧は、うつむき、ぼそりと呟つぶやく。

「……そのうちね」




　数日後。俺は、編集部の打ち合わせブースにて、担当編集の神楽かぐら坂ざかさんと対面していた。

「和泉いずみ先生、実はですねえ。今日は、担当編集として、大事な相談がありまして」

「大事な相談!?　つ、ついにアニメ化ですか!?」

　俺は、ガタッと音を立てて立ち上がる。すると彼女は、フッとムカつく感じに笑って、

「残念！　ぜんぜん違いまぁす！　──そうではなく、今月末にあるウチのイベント『春の祭典』についての相談です」

「……なんだ、違うんですか……ふぅ」

　俺は、がっくりと肩を落とす。気を取り直して問う。

「『春の祭典』……というと、サイン会の件でしょうか？」

　覚えているだろうか……去年の四月、エロマンガ先生の正体を知るきっかけとなった、『和泉マサムネのサイン会』のことを。

　あれは、出版社が毎年四月に催もよおす『春の祭典』なるイベントの一いつ環かんとして、池いけ袋ぶくろで行われたものだったのだ。

　今年も、俺・和泉マサムネには、数か月前からサイン会の依頼がきていた。

　だから『春の祭典』といえば、その話に違いないと思ったのだ。

　ところが、

「それも関係ありますが、本題はもうひとつの方でして」

　神楽坂さんは、身を乗り出してこう続けた。

「今回、和泉先生には、ステージイベントにも出演していただきたいんですよ」

「えっ？　ステージイベント……ですか？」

　担当編集からの意外なお願いに、俺はぱちくりとまばたきする。

「はい、急な話になってしまったのは、私じゃなくて編集長のせいなんですけどね。この私が、今回すっごくがんばって『世界妹セカイモ』を推おしたんですよ会議とかで！　編集長が頭硬いから、説得するのに時間がかかっちゃったんですけども！　それで和泉先生への報告が遅れて、事後承しよう諾だくっぽくなっちゃったんですよ～、遺い憾かんながらね！　そう……今回の諸もろ々もろは、私じゃなくてすべて上が悪いんです！　クッ、本当に許しがたい連中ですよ！　私がこんなにもベストを尽くしたというのに！　……和泉先生なら、わかってくださいますよね？　いっそ私が編集長になるべきだと！　この神楽坂には何一つ落ち度はないと！」

　私は悪くないアピールしながらじゃないと話せねえのかなこの人。

「もちろん理解してますええ。──で、結局どういうことなんです？」

「ばばーん！　今年の『春の祭典』のメインプログラムで、急きゆう遽きよ『世界で一番可愛かわいい妹』の単独枠を取ることができたんです！」

「おお……！」

　これ、いい話なんじゃないの？　俺の知らないところで勝手に話を進めてたのは、ちょっとアレだけど、当然作品の宣伝にはなるだろうし、イベントをやるくらいだから、読者が喜ぶような仕掛けも企画されることだろう。

「単独枠でステージイベントをやるってことはつまり、作品のＰＶを作って流したり、トークショーをやったり──メディアミックス展開の発表があったり！　そういうのですよね！」

「一般的にはそうですね」

「も、もしかして！　まだ俺に内緒にしているだけで、当日サプライズでアニメ化発表が──」

「だからありませんて」

　……あ、そうですか。

「予算の都合上、ＰＶも作りません」

「えー」

「代わりといってはなんですが、エロマンガ先生に、イベント用のキービジュアルを描かき下ろしてもらおうかなと」

「おお！」

「実はもう、とっくにイラスト完成しているんですけどね」

「……聞いてないんですけど」

　ラフイラストとか、見せてもらってないんですけど。

「言ってませんから。──で、いまは、キービジュヒロインと同じコスプレ衣装を急いで作っているところです。イベントで、かわいい女の子に着てもらうんです」

「おっ、いいですね！」

　コンパニオンさんとかを呼ぶのかな？　きっとエロマンガ先生も喜ぶぞ！

　なるほど、そういうところに予算を割さいたわけか。ちゃんと説明を聞けば、納得できる話だった。

「ステージイベント自体は、トークショー形式で、読者の質問に答えたり、ここでしか知ることのできない創作秘話を語ったり、といった感じです」

「そこに俺が登とう壇だんする、と」

「はい。コンセプトは『読者との一体感』です！　──いかがでしょうか？」

　うん、なかなか楽しそうだ。サイン会と同じように、俺の本を好きになってくれた読者たちと会うことのできる、貴重な場になるだろう。今後につながる大切な宣伝機会でもある。

　メディアミックス発表があるわけでもない、比較的地味なステージではあるけれど……やるからには、読者たちにとっても嬉うれしい、『来て良かったな』と思ってもらえるようなものにしたい。そのためには……

「俺でよければ、ぜひやらせてください。正直、人前で喋しやべるのは苦手ですし、ステージイベントなんてガラじゃないんですけど──作品と読者たちのためですから！」

　そして俺たちの夢のためでもある！

　俺は、力強く快かい諾だくした。すると神楽かぐら坂ざかさんは、右手を差し出し握手を求めるポーズで、輝かんばかりの笑顔を浮かべる。

「和泉いずみ先生なら、そう言ってくださると信じていました！」

　俺はその手を取ろうと腰を上げる。

「はい！　絶対に成功させましょう、このイベントを！　俺にできることがあれば、なんでも言ってください！」

「『エロマンガ先生、ステージイベントで初顔出し！　なんとその正体は美少女だった！』って企画書に書いちゃったので説得よろしくでーす♪」

「アホか！」

　ぱぁん！　俺は、信頼の握手を引き千切った。

　短い絆きずなだったな！

　バカじゃないの？

　……マジでさ。

　バカじゃないの!?

「できるわけないでしょそんなこと！　エロマンガ先生の正体も、うちの事情も、知っているはずですよね！」

「ええ、知ってますよお」

　なにこの不敵な顔。

「じゃ、じゃあ、エロマンガ先生がステージイベントに出演なんて絶対無理だってわかるでしょう！　初顔出しとか天地がひっくり返ってもありえないです！」

「いやもう企画通っちゃったんで。いまさら変えられないんで。なんとかしてもらわないと困るんですよ」

　あっさりと言ってのけた神楽坂さんは、握にぎりり拳こぶしで力説する。

「すでにプロジェクトは動き出しているのです！　そう──何十……否いな、何百人ものプロがすでに関わっているのです！　この『春の祭典』を、そして他ならぬあなたの作品を盛り上げるべくね！　和泉先生のわがままで、この大きな流れを止めてしまっていいと思っているんですか!?」

　この野郎。俺が悪いみたいな方向に誘ゆう導どうしやがって。その手には乗らんぞ。

　クッソ、どうしたものかな。

「神楽かぐら坂ざかさんってば、信じらんない！　なんでそういうこと言うの！」

　とりあえず、紗さ霧ぎり直伝の逆ギレで時じ間かん稼かせぎを試みる。

「もちろん和泉いずみ先生のためですよ！　私はいつだって担当作家の味方です！」

　がっ……効果なし！　俺の稚ち拙せつな逆ギレは、あっさりと綺き麗れい事ごとで流されてしまう。

　神楽坂さんは、指をくるくると回して言う。

「最近、イラストレーターが顔出しして、人気生なま主ぬしになってる例があるじゃないですかぁ──」

「……アルミ先生のことですね。それがどうかしましたか？」

「あれ、宣伝効果すごいんで、うちの子で、狙ねらってもう一回やりたいんですよね。エロマンガ先生の正体が、なんと美少女だった！　二に番ばん煎せんじではありますけれども、破は壊かい力りよくじゅーぶんでしょ？　人気爆ばく発はつ間違いなしだと思いません？」

「そりゃ……うちの妹はめちゃんこかわいいですからね。アルミ先生も美少女だけど、オリハルコンの輝きを放つうちの紗霧と比べちゃったら、空き缶みたいなもんですよ」

「じゃあ、ぜひともそれを証明しましょう！　というわけで、紗霧ちゃんの説得を！」

「だから無理ですって。俺を調子に乗せたところで、無理なもんは無理ですよ」

「あら強情。いつもの和泉先生なら、いまので押せるのに」

「残念でしたね！」

　これが自分のことだったら、あっさりと口車に乗せられていただろうが。

　紗霧のことなら話は別だ。断固たる態度で臨のぞませていただく。

「ふむふむ……なるほどなるほど、『紗霧ちゃんがイベントで顔出しをする』のは無理なんですか。よくわかりました。しかしですねえ、和泉先生。さっきも言いましたけど、このイベントで『エロマンガ先生が顔出しをする』ことはもう決まっていて、どうしても変えられないんです」

「…………………………」

「あ、おっしゃりたいことはわかりますよー。わかりますけど、最後まで聞いてくださいな。繰くり返しますよ──このイベントで『エロマンガ先生が顔出しをする』ことはもう決まっていて、どうしても変えられないんです」

　ああ──

　この人の言いたいことが、段々とわかってきたぞ……。わかってしまう自分が嫌いやだ……。

「………………つまり？」

　うんざりしながら合いの手を入れると、神楽坂さんは、それはもう悪の宰さい相しようみたいな顔で、うっふっふと笑う。

「とってもかわいらしい、エロマンガ先生の影かげ武む者しやを用意しましょう」




　……どうなのコレ？

　よくないでしょ！　だって噓うそじゃん！　『エロマンガ先生の影かげ武む者しやを用意する』──とても名案とは思えない。少なくとも俺には、かなりの心理的抵抗がある。

　エロマンガ先生本人だって、イヤだって思うはずだ。

　気にしすぎだって思われるかもしれないが、俺たちの夢が穢けがれるような不快感があった。

　同時に、神楽かぐら坂ざかさんの言うこともわかる。個人的な感情は置いておいて、一度会議で決まったことを変えるのは……とても難むずかしいのだろう。

　作品の宣伝のため……っていうのもまあわかる。それが読者のためだと言われると、こちらとしても弱い。エロマンガ先生の初顔出し──やれば間違いなく盛り上がるだろう。読者たちは喜ぶだろう。作品は売れて、メディアミックスへのチャンスにもつながるかもしれない。

　色々吞のみ込んで、やるしかないのか……？　それとも、改めて断るべきか……。

「ぐぬぬ……」

　ともあれ、エロマンガ先生に相談してみよう。

　俺は己おのれの方針を決めきれぬまま、編集部を辞し、『開かずの間』へと向かう。




　俺の話を聞いたエロマンガ先生は、しばし考え込み、開口一番こう言った。

「……か……顔出しは……むり」

　ぎゅ、と両目をつむり、顔色が真っ青になっている。

　俺は慌てて、優しく言い聞かせる。

「もちろんそれはわかってるよ。俺もしっかり断ってきたから安心してくれ。でも、それでさ……『エロマンガ先生の影武者を用意しよう』って話になっているんだ」

　神楽坂さんのアイデアを説明すると、紗さ霧ぎりは再び黙だまり込んだ。

「ううん……」

　眉まゆをひそめ、悩んでいる。ちら、と上目づかいで問うてくる。

「兄さんは……やりたいの？　……ステージイベント」

「ああ、でも、おまえが嫌いやがることはやりたくない」

　ファンのためとか、作品の宣伝のためとか、とても大事なことではあるけれど、俺にはそれらよりも優先することがある。もっと大切なものがある。

　紗霧は、「……そう」と呟つぶやいて、うつむく。

　しばしの間を空あけてから、こう言った。

「……すごく……イヤだけど……相手による」

「相手……影武者を頼む相手、ってこと？」

「そう」

　エロマンガ先生は、ぼそぼそと口を動かす。ヘッドセットマイクで拡張した声で、

「どうしても私の身代わりを頼むなら……この先、ずっと『エロマンガ先生』でいてくれるひとがいい。ぜったいに裏切らないひとがいい。公おおやけの場で、変なこと言わない誠実なひとがいい。……信頼できる……ひとがいい」

「ふむ」

　エロマンガ先生が提示した条件は、とても納得のいくものだった。

　そうだよな。エロマンガ先生の影かげ武む者しやを立てるとして、その場しのぎじゃダメだろう。信用できないやつにやらせて、あとで『実は……』なんてことになったら、目も当てられない。

　お調子者とか、口が軽いやつとかもダメ。金だけのつながりでも、ダメ。

「私が……このひとなら、私の代わりに……私として……ファンとお話ししてもいいって思えるひとなら……私が……その人の発言の責任を取れるって思えるだけの相手なら……ファンへの裏切りには……ならない」

『俺たちの夢』が穢けがれることもない、か。

　紗さ霧ぎりの口にした条件は、俺にとっても、ギリギリで妥協できる譲ゆずれないラインだった。

「問題は……そんな相手が、はたしているのかってことだな」

「むう……」

「その上、企画の趣旨に合わせるなら、めちゃんこかわいい女の子じゃないといけない。紗霧と同じくらいかわいい女の子とか、この世に存在しないから、そこは妥協するとしてもだ。妥協できるだけの美少女で、さっきの条件に当てはまる人が、いるかあ？」

　ふと気づけば、紗霧は林りん檎ごみたいに赤面して、うつむいていた。

「どうした？」

「し、しらない！　ばか！」

「なんだってんだよ」

「し、しらないってゆってる！　それより……」

「それより？」

「私の影武者を立てるなら…………おっぱいおっきい、せくしーなひとがいいと思う！」

「えぇ……？」

　なに言ってんのこいつ。そんな場合じゃねーだろ。

「違和感すごくね？　巨乳のセクシー美人がエロマンガ先生としてステージに登とう壇だんしたとしてさ、俺、笑いを堪こらえきれる自信がないんだけど？」

「し、しつれいすぎ！」

　怒れる妹が、タブレットでバシバシ頭を叩たたいてくる。

「痛い！　痛いって！　でもさ、冗談抜きに、哀かなしい見み栄えを張ってる場合じゃねえって」

「み、見栄張ってるわけじゃないもん。えっと……わ、私のイメージと違うひとでもいいよって言いたかったの」

　噓うそつけ。おまえの発言には明らかに、エロマンガ先生＝巨乳セクシー美人というイメージにしろやっていう強い意志が込められていたぞ。

「まあ、しかし……紗さ霧ぎりとは違うタイプの美女でもいいってのはそうだよな」

　その意見を踏ふまえた上で……該当する人物がいるかどうか。

　考えてみる。

　美少女or美女で、信頼できて、裏切らなくて、誠実で……。

「……エルフちゃん、とか」

「確かにあいつは信頼できるし超かわいいけど……すでに顔出ししてるし、変なこと言うし、バカだよ？」

「……そっかあ」

　エルフが聞いていたら、むちゃくちゃ怒りそうな会話だった。

「……同じ理由でアルミちゃんもだめだし……じゃあ、ムラマサちゃん？」

「確かにムラマサ先せん輩ぱいは、信頼できるし、超かわいいし、巨乳だけど……天然で変なこと言うし、スーパー世間知らずの箱入り娘だし、本番にも弱いし、紗霧に負けないくらいステージに向かないんじゃないか？　あの人、自作のアニメ化発表のステージにさえ出なかったんだぜ？」

　ほぼ強制参加なのに、看板作家の権力ってすごい。

「むう……じゃ、じゃあ……えと…………めぐみちゃん？」

「確かにめぐみは、信頼できるし、超かわいいし、ステージに登とう壇だんしても堂々と面おも白しろトークをこなしてくれそうだけど……目立ちたがり喋しやべりたがりで、その上ネットリテラシーが壊かい滅めつ的だから炎上リスクが特大。それに足あ立だち区くでは有名人だから、影かげ武む者しやにしたら色々問題が起きそうな気がする」

「むうー」

　紗霧は頭を抱えて唸うなってしまった。

　とはいえ──

『エロマンガ先生』を託せるくらいに信頼できる相手……ぽんぽん出てくるもんだなあ。

　恵まれているよ、俺も、紗霧も。

「さて──どうするか」

　いま挙げた影武者候補の中では……めぐみ……か？

　いや──待てよ。待てよ待てよ……なんか引っかかるぞ。

　記憶の隅すみっこに、なんかある。

　美少女or美女で、信頼できて、裏切らなくて、誠実で……。

「？　……どうしたの？」

　心配する紗霧の声も聞こえず、俺はブツブツと呟つぶやきながら、記憶の奥底を探さぐっていく。

「………………紗霧と同じくらいかわいい女の子なんて、この世に存在しない……」

　本当にそうか？

　記憶すべてをひっくり返しても、同じことが言えるのか？

「このワードの、なにがひっかかってるんだ？　紗さ霧ぎりと同じくらいかわいい顔なんて、テレビでだって見たことないのに……どこかで見たとでもいうのか俺？　……マジでか？　噓うそだろ？　だとしたら、どうして一目惚れしなかった？　どこで会った……？　ここ？　うち？　──────────いつ？」

「に、兄さん？」

「──────それだ」

「ふぇっ？」

　大声に驚おどろく紗さ霧ぎりをよそに、俺は『開かずの間』を飛び出した。向かうのは一階──両親の部屋だ。大きな本棚を指でなぞって調べていく。

「確か、ここに……あった！」

　俺は本棚で発見した『それ』を持って、紗霧の元へと急ぎ戻る。

「紗霧！」

「に、兄さん……なんなの……さっきから」

「いいから、これを見てくれ！　ビックリするぞ！」

　バッ！

　俺は、親父の本棚から持ってきた『それ』──家族アルバムを開き、紗霧に見せつける。

「────っ」

　美少女大好き変態イラストレーター・エロマンガ先生が、息を吞のみ、食い入るように『その写真』を凝ぎよう視しする。そこには──

「ふぉぉ！　こっ、これわぁ！」

　紗霧と同じくらいかわいい顔で、

　紗霧と同じ中学校の制服を着た、

　きわめてあざといツインテ美少女妹が、

　兄と並んで、恥ずかしそうに微笑ほほえんでいたのであった。
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　四月某日。『春の祭典』当日、会場であるベルサール秋あき葉は原ばらとその周辺店舗では、多数の催もよおしが行われた。俺・和泉いずみマサムネのサイン会も、そのうちのひとつである。

「和泉先生、エロマンガ先生──秋葉原までご足労いただきましてありがとうございます。さて、本日のスケジュールですが、お手元の紙を御ご覧らんください」

　ベルサール秋葉原Ｂ１Ｆの控え室にて、俺とエロマンガ先生は、神楽かぐら坂ざかさんから、イベントの説明を受けていた。俺とエロマンガ先生が、並んでパイプ椅い子すに腰掛け、机を挟み、対面の神楽坂さんと向かい合う形。

　この場にいるのは、いま挙げた三人のみだ。

　つまり、『事情』を知るものだけの打ち合わせという意味だ。

　控え室には、エロマンガ先生が描かき下ろした、キービジュアルのポスターが貼はられている。

　俺とエロマンガ先生は、言われたとおり、プリントアウトされた紙に目を落とす。紙ペラ一枚の簡かん素そな進行表だ。神楽坂さんは、ルンルン鼻歌を歌い出しそうな上じよう機き嫌げんさで説明を続ける。

「このあと十一時からＢ１Ｆホールにて、『世界で一番可愛かわいい妹』のステージイベントに参加していただきます。そのあとお昼休きゆう憩けいを挟みまして、２Ｆ控え室へと移動、十三時からおふたりのサイン会となります。ここまででなにか質問はありますか？」

　す、と、お堅いスーツ姿のエロマンガ先生が手を挙げる。

「はい、どうぞ、エロマンガ先生」

「…………………………いま、その名前で呼ぶ必要がありますか？」

「フフフフ、慣れるためには、いまからそう呼んでおいた方がいいと思いますが～♪」

　普段よりも明るいイベント仕様の衣服と化粧で武装している神楽かぐら坂ざかさんは、さっきからニコニコしっぱなしだ。超楽しそう。ドス黒い不ふ機き嫌げんオーラを身にまとうエロマンガ先生とは、対照的な姿であった。

　もちろん彼女は、本物のエロマンガ先生──紗さ霧ぎりではない。

　鋭するどい眼光に、ぴんと伸びた背筋。凜り々りしいスーツ姿。

　視みるものすべてを凍り付かせる、『氷の女王』。

　たったひとりの俺の肉親。

　俺と紗霧の保ほ護ご者しやである、和泉いずみ京きよう香かさんだ。

「……いいでしょう。では、神楽坂さん。サイン会についての確認ですが、私はステージイベントのみの参加で、サイン会には出なくていいということで、間違いありませんね？」

「ありません。もちろん、本当はエロマンガ先生としてサイン会にも出ていただきたいところなんですが──『影かげ武む者しやがサインしたらニセモノになっちゃうからダメッ！』と、御本人からＮＧが出ていますからね。仕方ありません」

　俺たちのサイン会は、今回、和泉マサムネのみが出席し、あらかじめ本物のエロマンガ先生がサイン済みの色紙に、俺が下手へたくそなサインを書き込み、ファンへと手渡すという形式だ。せっかく顔出しイベントがあったのにとファンは残念がるだろうが、こればかりは仕方ない。申し訳ないが、我慢してもらおう。

「質問は以上です。続けてください」

「はい。ええと、では──」

　神楽坂さんは、机の上に、ヘッドセットマイクを置いた。

「ステージイベント中、おふたりには、これをつけていただきます」

「何故なぜでしょうか？」

「『なるべく自分の言葉をファンに伝えたい』という本物のエロマンガ先生からの要望です」

「……イベント中、あの子から、このマイクを通じて指示がくると」

　そしてその声は、京香さんだけでなく、俺にも聞こえるというわけだ。

「そういうことです♪」

「……わかりました」

　エロマンガ先生は、フゥ、と、重々しく息を吐く。

　そんな彼女に、俺はぺこりと頭を下げる。

「京香さん、改めて、ありがとうございます。俺たちの頼みを聞いてくれて……」

「いいえ。正まさ宗むねくんが、ようやく大人を頼ることを覚えたようで、なによりです」

　信頼できて、裏切らなくて、誠実で……。

　紗さ霧ぎりに匹敵するくらい、めちゃくちゃかわいい女性。

　京きよう香かさんは、エロマンガ先生が提示した条件を、ほぼすべて満たす人物だ。

　俺は、この人のことを、ずっと『敵』だと認識していた。

　幼い頃から、ずっと嫌きらわれていると思い込んできた。

　引きこもる紗霧を、無理やり部屋から引きずり出した、鬼のような人だと恐れてきた。

　ただ──





　──紗霧さん。よく、がんばりましたね。






　それは、誤解だった……らしい。敵だと思っていた期間があまりにも長すぎて……正直なところ、いまだに完全には警けい戒かいを解けていない。

　京香さんのことを、家族だと思いたいのに、改めて家族になれたなら、どんなに素晴らしいだろうって思うのに、どうしてもそれができない。

　もしも紗霧を害する人だったら……と、一線を引いてしまう。

　そんなわけないって、わかったはずなのにな。

「貴方あなたたち兄妹きようだいに、私がしてあげられることがあったことを、嬉うれしく思っています」

　凍いてつくような口調で紡つむがれる、温かな台詞せりふ。

　後者こそが真実なのだと信じたい。

　だから──




　甘えてみよう、って、思ったんだ。




　子供みたいなやり方だけど。

　思い切り甘えて、わがままを言って、『今日』が無事に終わったら……

　この人と、家族になりたい。

　妹と、そんな話をして……

　京香さんに、エロマンガ先生を託したいって、頼んだんだ。

　そう……確か、こんなふうに──




『京香さん……その……頼みがあるんです』

『正まさ宗むねくん、そんなに緊きん張ちようする必要はありません。なんでも言ってください。私は、貴方たち兄妹の保ほ護ご者しやなのですから』

　では、遠えん慮りよなく──

『紗霧の代わりに、一日だけエロマンガ先生になってください！』

『…………………………………………………………………………………………………………』

　京きよう香かさんは、地じ獄ごくの閻えん魔ま大王のような表情になった。

『どういう……ことですか？　この私が……エロ漫画に？』

『いやっ！　エロ漫画のモデルになってくれって意味じゃないですよ!?」

『わ、わかっています！　ちょっと聞き間違えただけですっ！』

　ひいい。

　俺は、京香さんが放つ冷気に凍結しそうになりながらも、事情を説明した。

『つまり……京香さんには、紗さ霧ぎりの代わりにエロマンガ先生として、ステージイベントに出演してもらいたいんですよ』

『……なるほど……そういうわけでしたか』

　聞き終えた京香さんは、依然として厳きびしい眼光で俺をにらみ付けている──ように見える。

　だが、怒っているわけではない……はずだ。

『ふ、ふふふ……ふふふふふふ』

　噓うそみたいだけども！　顔がちっとも笑ってないけども！

『つまり、貴方あなたはこう言うのですね？　──はかなく気弱なこの私に、何百人ものオタクの方方が集まるステージイベントに登とう壇だんしろと』

　えっ、はかなく気弱？　誰が？

『恥ずかしがり屋さんなこの私に、皆の前で「私がエロマンガ先生です」と名乗れと』

　はい。

『あまつさえ、紗霧さんが描かいた……その、露ろ出しゆつの多い女の子のイラストを提示して、「私が描きました」と誇らしく宣伝しろと──そう言いたいんですね!?』

『そのとおりです！　紗霧と一緒に色々考えたんですけど、他の誰かじゃダメなんです！』

『…………………………………………』

『俺たち兄妹きようだいの家族である京香さんにしか頼めないんですよ！　だから、お願いします！』

　俺は、死さえ覚悟して言い放つ。

　すると──

　彼女は、フゥ、と、重々しく息を吐いた。

『いいですか、正まさ宗むねくん。……率直に言って、私は人前に出て喋しやべるようなイベントには、向いていない人間です。生まれてから二十年以上ずっと、他人から誤解され、恐れられ、嫌きらわれ続けてきたのですから──いまもこうして、目の前の甥おいを怯おびえさせてしまっている』

　たとえるならば、大人に叱しかられているときの、あの重苦しい空気。

　それがこの場──我が家のリビングにも満ちていた。

　京香さん本人が、こうして別に怒ってないと主張しているのにだ。

　だからきっと、このあと断られるのだろう。

　しかし彼女の口から出てきたのは、思いがけない台詞せりふだった。

『私が紗さ霧ぎりさんの代役をすることによって、貴方あなたたちのファンも、怯おびえさせてしまうかもしれません』

　俺と紗霧と、そのファンたちへの配はい慮りよだった。




『それでもよければ、私にできる限りのことをしましょう』




　きりりと真ま面じ目めな顔で請うけ合ってくれた京きよう香かさんは、まるで俺たち兄妹きようだいの姉のように見えたっけ。







　──場面を戻そう。

　イベントの説明と打ち合わせに一区切りが付き、控え室には、やや弛し緩かんした空気が横たわっている。各々が、飲み物を口に運び、静かな時を過ごしていた。

　ふと神楽かぐら坂ざかさんが、カップを置き、京香さんに向けてこう切り出す。

「ああ、そうそう、大切なことを言い忘れていました。実は、エロマンガ先生ご本人から『顔出し』についての強い要望がありまして──」

「？　なんでしょうか？」

「ステージに登とう壇だんするときに、ぜひ、特別な衣装に着替えて欲しいとのことです」

「……は？」

「こちらです！」

　バッ！

　神楽坂さんが、控え室のハンガーから手に取ったその衣装は、

　俺たちの著作『世界で一番可愛かわいい妹』の登場人物たちが着ている『セーラー服』だった。

　しかも今回、イベントキービジュアル用に描かき下ろした特別仕様アナザーバージヨン。

　エロマンガ先生の趣味が大だい炸さく裂れつした、へそ出しミニスカセーラー服であった。

「「────」」

　そしてそれには、エロマンガ先生本人からの直筆メッセージが貼はり付けられている。

　エロマンガ先生曰いわく──




『京香ちゃんのかわいいコスプレが見たい！』




「ゲホッ！　ゴホッ！」

　俺は口に含んでいたコーヒーを、担当編集の顔に向けて、盛大に噴ふき出したのであった。

　妹よ！　聞いてないぞ！







「紗さ霧ぎりオマエぇぇえ！　なんつーことを！　よりにもよってなんつーことを！」

　俺は控え室の片かた隅すみで、タブレットＰＣに向けて怒ど声せいを張り上げる。俺が両手で抱え持つタブレットの画面には、妹のバストアップが映っている。

　彼女はきょとんと首をかしげて、

「なんのこと？　兄さん」

「トボけるなァ!?　おまえが神楽かぐら坂ざかさんに託したコスプレ衣装の件だよ！」

「あっ、着てくれたの？」

　ぽん、と拳こぶしで掌てのひらを叩たたく紗霧。ぱぁっと花開くような笑顔になって、

「見せてっ」

「『見せて』じゃない！」

　かわいいなチクショウ！

　俺はチラッと横目で、京きよう香かさん＆神楽坂さんを見た。

「んなっ！　な、ななななんで私がこんな衣装を着なくちゃいけないんですか!?」

　怒りと羞しゆう恥ちで真っ赤になった京香さんが、声を張り上げている。

　一方、神楽坂さんはいまにも踊り出さんばかりのハイテンションだ。

「で・す・か・ら♪　エロマンガ先生ご本人の強い要望ですよ～。それにそもそもこのステージイベントのメインコンセプトは、『あのエロマンガ先生が、実は超美少女だった！』なんですから！　私としてもかわいい衣装の方が望ましいんですよね！」

「び、びしょ……き、聞いてません！　そんなこと！」

「あぁあ～、それは和泉いずみ先生が悪いですねえ！」

　クソっ！　妹と話している隙すきに、責任をなすり付けられている気がする！

　俺は、画面の紗霧に向き直って、

「いま超揉もめてるところだよ！　おまえが仕込んだコスプレ爆ばく弾だんのおかげでなあ！　なんなの!?　実はおまえ、無理やり部屋から引きずり出された件、まだ根に持っているの!?」

「ちがう。京香ちゃんのコスプレが見たいの。ぜったいかわいいと思うから」

「あっそう！　まったくブレねえやつだな！」

　いつの間にか『京香サマ』から『京香ちゃん』になっているし。

「……そ、それに、私の影かげ武む者しやなんだから……できるだけかわいくしたい。普段の京香ちゃんは……かっこいいけど……地味だし」

　俺と紗霧の会話をよそに、神楽坂さんの熱烈な説得が続く。

「ホラ！　紗霧ちゃんもああ言ってますし！　着ちゃいましょうよ！　ねっ、ねっ！」

「クッ……し、しかし！」

「ちなみにこのキャラの髪型はツインテールなので、ウイッグもつけてくださいね。はいコレ」

「私、二十歳はたち超えているんですけれど!?」

「だから？　ぜーったいイケますって！　似合っていれば髪型に歳としなんて関係ありません」

　神楽かぐら坂ざかさんは、ステージの様子が映るモニターを指差す。

「ほらっ見てくださいよ！　いまステージで司会をやってくれている声優さんも、京きよう香かさんより年上なのに髪型ツインテで、ノリノリでコスプレしてますし。『美少女声優』という売りで雑誌にも出てますし」

「そ、それはきっと仕事だからです！　……髪型に歳が関係ないというのなら、神楽坂さんもツインテールにしてコスプレしたらいいのでは？」

「え？　恥ずかしいから嫌いやですけど？」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]私、貴女あなたのこと嫌きらいです！」

　神楽坂さんすげえ。よくマジギレ中の京香さんをおちょくれるなこの人。

　傍はたから見ているだけで、俺は胃が痛くなってくるっていうのに。

「和泉いずみ先生も京香さんを説得してくださいよ～」

「無理です。無理です」

　殺されてしまう。

　そこで紗さ霧ぎりがスカイプ越しに一言。

「……京香ちゃんは、ツインテール似合うと思う。ソースはこの写真」

「[image: ]あああああああああ！」

　インドミナス・レックスのような咆ほう哮こうを放つ京香さん。

「ど、どこからそんなものを！」

　紗霧が画面にドアップで映し出したのは、若き日の京香さんだ。

　さすがの神楽坂さんも、度肝を抜かれている。

「えぇぇえぇぇ!?　だ、誰ですかこの超美少女！」

「中学生時代の京香さんです。めちゃくちゃかわいいでしょう」

「か、かわっ……！」

　このうら若き『氷の姫君』なら、紗霧の代役だって務つとまるはずだ。成長して、タイプこそ変わっちゃいるが、いまだってその魅み力りよくはまったく衰えちゃいないのだから。

　ツインテが似合うかはしらん。

　京香さんは、両手を振り乱して怒っている。

「やめてください！　やめてください！　ま、正まさ宗むねくんまで……っ、なに言ってるの……！　さ、紗霧さんも、それ、早く消してっ……！」

「やだ」

「な、何故なぜです！」




「今回は、京きよう香かちゃんに全力で甘えるって……兄さんと、決めたから」




「────」

　京香さんは、目を見開いて硬直する。それから、はっと俺の顔を見た。

　氷柱つららのような視線に射すくめられながらも、俺はなんとか事情を説明する。

「えっと……そう……なんです。俺たちで、話して……そうしようって。一度思いっきり甘えてみたら、色んなしがらみとか……なくなるんじゃないか……って」

　エロマンガ先生は、いくらなんでも全力出しすぎだけどな。欲望丸出しだけどな。

　ここまでやるなんて、俺は聞いてなかったけどな。

「そう……だったのですか」

　怒りを霧む散さんさせたように、大きく息を吐く京香さん。

　ものすごく渋い顔で、コスプレ衣装を見て、中学時代の自分の写真を見て、それから俺を見て──

「あ、甘やかしてあげますって……言いましたしね……」

　困ったような顔で頰ほおを赤らめ、ぽつりと言った。

「………………わかりました。やりましょう、コスプレとやらを」

　マジかよ。

　まさかＯＫするとは……。




　ベルサール秋あき葉は原ばらＢ１Ｆホールにて、

『世界で一番可愛かわいい妹』初の公式イベントステージが始まった。

「ようこそ！　『世界で一番可愛い妹』ステージへ！」

　司会を務つとめるのは、担当編集者である神楽かぐら坂ざかさんと、先のステージにも登とう壇だんしていたツインテールのアイドル声優さん。

　ゲストは俺、和泉いずみマサムネと、エロマンガ先生のふたり。

　司会のふたりは客席から向かって左側に立ち、俺は右側に座っている。

　京香さん扮ふんするエロマンガ先生は、いまだ入場していない。ステージから見る客席は、立ち見が出るほどの超満員で、このような場に慣れていない俺の心臓はばくばくと高鳴った。

　──うおお、たくさんいるなあ～。

　全員が全員、俺たちのステージ目当てで、ここにいるわけじゃあないんだろうけど。

　このあとにある別作品のステージこそが、本命なのかもしれないけれど。

　それでも『来てくれてありがとう』って思った。

　俺は、ステージの上から、きょろきょろと挙きよ動どう不ふ審しん気味に客席を見回す。

　──おっ、あの人、去年のサイン会に来てくれた人じゃん！　あ、あの人も見覚えあるぞっ！

　俺は、読者と会う機会なんてほとんどないので、みんなの顔を、わりと覚えてしまっているのであった。作者に顔を覚えられるなんてイヤだなって思う方もいるだろうが、こればかりは仕方ないことなので我慢して欲しい。

　いつも応援してますなんて言われたら、嬉うれしくって忘れる方が難むずかしい。

　あと俺の正体をめぐみにバラしやがった坊主！　今年のサイン会に来てたら説教するから覚悟しておけよ。

「おい、来てやったぞ和泉いずみ！」

「和泉くん、がんばってくださいね」

「へーい、マサムネ！　わたしたちも見てるわよ！」

　そして、ふと最前列に目を向ければ、顔見知りのラノベ作家たちが、笑顔でこちらに手を振っているのが確認できた。

　──うわ、あいつら！　みんなして来てたのかよ！　見られてると恥ずかしいじゃんか！

　草くさ薙なぎ先せん輩ぱいに、シドーくんに、エルフに……ムラマサ先輩も、照れくさそうに片手を挙げている。

　ちなみに草薙先輩は、俺たちのふたつあとの『ぴゅあらぶ。』ステージに登とう壇だん予定。

　そんでもって『春の祭典』メインプログラムの目玉は、ムラマサ先輩が書いている超人気作『幻げん想そう妖よう刀とう伝でん』ステージ、なのだが……もちろん原作者が登壇するようなことはない。

　そもそもこの人、自作関連の諸もろ々もろにはなんの興きよう味みもなく、ただたんに俺のステージを見に来ただけのような気がする。

　ともあれ俺は、緊きん張ちようしつつもテンション上がっていたわけだ。担当編集氏は、かたくなにサプライズアニメ化発表などないと言っていたが、もしかしたらそれも噓うそで、ホントはアニメ化発表あるんじゃないの？　って期待もちょっぴりあった。平気でそういうことやりそうな人だし、司会が人気声優さんなところも怪しい。

　ワンチャンあるぜこれ！　ドキドキ！　そんな感じ。

　もちろん巨大な不安もあった。言うまでもないだろう、これだ。

「はいっ、原作者・和泉マサムネ先生に続きましてぇ[image: ～][image: ～]、この方をお呼びしましょう♪　イラストレーターのエロマンガ先生です！」

　会場が、おおっとざわめく。

　俺は身体からだを硬くして、ステージ袖そでを見やる。

「なんと本日は、いままで謎なぞに包まれていたエロマンガ先生が、初めて素顔を見せてくれるそうです！　皆さん！　驚おどろく準備はいいですかぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]？」

　はーい、と、客席が声を揃そろえて返事をする。

「いいお返事ですねぇ～♪　それでは──いよいよエロマンガ先生のご入場でぇす！　どうぞ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　司会の声優さんがエロマンガ先生を呼ぶと──

　へそ出しミニスカセーラー服姿の京きよう香かさんが、ガチガチになりながらも、ゆっくりとステージに進み出てくる。

　瞬しゆん間かん、

「は!?」「え!?」「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　客席が大きくざわめき、

「────────────」

　そしてシンと静まり返った。

　……ああ、やっぱ、こうなるよなぁ。

　今回のステージ事前告知では、エロマンガ先生の顔出しがあること自体は、さらりとバラしてあったのだが、その正体が美少女（あえて美女とは呼ばない）だということは、いまのいままで伏せられていた。

　神楽かぐら坂ざかさん曰いわく、『その方がみんながビックリして話題になるから』。

　だからこの場にいるみんなは、エロマンガ先生のことを男だと思っていたはずなのだ。以前の俺がそうであったように、『エロい絵を描かくのが大好きなオタクのオッサン』だと思っていた人が大多数だったはずなのだ。

　まさかコスプレ美少女が出てくるとは、夢にも思っちゃいなかっただろう。

「……………………………………………………………………………………」

　神楽坂さんの目もく論ろ見みどおり、客席は完全に度肝を抜かれている。

　エルフは、『ふーん、なるほどねー、そう来たか！』という納得顔。

　ムラマサ先せん輩ぱいは、『心底どうでもいい』という無関心顔。

　シドーくんは、『ホモじゃなかったぁ──!?』というビックリ顔。

　京香さんを恐れている草くさ薙なぎ先輩は、真っ青な顔で、

「きっつッ！　（いい年こいてその格好は）きっつッ！」と口を動かしていたが、壇だん上じようの京香さんから、オプティックブラストが発射されそうな目で見られて手で口を押さえる。

　登とう壇だんしたエロマンガ先生──コスプレした京香さんは、ステージ中央で歩みを止め、みんなの方に向き直る。

　その頃になるとようやく、度肝を抜かれていた観客たちもある程度正気を取り戻してきたようだ。ざわざわと喧けん噪そうが大きくなっていく。

　そんな中、ほんのりと頰ほおを赤らめている京香さんが、ぺこりと頭を下げる。

「……こ、こんにちは、みなさん」

　顔を上げて、




「私が、エロマンガ先生です」




「────────」

　喧けん噪そうが止まり、

「うおぉぉおぉぉぉぉおぉぉぉぉぉぉぉぉ──────!!」

　大だい歓かん声せいが巻き起こった。

　会場のオタクたちが、一いつ斉せいに席を立ち、力強いガッツポーズで叫ぶ。

　まるでアニメ化発表されたかのような騒さわぎであった。

　あまりの反はん響きようの良さに、挨あい拶さつをした京きよう香かさん自身が「え？　え？」と困惑している。

「ぎゃあああああああ！」「オーマイガッ！　オーマイガッ！」「ふほおおお、なんという……！」

「すっげええええええええ！」

　オタクたちが、スタンディングオベーションで狂きよう喜き乱らん舞ぶしている。

「エロマンガ先生かっわいいぃぃぃい!?」「えろい！　えろすぎる！」「噓うそやろ！　こんなんアリかよ！」「えっろ！　コミュ入るわ！」「エロマンガ先生エロいです！」

「こんなエロかわいい美少女が、あのくっそエロかわいいイラストを描かいていたのか!?」

　パシャッ！　パシャパシャ！　「さっそくツイートしなきゃ！」カチカチカチカチ！

　もはや誰も止められなかった。ギレン・ザビの演説めいた熱狂が秋あき葉は原ばらに吹き荒れていた。




「エロマンガ先生！」「エロマンガ先生！」「エロマンガ先生！」「エロマンガ先生！」

「エロマンガ！　エロマンガ！」「エロマンガ！　エロマンガ！」




　京香さんにとっては、完全に羞しゆう恥ちプレイであった。

　真ま面じ目めでお堅い彼女にとっては、間違いなく、人生最大の辱はずかしめであった。




「エロマンガ！　エロマンガ！」「エロマンガ！　エロマンガ！」




　後に『伝説の初顔出し』と呼ばれるワンシーンの最中。

　ミニスカ＆へそ出しセーラー服を装着した京香さん（2X歳）は、棒立ちのまま耳先まで真っ赤っかになって、涙目でプルプルしていた。




「エロマンガ！　エロマンガ！」「エロマンガ！　エロマンガ！」

「エロマンガ！　エロマンガ！」「エロマンガ！　エロマンガ！」

「エロマンガ！　エロマンガ！」「エロマンガ！　エロマンガ！」




　俺は、ひたすらに『もうやめてあげて！』『ほんとにもうやめてあげて！』と、繰くり返し心の中で唱となえ続けるのであった。







　………………………………。

　…………………………………………………………。

　ようやく会場が落ち着き、エロマンガ先生──京きよう香かさんが席に着いたとき、彼女のＨＰはすでにレッドゾーンに突入していた。

「……ふ、ふふ……ふふふ………………ふふふ……」

　もはや精神の限界は近かった。

　隣となりに座っている俺だけがそれに気づいていた。内心を表情に出さないことにかけて、京香さんの右に出るものはそういない。それがいまは、辛かろうじて良い方向に作用していた。

　俺と京香さんは、ヘッドセットマイクを装着している。

　そこから、紗さ霧ぎりの声が通信で聞こえてきた。

《生放送で見てるよ！　こめんともいっぱいっ！　大好評でよかったね！》

　よくねえよ。おまえはいったいいまの一幕の何を見ていたんだ。

《えへへ……エロマンガ先生のこと、みんながかわいいって……うれしいな》

　かわいいって言われているの、おまえじゃなくて京香さんだぞ。

《よぉしっ、これでアルミちゃんに動画ランキングで勝てるぞっ》

　影かげ武む者しやＯＫした理由はそれかよ!?

《……も、もちろん、『私たちの夢』のためっていうのが、いちばんだから》

　よく俺のツッコミたいことがわかるなこいつ。

《ともかく……ここまではうまくいった》

　そうだな。

　京香さんの魂たましいと引き替えに、ステージイベントは話題性抜群のものとなりつつある。

　ここまでの流れは、大成功といっていいだろう。

《こほん》

　紗霧は咳せき払ばらいをして、口調をエロマンガ先生のものへと改める。

《京香ちゃん、このあとのトークショーは、オレの指示どおりに喋しやべってね。そうしないと、いつもの配信見てるひとたちには、別人だってばれちゃうと思うから》

「……………………………………」

　こくり、と頷うなずく京香さん。ここまでの仕打ちを受けて、まだ俺たち兄妹きようだいのためにがんばろうとしてくれている。改めて、感かん謝しやしかない。ありがとう、本当にありがとう京香さん。

「はい！　エロマンガ先生の正体に、みなさんびっくりでしたねぇ～♪」

　司会の声優さんが、胸に片手を置いてそう言った。

　彼女自身も、動揺さめやらぬという感じであったが、さすがはプロ。立ち直りが早い。

「それでは改めまして、『世界で一番可愛かわいい妹』、ステージイベントを進めていきましょう！　最初のコーナーは『作品紹介』ですっ！」

　ステージの大画面に、『世界で一番可愛い妹』既刊の表紙が映し出される。

「担当編集さん、お願いしますね～」

「はい、お任せください。『世界で一番可愛い妹』とはですね──」

　声優さんからのパスを、神楽かぐら坂ざかさんが上じよう機き嫌げんでキャッチする。

　彼女は、作品の概要、主人公とヒロインの紹介に続き、最新の三巻が三月に発売されたこと……そして、四巻の原げん稿こうがすでに完成していて、発売日が七月十日であることなどを話した。

「──といわけなんです！　七月をお楽しみに！」

「はいっ、神楽坂さん、ありがとうございました！　すっごく面おも白しろそうな作品ですね～、私も読んでみたくなっちゃいました♪　続きまして～、二番目のコーナーはこちら！　ばばん！」

　テンポよく、大画面の画像が切り替わった。キービジュアルのヒロインを背景に、コーナータイトルが表示されている。声優さんがそれを読み上げる。

「『エロマンガ先生への質問コーナー』！」

「この度初顔出しをされましたエロマンガ先生に、読者の皆さまから質問が届いています！　その質問に、本音でお答えいただこうというコーナーです！」

　神楽坂さんが、適切なタイミングでコーナー説明を入れる。

　おお～、と客席から感かん嘆たんの声が上がった。ノリのいいオタクどもだ。

　ちなみに、質問の内容を俺たちは知らない。台本にも書いていなかったし、聞いても神楽坂さんは教えてくれなかったのだ。色々ぶっつけ本番すぎるステージである。

「それでは、私の手元にある質問を、読み上げていこうと思いまぁす♪　エロマンガ先生、準備はよろしいですかぁ～？」

「はい、大丈夫です」

　やや硬い声で答える京きよう香かさん。

「では、最初の質問です──ばばん♪」

　大画面の文面が切り替わる。

「『エロマンガ先生は、どうしていままで正体を隠していたんですか？』」

　その問いに、紗さ霧ぎり＝エロマンガ先生はこう答えた。京香さんの口を借りて、

「顔が怖いからです」

　それを京香さん本人に言わせるのかよ！

　京香さんは、むちゃくちゃおっかない顔で（エロマンガ先生が指示したとおりの台詞せりふを）言う。顔面の筋肉をひくひくさせながら、

「ひょ、表情を作るのが苦手で……ついつい厳きびしい顔になっちゃうんです。怖がられるかなーって思って、お面を被かぶっていたんだけど、別に怒ってないから、気にしないでね」




「「はーい！」」




　従順なオタクどもである。

「……………………………………」

　京きよう香かさんは、苦渋を嚙かみしめるかのような顔で、最初の質問を終えた。

「次の質問です──ばばん♪」

　大画面の文面が切り替わる。

「『エロマンガ先生は、「生で見たことがないものは描かきたくない」っていうのは、本当なんですか？』」

「は、はいっ……本当です」

「じゃあ──」

　パッ。大画面に、『世界で一番可愛かわいい妹』三巻に掲載された水着ヒロインたちのピンナップが、ドアップで映し出される。

「この、えっちで素敵な水着イラストもそうなんでしょうかっ？」

「も、もちろんですっ」

「おおっ？　どなたかにモデルになってもらって、ということでしょうかっ？」

　司会の声優さんは、ノリノリで問いただしてくる。

　その問いに、『開かずの間』からこのステージを見ている紗さ霧ぎりは、正直に回答した。

《自分で着た》

　お、おい、紗霧？

《中学校の水着を着た自分を鏡で見て、描いた》

　おい！　エロマンガ先生！

　たいへんかわいらしい光景が想像できて、微笑ほほえましくはあるんだけどさ！

　その台詞せりふを、京香さん（2X歳）に言わせるつもりか!?

　なにがヤバいって、中学校の水着っていったら……

　スク水だぞ！

「…………………………」

「？　エロマンガ先生……？　このイラストは、どなたかにモデルになってもらって、描いたものなのでしょうか？」

「……………………クッ！」

　声優さんに促うながされ、京きよう香かさんは意を決したとばかりに、カッと目を見開いた。

　そして堂々と回答する。おへそ丸出しのオナカを、ぐっと伸ばすようにして、


「自分で着ました」



「はい？」

「ちゅ、中学時代のスクール水着を自分で着て、鏡を見て描かきましたと言っているのです！」

「「マジで!?」」

　勇者かよ。

「ふあああああああああ!?」「せ、先生ェ！」「ド変態じゃないですか!?」

　パシャッ！　パシャパシャ！　「さっそくＬＩＮＥで回さなきゃ！」カチカチカチカチ！

　京香さんが見せた蛮勇に、会場が再び度肝を抜かれている。

　絶対みんな想像しただろ──。二十代女性イラストレーターが、スクール水着に身を包み、鏡を見ながらペンを走らせる衝しよう撃げきの光景を！

「……そ、そうなんですか……ものすごいこだわりですね……！」

　司会の声優さんまで、目玉が飛び出そうなほど驚おどろいている。

　言った京香さん自身は、あごに〝梅干し〟を作り、両目をウルウルさせている。顔はさっきからずっと真っ赤っかのままだ。ヤケクソ気味の声で言った。

「つ──次の質問をどうじょ！」

「わかりました！　お任せください！」

　京香さんの声から何らかの覚悟を受け取ったのか──声優さんは力強く頷うなずいた。

「次の質問は、会場の皆さんからしてもらいます！」

「なんでも来なさい！」

　ぐるぐると据わった目で宣言する京香さんからは、『こうなったら、とことんやってやるぞ！』という勢いを感じた。

「エロマンガ先生に、質問がしたい方！　手を挙げてくださーい！」




「「はーい！」」「「はいはーい！」」




　客席のあちこちから手が挙がる。声優さんは、そのオタクたちの中からひとりを指差す。

「では、そちらのメガネの方っ！　質問をどうぞ！」

「はいっ、ええと……いま、欲しいものとかありますか？」

　女性ファンが投げかけてきた無ぶ難なんな質問に、京香さんは「ほっ」と息をつく。

　紗さ霧ぎりは、京香さんの口を借りて、こう回答した。

「えっと、イラストの資料用に、もう絶版になっちゃって手に入らない本が、すっごく欲しいです」

「なんてタイトルの本ですか？」

「『古今東西おぱんつ大全』！」

　エロマンガ先生！　遠えん慮りよなく正直に答えすぎじゃないですかね……？

　京きよう香かさんが羞しゆう恥ちで発火しそうになっているぞ……！

　質問している声優さんも、若じやつ干かん恥ずかしそうにしている。

「な、なるほどっ！　さすがですね！」

　なにがさすがなのかまったくわからないが、ともあれ声優さんは、コーナーを進行せんと試みる。

「で、では──続いて、そこのあなた！　質問をお願いしまぁす♪」

「はいっ──あの、いまエロマンガ先生が着ていらっしゃる素敵な衣装についてうかがいたいです！　デザインするにあたって、こだわりポイントとか、描かいていて楽しかったところとか、教えてくださいっ！」

　トークを盛り上げる要素を含んだ、なかなかいい質問ではある。

《むう……こだわりポイントかぁ……》

　紗さ霧ぎりは、ちょっと思案するように間を開けてから、京香さんに回答を指示した。

　折を見て、声優さんが京香さんに声をかける。

「エロマンガ先生、回答をお願いします♪」

「こっ、こだわりポイントは、おへそかな！　いつもの制服と一番違うところだし、力を入れて描きました！　描いていて楽しかったのは、スカートとニーソの絶対領域！　見えそうで見えない黄金比が、えっちでむらむらしちゃうでしょ!?」

　この台詞せりふを、露ろ出しゆつの多い特注制服を着て言っているのだ。

　とてつもない恥じらいを感じながらだ。

　傍はたから見れば、完全なるエロ女であった。

　誰よりもそれを、京香さん自身が理解していた。

「あとは背中からおしりのライン！　イラストのアングルからじゃ見えにくいけど、実は一番えっちでかわいいところだから、ぜひ注目してね──どうやってですか!?」

　ノリツッコミみたいになっていた。

　紗霧からの台詞をそのまま口にしているせいである。

《京香ちゃん。ステージ中央で、くるっとして！》

「なんですって!?」

　京香さんが、ヘッドセットから聞こえてくる紗霧の声に、いちいち大きく反応するせいで、みんなが目を丸くしている。声優さんがおずおずと聞いた。

「え、エロマンガ先生？」

「…………………………い、いま……なにをしろと……」

　京きよう香かさんは、紗さ霧ぎりとの会話に熱中していて聞こえていない。

《ステージの真ん中で、みんなに見せてあげて。私がデザインした衣装の、一番えっちなところ》

「…………クッ……そ、それは……どうしても……ですか？」

《うん、本物のエロマンガ先生がそこにいたら……きっとそうするだろうから》

「……………………………………………………………………………………………………」

　京香さんは、しばし黙だまり込み……ギリリと歯を食いしばって、

「いいですとも！」

　勢いよく席を立ち、ステージ中央でくるりと回った。

　描かき下ろし衣装のこだわりポイントを、わかりやすく披ひ露ろうする形だ。

　おおおー、と、観客たちが感かん嘆たんの声を上げる。

　ふとそこで、ノリのいい客席の誰かがこう叫んだ。

「エロマンガ光線フラツシユやってください！」

「……はい？」

　おしりを強調するポーズで、きょとんとする京香さん。

「あ、あたしも！　生エロマンガフラッシュが見たいです！」

　また別のファンが、ステージに向けてリクエストを投げてくる。

　司会の声優さんが、首をかしげて京香さんに問うた。

「…………エロマンガ光線ってなんですか？」

「…………！」

　もちろん京香さんに答えられるわけもない。彼女は依然としておしりを突き出したまま、赤面するばかりである。

　代わりに解説したのは神楽かぐら坂ざかさんだ。

「説明しましょう！　エロマンガフラッシュとは、エロマンガ先生Ｇを倒した、エロマンガ先生の必殺技です！　まばゆいフラッシュとともに、輝くエロかわイラストを描かき上げるのです！」

　そんなんだっけ？

「は、はあ。具体的に……どういう？」

「実演はさすがに無理なので、必殺技の名前を叫んでいただきましょう──かわいいポーズとともにね！」

「えっ……えぇっ!?」

　神楽かぐら坂ざかさんの無茶ぶりに、京香さんがかわいそうなくらい動揺している。彼女がここまで表情を崩くずすのは、よほどのことだ。神楽坂さんが晴れやかな笑顔で、無情にも告げる。

「さあ！　エロマンガ先生！　どうぞ！」

　どうぞじゃねえよ。

　仕事中の声優さんでも、そんな台詞せりふは叫んでくれないだろ！

　エロマンガ先生の影かげ武む者しやを、ガラじゃないのに引き受けてくれた京香さんに、なんてことをやらせようとしてんだこの人！

　さすがの紗さ霧ぎりも、気き遣づかうように言ったものだ。

《……あの……京きよう香かちゃん……むりしなくて、いいからね？》

「…………いいえ」

　京香さんは、うっそりと呟つぶやいた。

「見ていてください……この私の覚悟を」

《きょ、京香ちゃん？》

　へそ出しミニスカセーラー服姿の京香さんは、ステージ中央で、ゆっくりと直立し。

　すぅ、と息を吸い込んで。




「エロマンガフラァ──ッシュ！」
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　色んな意味で、すべてが終わったあと……

　ベルサール秋あき葉は原ばらＢ１Ｆの控え室には、パイプ椅い子すにもたれかかるように座って燃え尽きている京きよう香かさんの姿があった。

　魂たましいが口から半分以上抜けかかっている状態である。

「………………………………正まさ宗むねくん」

「な、なんですか京香さん!?」

「…………どうでしたか？　私……うまく、紗さ霧ぎりさんの代わり……やれましたか？」

「もちろんです！　紗霧も、泣いて感かん謝しやしていましたよ！」

「そう……ですか。ふっ……なら……よか……った」

　まるで今いま際わの際きわであるかのような台詞せりふだった。

　がくっと力なく目を閉じた、俺の唯一の肉親に、

「……ありがとうございました」

　俺は、心からの想おもいを口にする。




　イベントステージが大盛況のうちに終了し。

　俺たちの夢に、また一歩近づいた。

　だけど、それだけじゃなく。

　今日は、もっと大切な記念日になったのかもしれない。




　俺たち兄妹きようだいに、改めて、

　優しい家族ができた日だ。







[image: 第二章]







　秋あき葉は原ばらで行われた『世界で一番可愛かわいい妹ステージイベント』にて、エロマンガ先生の初顔出しが行われた同日の夕方。

　俺は、アキバのファミレスにて、同業者と軽食を摂とっていた。

「ステージ、お疲れさまでした」

「フン、これでおまえの新作を知ってくれるやつらが増えるといいな」

　無ぶ難なんな春服に身を包んだ優やさ男おとこと、ビジュアル系っぽい金髪の男が、俺の対面に座っている。

　獅し童どう国くに光みつ後こう輩はいと、草くさ薙なぎリュウキ先輩だった。

　イベント会場から出たときは、エルフとムラマサ先輩もいたのだが、『男同士の大事な話』があるとのことで、俺だけがふたりに引っ張って来られたという次第。

「ありがとうございます。みんなのおかげで、なんとかなりましたよ」

　俺は礼を述べて、後頭部に手をやる。実際、俺自身はたいしたことはしちゃいない。

　ステージの成功は、エロマンガ先生の影かげ武む者しやを、身を挺ていしてやり切ってくれた京きよう香かさんのおかげである。

「それで……『男同士の大事な話』って、なんなんですか？」

　きっとろくなことじゃないんだろうな……。俺は薄うす々うす察しながらも、腕組みする草薙先輩に問いかける。

「それがな……獅童のことなんだよ」

「シドーくんのこと……ですか？」

　おうむ返しに言って、俺は草薙先輩の隣となりに座る、シドーくんを見た。

　普段は『爽さわやかなイケメン』という印象の彼なのだが、今日は猫背になって、しょんぼりと肩を落としていた。間近で見たら、顔色も悪い。寝不足だろうか？

「実は……僕、最近、スランプなんです」

「はあ、スランプ。というと、小説が書けないとか、そういう」

「まったく書けなくなったわけじゃないんですけど、ものすごく筆の進みが遅いんです。どうにもやる気が出なくて……」

　はぁ、と重々しい溜ため息いきを吐く。

「小説を書いていたはずなのに、ふと気づくと、ネットで『やる気　出す方法』とか、検索してるんですよ。そして一文字も進んでない」

　あるあるあるある！

　在宅ワークの人のみならず、きっと受験生の人たちとかも、心当たりのある現象であろう。

「俺の場合、そういうときはもう、寝てリセットしちゃいますけど」

　数時間仮眠を取って、風ふ呂ろに入って──それでたいてい、本調子とはいかなくても、動ける程度には復活する。勉強でも、仕事でもだ。

　俺のアドバイスを聞いたシドーくんは、しかし首を横に振る。

「寝ても、やる気でないんですよ。創作をするためのエネルギーが、空からっぽのまま補充されないというか……なんのために小説を書いていたのかわからなくなったというか……。そもそも、最近は、あまり眠れていないし……」

「はあ、そりゃあ、重症ですね。そうなっちゃった理由とかに、心当たりはあるんですか？」

　なんか、聞いたところで俺にはどうしようもない気もするが、とにもかくにも聞いてみた。

「色々あるんですが……和泉いずみくんたちと競きそった『ラノベ天下一武ぶ闘とう会かい』、覚えていますか？」

「もちろん」

『ラノベ天下一武闘会』。

　もともと新人作家のためのコンペだったのに、アニメ化作家様が乱入してムチャクチャにしたあげく、新人でも人気作家でもない微妙ポジのラノベ作家が、優勝と文庫化権利をかっさらっていったという（主に新人作家の間で）悪名高き企画のことである。

「あのときに僕が書いた短編小説を、『長編バージョン』に修正して、文庫本として刊行するって話が進んでいたんです」

　そういえば当時、そんな話をエルフから聞いたっけ。

　シドーくんは、お菓子をテーマにしたメルヘンチックな小説を、デビュー当時からずっと書き続けている。どの作品も、読んでいると心がほんのりと温まる、彼らしい小説ばかりだ。

「その仕事を、あれから半年以上、ずっとやっているんですが……ボツ続きで、まったく上手うまくいっていないんです」

　わりとよくある話だなと思ったが、さすがに落ち込んでいる当人にそうは言えない。

　まあ、俺たちって（基本的には）本出ないと収入ゼロだし、きついよね。

　シドーくんが落ち込んでいる理由その一、『仕事がうまくいっていない』。

「色々ってことは、他にも何か？」

「はい」

　彼は、涙目で訴える。

「その……プライベートでも、ホワイトデーの傷心が後を引いていて……」

　俺にはちっとも理解できないが、シドーくんは担当編集の神楽かぐら坂ざかさんのことが好きなのだ。

　忘れているやつもいるだろうから、ここでバレンタインデーについて振り返っておこう。

　あのとき、俺とアルミとシドーくんとで『バレンタイン対策会議』というものを行い、その結果、シドーくんは神楽坂さんからチョコレート（義理だけど）をもらうことができた。

　しかし翌月。

　シドーくんがホワイトデーのお返しのために創つくり上げたすごい飴あめ細ざい工く（気合入れすぎで引くレベル）は、神楽坂さんではなく、そのへんの男性編集者によって食べられてしまったのであった。

　ついでに言うと、彼の気持ちは、想おもい人びとにまったく伝わっていないようでもあった。

　そんなわけで、哀れ討ち死にしたシドーくんは、迷惑な酔っ払いと化して、やさぐれていたんだよ。

　落ち込んでいる理由その二、『恋愛がうまくいっていない』。

「な、なるほど。それで落ち込んでしまっている、と」

「まだあるんです」

　まだあるんかい。

　彼は、さらにこう続ける。

「今日は、気分転換になるかと思って、『春の祭典』を見に来たんですが……僕の作品とはまったく縁えんのない、おめでたい発表や、嬉うれしそうな作家さんたちの顔を見ていたら……なんだか、余計に落ち込んでしまって……僕なんか、いまだに一通のファンレターすらもらったことがないのに……」

　ぐでっと前のめりになって、いまにもあごがテーブルにくっつきそうになっている。

　そんなシドーくんに、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいが笑顔で言った。

「そういうときは、オレのように、うまくいってる同業者への恨みパワーで仕事をするとはかどるぞ！　あ！　今日楽しそうなイベントやってた和泉いずみ先生チーッス！　『世界妹セカイモ』累計十万部突破おめでとうございまっす！　やっぱ落ち目のオレとは違いますなあ！　実はアニメ化ももう決まってるんでしょ？」

「はははは、いやあ、どうでしょうねえ」

　糞くそうぜえ。

　いままで売れたことがなかったものだから、この手の絡みに、どう対処すりゃいいかわからん。いっそエルフのように、全力で自慢しまくれればいいのだろうが、俺にはとてもできそうにない。適当に笑ってごまかすしかない。

　いつか逆の立場になったときは、俺もこうやって後輩にうざく絡もうと誓ちかう。

　ともあれ──

　シドーくんが落ち込んでいる理由その三、『うまくいっている同業者と自分とを比べてしまった』。

　……ということらしい。

「はは、嫉しつ妬とする元気もないですよ。もう……ただひたすらに落ちていくのみです……」

　力なく笑うシドーくん。その隣となりで草薙先輩が、うんうんと頷うなずいている。

「見てのとおりだよ。前々から、ちょくちょく相談に乗ってやっていたんだが、もう見てらんなくてな。和泉も力になってやってくれ」

「力になってやってくれ、と、言われても……」

　なんとかしてあげたいけど、他人のスランプの治ち療りようなど、できるわけがないとも思う。この手の問題は、各人が自分でどうにかするしかない。

　たとえばシドーくんの相談を受けたのが、エルフやムラマサ先せん輩ぱいだったなら、全身全ぜん霊れいをもっておちょくるところだろう。

　そうやって彼女らなりのやり方で奮ふん起きを促うながして、自分の問題を自分でどうにかさせるだろう。

　俺にはできない。逆効果になったらどうしようと考えてしまうからだ。

　躊ちゆう躇ちよする俺に、草くさ薙なぎ先輩が言った。

「そこで和泉いずみ、おまえの出番だ！」

「俺にできることが、何かありますか？」

「獅し童どうを元気づけるために、合コンしようぜ！」

「ご、合コン!?」

　草薙先輩の口から飛び出してきたのは、俺の予想を越える単語であった。

　彼の隣となりでしょぼくれているシドーくんも、ぱちくりと両目をまたたかせた。

「合コンというと……あの……同数の男女が集まって楽しくお喋しやべりをしたり、お付き合いのきっかけになったりするという伝説の……」

「そうだ！　かわいい女の子たちと遊べば、おまえのやる気も出るかもしれないぜ!?」

　ガバッ！　テーブルに突っ伏していたシドーくんが、勢いよく上体を起こす。

「た、確かに！　この前草薙先輩にキャバクラへ連れてってもらったときは、すごくやる気が出ましたよ！」

「言っとくけど、俺、獅童とはもう飲みに行かないからな？」

「な、なんでですか!?　楽しかったじゃないですか！　僕途中から記憶ないけど！」

「うるせえ！　テメーは二度と酒を飲むんじゃない！」

「ええー!?」

　仲がいいなあ。

　忘れている人がいるかもしれないので、一応説明しておくと。以前、草薙先輩（あと俺とエルフも）は、酔っ払ったシドーくんのせいで、ひどい目に遭あったことがあるのだ。

　草薙先輩は、両腕をクロスさせてバッテンを作る。

「今回は、未成年の和泉も参加する合コンにするから、酒はナシだ」

「草薙先輩もシドーくんも、俺をほったらかして勝手に話進めないでください！　合コンなんて参加しませんよ！　俺、好きな人いますし！」

　俺は、ぶんぶん両手を振って断った。

「ていうか、シドーくんだってそうでしょ！　好きな人がいるんだから、合コンなんて──」

「そ、そうなんですけどね……」

　おいおい、同意が弱々しいぞこの後輩。

　草薙先輩が、ニヤリとして言う。

「オレが獅童の内心を解説してやろう。『ぜんぜん脈がなさそうだし、ホワイトデーの傷心が後を引いているし……しばらく年上の女性はいいかな……神楽かぐら坂ざかさんのことを諦あきらめたわけじゃないけど、合コンで新しい出会いがしたいなあ。できれば年下の女の子がいいなぁ』」

「そ、そんなこと思ってませんよ！」

　慌てて否定するシドーくんだったが、その額ひたいには汗がにじんでいる。

「本当かなぁ？」

「……………………」

　草くさ薙なぎ先せん輩ぱいの追及を受けたシドーくんは、無言で視線をそらした。

　なんということでしょう。完全に図星を衝つかれているじゃないか。

　草薙先輩は、そんな後輩の肩に優しく手を置いて、俺に向かってかるーく言う。

「好きな女がいたって、別に合コンくらい行ってもいいだろ？　かたいこと言うなよ和泉いずみ」

「ラノベ主人公が同じ台詞せりふを言ったら、読者に袋ふくろ叩だたきにされますよ！」

　最近は主人公にも貞てい淑しゆくさが求められる時代なのだ。

　草薙先輩は肩をすくめて、

「オレも獅し童どうも、ラノベ主人公じゃねーし」

「人間としても上等な行為じゃないと思いますけど」

「合コン行く行かないでそこまで言われたくねーわ。別にいいじゃん。なあ獅童？」

「え、ええと………………どうしようかな」

　いかん。シドーくんにクズが伝染しつつある。

　草薙先輩は、ドンとテーブルに拳こぶしを叩きつけて言う。

「なあ和泉……現役高校生の和泉マサムネ先生。おまえには、失恋で傷ついている後輩を助けようという気概はないの？　オレはただ、ババアに振られて落ち込んでいる獅童に、若い女の子を紹介してやりたいだけなんだ！」

「神楽坂さんのことババアって言うのやめてくださいよ！」

　さすがにいまのは聞き流せなかったらしい。シドーくんからツッコミが入った。

　俺も、彼の後を追って問いただす。

「ちょっと待ってください！　俺になにをやらせるつもりなんです!?」

「女子高生を紹介しろ」

　草薙先輩は、キメ顔で言った。

　オッサン！

　捕まるぞ！　オッサン！

「そ、そんないかがわしい集まりに、知り合いを紹介できるわけないでしょ！」

「別にいかがわしくないって！　楽しくお喋しやべりするだけだって！」

「絶対ウソだ！」

　俺が断固拒否すると、草薙先輩はシドーくんの後頭部をつかみ、俺の間近に持ってきた。

　シドーくんの目が、俺の目前にある。

「和泉いずみ！　こいつのピュアな瞳ひとみを見ろ！　これがエロいことを考えている目か!?」

「エロいことを考えているかどうかはともかく、だいぶ濁にごってますよ！　死んだ魚の目です！」

「おう、かわいそうだろ？」

「………………好き勝手言われている気がする」

　深いくまの刻まれた目で、ぼそりと呟つぶやくシドーくん。

　俺は彼から目をそらし、改めて草くさ薙なぎ先せん輩ぱいと向き合う。

「だいたい、俺に頼らなくたって、草薙先輩が自分で紹介してあげればいいじゃないですか」

「オレには、獅し童どうの心の傷を癒いやしてくれるようなピュアな女性の知り合いはいねぇんだよ。いまのこいつには、スレてない年下の女の子が必要なんだよ」

　冗談の色もなく、本音を喋しやべっているようだったので、俺は「む」と気け圧おされる。

「合コンに参加すれば、きっと、おまえの恋愛描写の取材になる！　その黄金体験は、普段の生活からでは得られない貴重な資料になるだろうッ！」

「む、むうう……」

　落ち着いて考えてみると、草薙先輩の理屈は、はなはだ怪しいものだった。しかしこのときの俺は、彼の口車に乗せられていたので、信しん憑ぴよう性せいを持った台詞せりふに聞こえてしまった。

「さあ和泉よ──若い女の子たちを誘って合コンをしようじゃないか！　きっと楽しいぞう！　獅童を助けると思って！　オレたちを信用できないってんなら、おまえがしっかり監かん視ししていればいいじゃないか！」

「わ、若い女の子たちと……合コン……」

「そうそう！　若い子！　めっちゃ若い子！」

「純粋ないい子をお願いします、和泉くん！」

　おい！　ちょっと！　シドーくん!?　いつの間にノリノリになってんだ！

「できればラノベの話ができる子な！」

「い、いるかな……そんな天使が……俺の周りに……」

「超売れっ子ラノベ作家な美少女ふたりを、泊まりの旅行に連れてきた和泉くんなら、きっとできますよ！　エロマンガ先生とかいうえっちで綺き麗れいなお姉さんと付き合っている和泉くんなら、たやすいことだと信じています！」

　やだ、今日のシドーくん嫌いや味み！

「いや～、仕事相手に手を出しちゃうとか、和泉くんはすごいなあ！　僕にはとても真似まねできませんよ～」

「あんた人のこと言えないだろ！」

　自分が好きな人の名前を言ってみろ！

「あぁ、あの夏の合宿は楽しかったなあ。和泉くんが、美少女ふたりとイチャイチャしている間、僕はクリスさんとふたりで仕事をしたり、雑談したり……」

「なっ」

　もう春も終わるってのに、去年の夏の話を持ち出してきやがった……！

「和泉いずみ！　おまえ……後こう輩はいにそんな仕打ちをしていたのか！　なんてひどい先輩なんだ……！」

　草くさ薙なぎ先輩も、わざとらしい驚おどろきポーズで乗ってこないで！

「正直、あの旅行での僕の健けな気げな気き遣づかいは、和泉くんへの貸しだと思うんですよね」

「いやいや、シドーくんは、酔っ払ってみんなに迷惑かけたからトントンでしょ」

「えっ、なんのことです？」

「忘れているだと！」

　こいつ！　本気か!?　それともトボけているのか!?

　そこで草薙先輩が真顔で一言。

「マジだぞ」

「クッ……！」

　そういえば酔っ払ったシドーくんが、うちでゲロを吐いたときも、謝あやまりに来たのは本人じゃなくて、草薙先輩だったっけ。

「よくわかりませんが、いまこそ和泉くんから貸しを返してもらおうと思います。ピュアでラノベ好きな女子を紹介してくれるという形でです」

「ぬ、抜け抜けと……」

「くれぐれも若い子を頼むぞ和泉！　めっちゃ若い子だ！　わかったな！」

「誤解しないで欲しいのですが、僕が望むのは、あくまでプラトニックな合コンです！　お付き合いするとかしないとか、そういうのじゃなくて、もっとソフトな感じの……僕の心が癒いやされるような会を……！」

　必死すぎる！　そんなに女子高生とお話ししたいのかよ！

　自分だってちょっと前まで高校生やってたくせに！

「わかりました！　わかりましたよ！　できるだけのことはやってみます！」

　先輩＆後輩コンビに押し切られ──

　結局、俺は、ラノベ作家たちとの合コンをセッティングする羽目になってしまったのであった。




　とんだ厄やつ介かい事ごとを引き受けてしまった……。

『若い子』って言われても、どうすりゃいいんだよ……。

　週明けの教室。俺は机に突っ伏し、途方に暮れていた。

　そこに、声をかけてくるものがあった。

「ムネくん、ムネくん」

　クラスメイトの高砂たかさご智とも恵えだ。つややかな黒髪。ゆたかな胸が制服を押し上げている。

「イベントお疲れ様。ニコ生で見てたよ」

「おー、さんきゅ」

「まさかエロマンガ先生の正体が、あんな美人だったなんて、びっくりだよ」

「あ、ああ……はは」

　あれは影かげ武む者しやなんだけどな──とは、もちろん言えない。

　智恵は、その場で腰を曲げ、俺に耳打ちする。

「……ねぇねぇ、もしかしてエロマンガ先生が、ムネくんの好きな人かい？」

「！　ええと……なんというか」

「お、図星かな？」

「いや……」

　俺が好きなのは、確かにエロマンガ先生だ。

　けどエロマンガ先生の影武者である京きよう香かさんではない。

　智恵の問いは、俺にとって答えにくいものだった。

「まあいいだろ、俺のことは」

　俺は強引にこの話を打ち切った。

「それより…………」

「それより？」

「……………………………………」

「ど、どうしたのさ？　ボクの顔を、ジッと見つめたりして」

　ドギマギと慌てる智恵。

「ええと、実は俺、ちょっとしたわけがあって……〝条件〟に当てはまる人を探しているんだ」

「ふむ、条件？」

　言って御ご覧らんという顔で促うながされたので、俺はこう続ける。

「めっちゃ若くて、かわいくて、スレてなくて、純粋で、ラノベの話ができる女の子」

「おっ、ボクのことかな？」

　笑顔で自じ画が自じ賛さんする智恵。言うと思った。

「まあ……そう……だな。智恵なら、ばっちり当てはまると思う」

　けど……なんかなあ。

「……じょ、冗談に真顔で返すのはずるいぞっ」

　自分から自画自賛したくせに、肯定してやったら照れている。

「でっ……な、なんの話さ」

「合コン」

「はい？」

「合コンの面子メンツ集めだよ──同業者に頼まれたんだ。いまの条件で女の子を探してくれって」

「………………………………………………………………………………ふぅーん」

　背筋に氷を入れられたようだ。

　ホラ！　そうやって軽けい蔑べつの目で見られるから、『なんかなあ』って思ったんだ！

「好きな人いるって言ったくせにぃー…………不ふ潔けつぅ」

「クッ……！」

　草くさ薙なぎ先せん輩ぱい！　シドーくん！　あのさあ！

　本当にピュアな子は、合コンになど来てくれないんだが？

「こ、断り切れなかったんだよ！　後輩がスランプで落ち込んでて──」

　俺は智とも恵えに、必死こいて弁明した。

　決していかがわしい集まりではないこと、あくまでプラトニックな合コンであることをだ。

　事情を聞いた智恵は、依然として不ふ機き嫌げんなまま、

「……ていうか、プラトニックな合コンてなにさ。まったく意味がわからないぞ」

「後輩曰いわく、草食系男子による、あくまで『楽しくお話をする会』──とのことだ」

「……ふぅーん。とりあえず、その台詞せりふを言った人がヘタレなのはわかったよ」

　はい。

　智恵は少し思案して、それから俺を眇すがめ見る。

「キミの好きな人は知ってるの？」

「へっ？」

「だーかーらー、キミが合コンに行くことを、キミの『好きな人』はちゃんと知ってるの？」

「し、知らない」

「ほほぉ～う」

　智恵は、腕を組んで、俺の目を覗のぞき込む。

「ムネくんはー、好きな人がいるのにー、ナイショで合コンに行くんだぁ」

「……………………う、うう」

「そのことについて、どう思う？」

「うああああ！　罪悪感でいっぱいだよ！　まともに顔が見られない！」

　シドーくんは、よく平気でいられるよな。やっぱ大人ってクズだわ。

　俺はダメだ。好きな人の前で、思いっきり挙きよ動どう不ふ審しんになって──




『どうしたの……兄さん？　……おなか、いたいの？』




　きょとんと首をかしげる紗さ霧ぎりの顔を、見ていられなかった。

　胃が爆ばく発はつしそうだったよ。

　頭を抱え懊おう悩のうする俺。それを厳きびしい顔で見下ろしていた智とも恵えは、ふぅ、と息を吐く。

「そんなに悩むなら、断っちゃえばいいのにさ！　やれやれ！　しょーがないなぁ～、キミは！」

　ぷりぷり頰ほおを膨ふくらませ、彼女は俺の肩に手を置いた。

「わかったよ──ボクがなんとかしてあげよう！」

　俺はぱちくりとまばたきして、

「な、なんとかって……おまえが合コンに参加してくれるってこと？」

「はあ？　ヤダよ。なんで清純な乙女おとめで鳴らしているこのボクが、そんな集まりに出なくちゃなんないのさ」

「え、でも、じゃあ……」

「そうじゃなくて。キミが『好きな人に黙だまって合コンに参加する罪悪感』と、『面子メンツ集めの面倒』を、ボクが一挙に解決してやろうじゃないかって話」

「そんなことができるのか!?」

「まず、『罪悪感の解消』についてだけど」

「お、おう」

「これはキミ次第じゃないかな？　ボクにできるのは、あくまでその手伝いだけさ。なんといっても、『キミの好きな人』がどんな人で、キミと具体的にどんな関係なのか──ボクは知らないんだからね」

　そりゃそうだな。

「ただ、ボクがキミの彼女だったらさ」

「うんうん、智恵が、俺の彼女だったら？」

　気合を入れて聞いているせいか、いつもよりノリよく相あい槌づちを打つ。

　すると智恵は、何故なぜか顔を赤くして、

「た、たとえばの話だからねっ！」

「わかってるって」

「……わかってるならいいのさ。こほん……それで……あくまでたとえばの話だけど……ボクがキミの彼女だったら──今回みたいな場合には、正直に言って欲しいな」

「正直に……」

「そう、さっきキミがボクに弁解したみたいに。先せん輩ぱいに押し切られて合コンを企画することになったこと、落ち込んだ後輩を元気づけてあげたいこと……ちゃんと説明して欲しいよ。そうしたら、後輩のためにがんばってる優しい彼氏のこと、応援してあげたいって思うもん」

「でも言ったら怒るよね？」

「すごく怒ります」

　ほらー。

「智とも恵えさん、そういうときはどうすればいいですか？」

　俺は、自称清純な乙女おとめで鳴らしている智恵女史に、誠実に教えを請こうた。

　彼女は、ズバリと俺の鼻先に指を突き付ける。




「モノで釣りましょう！」




「おまえのどこが清純なの？」

「心も身体からだも清純だよ!?　いいかな！　バカな男子代表のムネくんに教えてあげるけども！　怒った女子への対応は、プレゼント連打が鉄板なんだぜ？」

「れ、連打っすか……」

「ちゃんと金目のモノだゾ？」

「おまえのどこが清純なの！　俺の好きな人を、強欲本屋と一緒にしないでくれる!?」

　俺は先と同じツッコミを繰くり返した。すると彼女は、韜とう晦かいするように両腕を広げ、

「だってボク、その人のこと知らないもーん。別に金目のモノじゃなくてもいいけどー。いいかいムネくん──気持ちってのは、心に秘めているだけじゃ、決して伝わらないんだっ！」

　妙に気合の入った一言だった。

　智恵の言いたいことは、なんとなくわかる。

　相手への想おもいは、きちんと形や行動にしなければ、ないのと同じ。

　だからこそ、プレゼントという形で誠意を伝えてみよう。

　そんな提案。

「わかった。正直に事情を説明してみる。そんで、相手が喜ぶプレゼントを考えて、渡してみるよ」

「うん、そうしなさい」

「サンキュー、でかい悩みがひとつ解決しそうだ」

　ほっと胸をなで下ろす俺に、智恵が言った。

「それはなによりっ。あ、そうそう──相手にプレゼントを渡すときには、こう言いなよ？」

　彼女は、キラーンと白い歯を見せつけるようにして、キザなポーズを決める。

「『キミのことが一番好きだぜ』」

「言えるかっ！」

「えー、なんでさー」

「恥ずかしすぎるし、間違いなく『ふざけてるの？』って怒られちゃうよ！」

「ふーん、つまりそのくらいの関係なんだー。へー、なるほどねー」

　智恵は、半目になって、なにやら納得している。

「と、とにかく──おまえの提案してくれたプレゼント作戦でやってみるぜ！」

　妹の欲しがりそうなプレゼントについては、幸い心当たりがあるしな！

「あとは、さっき言ってた『面子メンツ集め』の件だけどさ！」

　俺は強引に話の流れを修正する。

　すると智とも恵えは、特に抵抗することもなく「はいはい、合コンの面子ね」と相あい槌づちを打つ。

「ん～、まぁ、話を聞いた限りじゃ、危険はまったくないみたいだし？　ボクはムネくんを信用してるし？　いちラノベファンとして、落ち込んだ作家さんを元気づけてあげたいしね」

　智恵は「ちょっと耳を貸してくれる？」と俺の耳に唇を寄せてきた。

「あ、ああ……なに？」

「その、へたれでスランプ気味なラノベ作家さんは、『ラノベの話ができる』『純粋な』『若い子』がお望みなんだよね？」

「そう言ってたな」

「ふうん。なら、いい子たちがいるよいるよぉ～」

　智恵は、にぃ～、と、歌か舞ぶ伎き町ちようの客引きめいた悪い笑顔を浮かべるのであった。







　翌週の日曜日。

　和泉いずみ家けのリビングにて、ラノベ男子たちによる合コンが催もよおされた。

　なんで会場がよりにもよって俺んちなのかって疑問を抱いているだろうが、あとで説明するので待って欲しい──というか、俺が聞きたいくらいである。

　なにこの『好きな人の真下で合コンに参加する』という悪夢めいた状況!?

　内心泣きそうだが、すでに賽さいは投げられた。なんとか乗り切るしかあるまい。

　数名の男女が、ローテーブルを挟んでソファに座り、向き合っている。

　男子の参加者は、俺・和泉マサムネ、獅し童どう国くに光みつ、草くさ薙なぎリュウキの三名。

　一方、女子の参加者は──




「神じん野のめぐみ、十三歳でぇーっす☆」

「………夏なつ目め綾あや。……じゅ、十一歳です」

「白しら鳥とり揚あげ羽は！　はっさい！」
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「……………………………………………………………………」[image: ←]草薙先せん輩ぱい。

「……………………………………………………………………」[image: ←]シドーくん。




　きゃらきゃらと輝くオーラを振りまくうら若き女子たち。それに対しラノベ男子たちは、姿勢をぴんと正したまま口をつぐんでいる。真っ青な顔色で、完全にフリーズしていた。

　やがて草くさ薙なぎ先せん輩ぱいが、半ギレなのがまるわかりの猫なで声で、俺の肩に腕を回してくる。

「和泉いずみクゥ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ン？　ちょぉ～っとボクと一緒にトイレ行こうかァ？」

「うちのトイレは一人用ですよ、先輩」

「いいから来い、獅し童どうおまえもだ」

「痛い、痛い」「えっ……ぼ、僕もですか？」

　草薙先輩によって、無理やり廊下まで引き摺ずられていく俺＆シドーくん。

　そんな俺たちを、めぐみは楽しそうに指さし、

「あ[image: ～][image: ～]っ、さては合コン恒例の作戦会議ですねっ！　ふふぅん、いいですよぉっ、行ってきてください♪　誰狙ねらいか被かぶらないよーにするためには、必要ですもんねーっ！　──みんな、いまのうちに、あたしたちも作戦会議しよっ♡」

　とんでもない誤解を招いていた。

　完っ全に……同性面子メンツ全員でトイレに行って、

『左から、70点、40点、10点ってとこぉ？』

『あんた誰狙い～？』

『あたし真ん中ぁ』

『えー、趣味ワルクナーイ？』

　みたいなやり取りをすると思われている。

　ていうか、いままさに、めぐみたちはそれをやってる。

「く、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいのせいで、女子たちの間で、俺たちの印象がやばいことに！」

「うるせえ」

　彼は、リビングの扉をばたんと閉じてから、俺に壁かべドンを決めて言った。

「おい、和泉いずみ……なにアレ？」

「はあ……アレとは？　なんのことです？」

「トボけんな、なんだあのすさまじい面子メンツは！」

「い、和泉くんは、僕たちに、素敵な女の子を紹介してくれる手はずでは……？」

　両者から詰め寄られる俺。ちら、と、リビングの方を見て、

「リクエストどおり、めっちゃ若い子たちを揃そろえました」

「若すぎですよ！」

「誰が合コンに小中学生を呼べと言った……!?」

「ちょ、ふたりとも、首絞めないでください！　苦しいって！」

「わかってトボけてんだろてめぇ！」

「僕たちが高校生である和泉くんに期待したのは、ラノベ好き女子高生との甘い出会いなんですよ！　なのに……」

「は、八歳とか言ってたぞあのガキ！」

「いつか女子高生になるじゃないですか。将来に期待しましょう」

「いま！　大事なのはいーまぁ！」

「どうすんだよオイ！　今日、オレたちは、この悪夢のような会合をどうやって乗り切ればいいんだ……！」

「普通に楽しくお喋しやべりすればいいじゃないですか」

　俺は、あくまで『ふたりがなんで怒っているのか理解できない』という態度を崩くずさない。

「このバカ！　ドアホ！　言っとくけど、おまえも他人ひと事ごとじゃないんだからな？」

　のらりくらりと追及を回かい避ひし続ける俺に対し、草薙先輩の怒りはさらに激はげしさを増していく。

「どういうことです？」

「イマドキのガキは、みんなスマホとか持ってんだろ？　そのわりにはネットリテラシーぜんぜんねぇだろ？　ちょっとしたくだらねーことでも、内緒にしといてねって念押ししたことでも、嬉き々きとしてＳＮＳに投とう稿こうして、トモダチに見せびらかす生き物なんだよあいつらは！　ＬＩＮＥやらツイッターやらフェイスブックやらインスタグラムやらな──」

「はあ、それで？」

「わからねぇのか!?　今日、なんかの拍子にツーショット写真でも撮とられてみろ！　『ラノベ作家さんたちと合コン～♡』みたいな感じで拡散されるってことだぞ！　証拠写真完備でだ！　2X歳のいい大人であるオレが、オレたちが、小学生女子と合コンしたことが世間様の目にさらされるってことだぞ！」

　草くさ薙なぎ先せん輩ぱいの目は血走っていた。

「い、いや……それはさすがに大げさでしょ」

「バカめ、ひとつ先輩として忠告しておいてやるが。『ネット上に公開したあらゆる情報は、すべて悪意ある第三者の手によって保存されていて、人生最悪のタイミングで拡散炎上する』。──そのくらいに思っておけよ。鍵かぎ付つきとか友達のみとか、そんな紙セキュリティにはなんの意味もねえんだ。この前オレのＬＩＮＥに、会ったこともねえ小説家の全裸画像が送られてきたのがいい証拠。オレはこのオッサンの小汚いケツをどうすりゃいいんだ？　アニメ化のタイミングでＰ２Ｐに流せばいいのか？」

「言いたいことは十分わかったんで！　具体的すぎる例はやめましょう！」

　ネットって怖い！　マジで怖い！

　でも、その理屈だと、女子高生との合コンだって危険だと思うんだけどなあ……。

「えーと、それで……どうするつもりなんです？　草薙先輩」

「いま必死で考えているところだ……少し待て」

　ここで『帰る』って言い出さないところが、彼の性格をよく表しているよな。




　俺たちは、廊下からリビングへと戻る。改めて『めっちゃ若い』女性陣の対面に座った。ここで俺たちの合コン相手となる彼女たちについて、軽く説明しておこう。

「もぉ～、遅いですよう、おにーさんたち～♪」

　媚こび媚びの甘い声で、わざとらしく頰ほおを膨ふくらませるのは、ご存じ神じん野のめぐみである。

　現在十三歳。紗さ霧ぎりのクラスの委員長で、妹の数少ない友達。

　めぐみは春物のブラウスに、丈の短いフレアショートパンツを穿はいている。健康的な脚線美を見せつけるように伸ばしていた。

　お察しのとおり、この女子たちは全員、めぐみの友達である。智とも恵えから合コンについての相談を持ちかけられためぐみが、集めた面子メンツであった。

　もちろん俺も、あらかじめプロフィールを聞いてある。

「……皆さんのことは、めぐみんから、ライトノベル作家だとうかがっておりますっ」

　このいかにも真ま面じ目めそうなメガネっ娘こは、夏なつ目め綾あや。十一歳。

　広いおでこにカチューシャ。地味めのワンピースがよく似合っている。

　めぐみ曰いわく──『綾ちゃんは、将来ラノベ作家さんになりたいそうなんです！』とのことだ。

　女子参加者その二『ラノベ作家志望者』──なるほど。この緊きん張ちようっぷりは、そういうことか。

「よろしくねっ、おにぃちゃんたち！」

　元気よく身を乗り出して、快活な声を張り上げたのは、白しら鳥とり揚あげ羽は。八歳。

　亜麻色のふわりとした髪。年相応の背伸びしていない服装。愛らしく整った容よう貌ぼうは、将来むちゃくちゃ美人に成長するであろうと確信できるだけのものだ。

　めぐみ曰いわく──『揚あげ羽はちゃんは、あたしの友達の中で、一番モテる娘こなんですよ！』

　己おのれの容姿に絶対の自信を持っているあのめぐみが、『自分よりモテる』だなんて……。

　確かに、かわいい娘ではあるけれど……。まあ、たぶん、あくまで同じ年頃の男にモテるって意味だろうな。少なくとも俺は、いまのところ、なにも感じないし。

　女子参加者その三である彼女は、この合コンの切り札だ。

　──まぁ、これも、あとで説明しよう。

　めぐみが男性陣を見回して言う。

「はいっ、それじゃー今度は、おにーさんたちが自己紹介する番ですよっ♡」

　合コンとしては、当然の流れである。……が。

「……………………」

　俺たち男性陣三名は、素早くアイコンタクトを交かわす。

（……ううっ、僕、絶対に名乗りたくない……）

（ロリコン冤えん罪ざいはイヤだ……ロリコン冤罪はイヤだ……ロリコン作家扱いはイヤだ……!?）

（……………………俺、すでにペンネームバレバレなんですけど……）

　この場で本名ないしペンネームを名乗るリスクについて、全員が理解していた。

『合コンのことはナイショにしててね』という約束の無意味さについてもだ。

「……じゃあ、オレから、自己紹介をしよう」

　観かん念ねんしたように、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいが小さく右手を挙げる。

　い、いったいどうするつもりなんだろう……。ラノベ作家だということが相手側にバレてしまっている以上、取れる選択肢は少ない。ほぼ詰んでいると思うのだが……。

「ぜ、ぜひ、ペンネームを教えて欲しいですっ」

　サイン会に来るファンのようなノリで、メガネっ娘の綾あやちゃんが言った。

　そら来た！

　彼女がこう聞いてくるのも仕方ないっちゃない。

　このノクティス王子みたいな服着てるオラついた兄ちゃんが、いったいどんなラノベを書いているのか──気になるよな、ラノベ作家志望者としては。

　これから合コンをしようって相手なんだし。

「……ぐ……」

　追い詰められる草薙先輩＆俺たち。さらにめぐみが追つい撃げきを重ねる。

「それじゃあ～、まずお名前と、代表作を言ってもらう感じでお願いしマース」

　委員長スキル全開で仕切りやがって！

　くそっ、草薙先輩！　どうするんだよ！　この詰んだ状況を、どうやって切り抜けるんだ！

　俺は、横にいる黒衣の小説家に、縋すがるような目を向ける。

　彼は、きわめて堂々とした態度で、こう言った。

「上か遠ど野の浩こう平へいです。『ブギーポップ』とか書いてます」

「ちょ……!?」

　俺は、目玉が飛び出そうになりながら、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいの顔を凝ぎよう視しする。

「……な、なに言ってんすか」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。すると、とんでもない偽ぎ名めいを名乗りやがった草薙先輩は、俺に耳打ちして、

「オレ、いまだけ上遠野先生になるわ」

「いやいやいやいや！」

　それが窮きゆう地ちでひねり出した起死回生のアイデアかよ！

　よりにもよってその偽名はないだろ！

　色々ツッコミどころ満まん載さいだしなにより危険すぎる！

　草薙先輩の爆ばく弾だん発言によって、綾ちゃんが、「うえぇえぇえぇ──っ！」と大声でびっくりしている。草薙先輩は、その声に紛まぎれて俺に指示を出す。

「合わせろ和泉いずみ、これは仕方のない処置なんだよ。オレは、女子小中学生のコミュニティ内で、小学生と合コンした小説家として拡散されるわけにはいかねぇんだ。大丈夫、うまくいくさ」

「その作戦がうまくいったら、女子小中学生のコミュニティ内で、上遠野浩平先生が小学生と合コンしたという話が拡散されちゃいますけど、本当に大丈夫？」

「上遠野先生がこのくらいのオチャメで怒るわけないだろ？　なんたってブギーポップだぞ！」

　ブギーポップ関係ねえだろ！

「だ、だいたいそんな噓うそ、すぐバレますよ──本物とじゃなにもかも違うんだから」

「この場さえ、この場さえ乗り切れればいいんだ……！　もう二度と会わないんだから！　つーかあいつらだって本物と会ったことなんてねえよたぶん。ちょっと喋しやべったくらいじゃバレやしねえって。カッコいい台詞せりふで若者を煙けむに巻いて、最後に『まあいいじゃん』って言えばいいんだろ？」

「言い方！」

　マズいですよ！

「けほっ、けほっ……」

　草薙先輩が名乗った偽名の件で絶叫していた綾あやちゃんが、肩を上下させて咳せき込んでいる。

「あのっ……本物ですか!?　ぜひサインをお願いしたいんですけどっ！」

「噓だよ噓噓、この人の本当のペンネームは、草薙リュウキだ。代表作は、『ブギーポップ』じゃなくて『ぴゅあらぶ。』」

「あ！　和泉てめぇ！」

　草薙先輩が勢いよく立ち上がるが、俺は取り合わない。

「そんで俺が、和泉マサムネで」

「僕が、獅し童どう国くに光みつです」

　シドーくんが、観かん念ねんしたように言った。俺は、めぐみに向かって片手を立てる。

「ゴメンめぐみ、この合コンのことは、マジで秘密にしておいてくれるか？」

「いいですよ～、あたしが責任を持って約束しますね」

　軽く請うけ合うめぐみ。彼女は先ほどの噓うそ自己紹介にも動じることなく（もしかしたら驚おどろくポイントがわからなかっただけかもしれないが）、軽い雰囲気をまとったままだ。

　ちなみに揚あげ羽はちゃんは、事態がよく吞のみ込めていないらしく、「？」と首をかしげている。

　俺は、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいと獅童くんに向けて言う。

「確かにめぐみは、ネットリテラシーないですけど、約束は守るやつです。普通に名乗って大丈夫ですよ」

「……本当だろうな」

　た、たぶん。

　めぐみには、紗さ霧ぎりの正体がエロマンガ先生であることに気づいていながら、ずっと黙だまっていてくれたという実績がある。……きっと大丈夫だろう。大丈夫だよな？　草薙先輩の演説を聴いてからだと不安になるが、あんな噓を吐つきとおすよりはマシだろう。

　ちら、とめぐみの方を見ると、彼女は両手で己おのれの頰ほおに触れて、わざとらしく照れる。

「いやぁ～ん♡　まさかおにーさんが、あたしのことをそんなに信用してくれてたなんてっ♪　嬉うれしい[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　あたし、ときめいちゃいましたよう！」

「はいはい」

　……ステージイベントのとき、ネットリテラシーがないという理由で、めぐみに影かげ武む者しや役を頼まなかったことは黙っていよう。

「じゃ、そろそろカンパイしましょうカンパイ！　おにーさんのグラスには、あたしがラブを注いであげますからね[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「お、おい、わざわざ隣となりに来るなっ」

　めぐみの仕切りによって、本格的に合コンが始まろうというそのとき。

　どんどん、と、天井が鳴った。

　──こっち来いや、という意味の床ドンだ。

「……………………俺、ちょっと上行ってくるんで、先やっててください」

　手を挙げて応こたえる男性陣を見届けて、俺は席を立った。リビングから出て、加速する。

　音を立てて階段を上っていく。

「やばい……紗霧のやつ、なんか怒ってる……」

　俺ほどの熟じゆく練れん者しやともなると、その程度の判別くらいはつく。

　やがて、二階の『開かずの間』へとたどり着く。

　目の錯さつ覚かくか、その扉から、黒ずんだオーラが湯気のように立ち上っている。

「……ううう」




　さて。怯おびえる俺が、怒れる妹との対面を果たす前に。

　遅ればせながら、合コン会場が俺んちになった理由を説明しよう。

　ときは『智とも恵えに合コンの相談をした翌々日』まで遡さかのぼる……。

　夕方、学校から帰宅した俺は、『開かずの間』にて紗さ霧ぎりとこんな会話をした。

「……兄さん、どうしたの？　改まって『話がある』なんて……」

「……そ、その前に、これを受け取ってくれ」

「なに？　あ──こッ、これはぁあぁ！」

　紗霧は、大だい興こう奮ふんで俺が手渡した分厚い本プレゼントを高く掲げる。

「これはぁ、ふぉぉ……この御本はぁっ……」




「絶版になっていた名著『古今東西おぱんつ大全』っ！」




　さながら、マスターソードを引き抜いたリンクのようであった。

　例のファンファーレが聞こえてきそうだ。

「どうしたの兄さんコレっ、どうしたのっ!?」

「智恵に頼んで、在庫がある本屋を探してもらったんだよ。個人経営の古本屋に一冊だけあってさ、昨日さっそく行って、買ってきた。おまえ、欲しがってたろ、この本」

「うんっ、うんっ」

　紗霧は、何度も何度も頷うなずき、ギュウウと分厚い本をきつく抱きしめる。

　なんとも微笑ほほえましい光景だったよ。

　書名が『古今東西おぱんつ大全』でさえなかったらな！

　紗霧は、愛いとしい赤子を抱くように、ほんのりと微笑む。

「………………ありがとう、兄さん」

「どういたしまして、紗霧」

　ああ……このやり取りだけで、エロ本みたいなタイトルの本に、プレミア価格を支払った甲か斐いがあった。俺の胸が、温かな気持ちで満たされる。そこで紗霧が、不意討ちのような一言。

「で、なにをしでかしたの？」

「えっ？」

「なにをしでかしたの……兄さん？」

　微笑んだまま追及してくる紗霧。

　あっ……察してらっしゃる。

　紗霧は、笑顔から一転、むっと下唇を持ち上げて、

「ゆって。はやく。私のご機き嫌げんを取らなきゃいけないようなこと……しでかしちゃったんでしょ？」

「俺って妹から、そんなことするやつだと思われてたの!?」

「……私のかんちがいならあやまる」

「勘かん違ちがいじゃありません！」

「ほらぁ！　ほらぁ！」

　それ見たことかとばかりに、紗さ霧ぎりは、兄に下手へたくそな蹴けりを入れてくる。

　紗霧は、ぺちぺちと痛くもないキックを連打しながらさらに追及する。

「ほらぁ、はくじょうして！」ぺちっ「兄さんは！」ぺちっ「なにをっ！」ぺちっ「しでかしっ」ぺちっ「はぁ……はぁ……」

　疲れてんじゃねーか。かわいいなちくしょう。

「わかってる！　ちゃんと話すって！　でも……ええとね？　話している途中できっとおまえは怒るだろうけど、それは勘違いだから、ぜひとも最後まで聞いて欲しい」

「ごたくはいい。で、なに？」

「俺、今度さ…………アレをやることになったんだよ」

「アレって？」

「ご、合コン」

「ご……な、なに？」

「合コン」

「……………………………………………………………………………………………………」

「……………………………………………………………………………………………………」

　兄妹きようだいの間に、重苦しい沈ちん黙もくが横たわった。

「さ、紗霧？」

「お兄様……あのね、私……いまのお話のどこが勘違いだったのか、ちっともわからないわ。ちゃんと説明してくださる？」

「勘違いだってば！」

　優しい笑顔とお嬢じよう様さま口調が逆に怖いよ！

「ご、合コンは合コンでも、プラトニックな合コンだから！」

「意味わかんない言い訳しないでっ！　む[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]兄さんのばか！」

　くっそぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、シドーくんがこんなコンセプトを要求したせいだぞ！

　おのれ！　草食系へたれ男子め！

　俺は、泣きそうになりながらも訴える。

「俺が合コンしたかったわけじゃないんだ！　神楽かぐら坂ざかさんに振られたシドーくんが、他にも色々落ち込むことがあって、スランプになっちゃって、どーしても女子高生とプラトニックな出会いをしたいって泣くから……！　草くさ薙なぎ先せん輩ぱいにもやたら必死に頼まれて、仕方なく……仕方なく！　面子メンツ集めを引き受けただけなんだよ！　信じてくれ！」

　俺はすべての事情を、隠さず紗さ霧ぎりに語って聞かせた。

　すると紗霧は、ブスッと唇を尖とがらせて、

「……じょしこうせいと……合こん、するの？」

「いやっ、そうじゃない！　智とも恵えたちと相談してさ。普通の合コンじゃなくて──『獅し童どう国くに光みつを元気づけるための合コンごっこ』にしようってことになったんだ」

「ごっこ？」

「そうそう。企画の詰めと面子集めは、智恵から引き継ついで、いまはめぐみがやってくれてる」

　ちなみにこのとき、すでに智恵から『合コンの面子』について報告を受けており、めぐみとの打ち合わせも済ませてあった。

「むっ、めぐみちゃんと合こんするのっ？」

「いや、『ごっこ』だからね!?」

「むぅぅ…………『ごっこ』だと、普通の合こんと、なにが違うの？」

「女の子たちの歳としが違う」

「へぇ……なんさい？」

「女子の参加者三人のうち、上から、十三歳、十一歳……と……」

「と？　あとひとりは？」

「……………………」

「ゆって、早く」

　京きよう香かさんばりのおっかない追及を受けた俺は、背筋を伸ばして回答するしかない。

「は、はっさい」

「……………………………………ふぇ？　も、も、も……もう一度……ゆって？」

「八歳です」

「…………さいてぇ」

　八歳の女子と合コンをするかどで、妹から軽けい蔑べつの視線を受ける兄がそこにいた。

　俺だ。

「違うんだって！　これはすべて邪悪なる本屋の陰いん謀ぼうでね！」

　紗霧は、ぐすっと涙目で言う。

「……や、やっぱり兄さんって、ろりこんだったんだっ」

「やっぱりってなに!?　どっからそんな人聞きの悪い話が出てきた!?」

「しらないっ！　和泉いずみ先生の次の作品タイトルは、『小学校で出会いを求めるのは間違っているだろうか』にすればっ！」

「んなもんラノベレーベルから出せるか！　聞かなきゃわからない時点で、十中八九教師であろう主人公の人生取り返しつかないよ！　──じゃなくて！　俺はロリコンじゃない！　もう一度聞くけど、どこからそんな疑いが出てきたの!?」

「……だ、だってっ…………兄さんは……わ、私のことが……好き……なんでしょ？」

「ぐっ……」

　その切り札を出されると、俺はいかなるときであってものけぞることしかできない。

　どうしてそれを、いま持ち出してきたのかは不明だが……。

　紗さ霧ぎりは、かぁぁ……と顔を真っ赤にして、ぼそぼそと言う。

「……わ、私も……背、ひくいし……おっぱいとか……ないし……だから…………そ、そういうちっちゃい子が、好きなのかな……って」

「それは違うぞ、紗霧」

　俺は、きっぱりと否定した。

「俺は、背の低い子が好きなわけじゃない。胸が小さい子が好きなわけでもない」

「ふぇ？」

　俺は、紗霧と目線を合わせて──

「おまえが好きなんだ」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　ふ、ふ、ふぅんっ……そ、そなんだっ……」

　紗霧は怒ってるような、混乱してるような、よくわからない声で、落ち着きなくそわそわと身体からだを揺らす。うつむいてしまったので、表情は見えない。

「そう、だから俺はロリコンじゃない。どっちかというと胸が大きい子の方が好きだ」

「あっそうっ！」

　紗霧は、ぷいっとそっぽを向いてしまう。

　誤解はきっちり解けたはずなのに、なに怒ってんだコイツ。

　妹は、それから、ちら、と横目で俺を見て、

「……兄さんが、ろりこんじゃないのは……わかった。今度の合こんも、『ごっこ』で……どうしてもやらなくちゃいけない理由があるっていうのも……わかった」

　紗霧は、唇を尖とがらせ、憮ぶ然ぜんと言った。

「ゆるしてあげても、いい」

「ホントか!?」

「スランプは……たいへん」

　実感のこもった声を出す紗霧。

「私も……ロリしか描かけなくなって、苦しんだことがある」

「あ、ああ……」

　それは果たして一緒にしていい事例なの？

「ただし……条件がある」

　そして、紗さ霧ぎりが厳おごそかに口にした条件ってのが──

「この家でやって」

「えぇぇえっ!?」

「……わ、私のすぐそばでやるなら……ゆるす。ほんとうに小学生といちゃいちゃするのが目的じゃないなら、できるはず」

「いや！　そりゃ！　できるけどさ！　……いいのか？　うるさいかもしれないぞ？」

「いい。よくないけど、いい。私の知らないところでやられるより……まし」

「……わかったよ。なんか、ごめんな？」

　俺が頭を下げると、妹は、つーんとそっぽを向く。それから目線だけをこちらに寄よ越こして、

「ちゃんと言ってくれたから………………今回だけ」




　────というわけで、説明終了。

　場面は再び、合コン当日『開かずの間』の扉前へと戻る。俺が、怒りの床ドンで、呼び出されたところな。

「……さ、紗霧……来たぞ～」

　俺は、漆しつ黒こくのオーラが揺らめく扉を、おずおずとノックする。

　すると、きぃ、と扉が開き、目を細めた紗霧が現れた。

「兄さん」

「な、なんだ？」

「どうなの？」

「なにが？」

「…………合コン」

　紗霧は、不ふ機き嫌げんそうに唇を尖とがらせ、ぽつりと言った。

「あ、ああ……いま、なんとかかんとか、自己紹介したところ……」

　俺は、はぁ、と息を吐き出す。

「？　なんではじまったばっかりなのに、もう疲れてるの……？」

「面子メンツで察してくれ……って、そっか、紗霧は草くさ薙なぎ先せん輩ぱいやシドーくんのことは、よく知らないんだっけ」

「……兄さんから、ぐちを聞いたことはある。困ったよっぱらいどもだ、って」

「そうそう、その人たちな」

　我が家まで来たことはあるが、紗霧の教育に悪いので、会わせないようにしていたのだ。

「女の子たちは？」

「へっ？」

「……めぐみちゃんが連れてきた女の子たち……かわいい？」

「あ、あぁ……まぁ、かわいいんじゃ、ない、かな？　正直、年下すぎてよくわからないよ」

　高二男子としては、さすがに四つ下以下はない。

　ラノベとかアニメのキャラなら、また別だし、異論のある中高生男子諸君もいるだろうが、あくまで俺は、三つ下までが守備範はん囲いだと主張させてもらう！

「ふーん……本当に？」

「本当だって」

「……に、兄さんが一ひと目め惚ぼれした子は……小学生だった、よ？」

「当時の俺は、いまより若かったし！　守備範囲ってのは、加齢とともに上がっていくの！」

　てか、毎回思うんだけど、その話を持ち出してくるのは反則だろ！

　言ってる自分が恥ずかしがるのとか卑ひ怯きようすぎる！

「むぅ……やっぱり信用できない」

「えぇ!?」

「……このあとめぐみちゃんにノせられて、王様ゲームで小学生の服を脱がしまくる兄さんの姿が見える」

「やんねえよ！　合宿でそれを実行しようとしたのはエロマンガ先生だろ！」

「そんな名前のひとはしらないっ！」

「どうしろってんだ!?」

「信用できるようにするから…………………………目、つむって」

「はい？」

「目……つむってっ」

「──────」

　紗さ霧ぎりに、かぁぁ……と、火ほ照てった顔のまま言われたものだから、俺は硬直してしまう。

　辛かろうじて、声を絞り出した。

「こ、こうか？」

「そのまましゃがんで、顔を下げて？」

「……こ、こうかっ？」

　さ、紗霧のやつ……いったいなにを……。

「……そのまま、動かないでね……？」

　はっ！　ま、まさか──!?

　俺は、全神経を己おのが唇に集中させる！

　そして、次の瞬しゆん間かん！

　俺の唇──ではなく、オデコに、きゅ、と、硬いモノが触れた。

　でもって、きゅきゅきゅーっ、となぞられるような感触。

「……………………さ、紗霧？　……俺のオデコに……なにやってんだ？」

「動かないでっ、喋しやべらないでっ。変になっちゃうからっ」

「………………………………」

　俺はやむなく口をつぐみ、されるがままになる。

　しばし、きゅきゅきゅーっという謎なぞの感触に耐たえていると、やがて紗さ霧ぎりがこう言った。

「よし、できたっ。もう、目を開けてもいいよ」

　ようやく視界を取り戻した俺が、目まの当あたりにしたのは……

『油性マジック』を手にしたイラストレーター・エロマンガ先生の姿であった。

「ああっ！　紗霧おまえ！　俺のオデコに、いったい何を書きやがった！」

「兄さんが、合こんでモテなくなる、おまじない」

「なんだそれ!?」

「後輩を元気づける会なんだから……モテなくたっていいはず」

　エロマンガ先生は、にやにやしている。一転、きりっと凜り々りしい顔になって、

「兄さんは、そのまま合こんに出ること」

「ヤダよ！　せめて何が書かれているのか教えてくれって！」

「だめ。あ、オデコにさわっちゃだめっ。あと鏡を見るのも禁止だから」

「……マジで？」

「うんっ」

　いい笑顔で頷うなずく紗霧。

「そうしてくれたら…………安心できる」

　愛いとしい妹からのお願いを断る選択肢など、俺には最初からなかったのである。




「…………………………」

　俺は、エロマンガ先生によって『何らかの処置』を施ほどこされたオデコを気にしながら、階段を下りる。リビングの扉を開くと、俺の足音を察していたのか、めぐみがこちらに歩いてくるところだった。

「おかえりなさいおにーさ──プッ、ど、どしたんですかぁ？　そのオデコ」

「いや、その、な」

　やはり笑われるようなモノが書かれているのか!?

「あ、はい、わかりました。言わなくていーですよ」

　めぐみは、ぷぷぷと笑いを堪こらえながら、掌てのひらを突き出し、俺の台詞せりふを遮さえぎる。

「ぜんぶ把握しましたから、アハハ、もぉ[image: ～][image: ～]、おにーさんってば、愛されてますねぇ！　このこのっ♪」

　彼女は、肘ひじで俺の脇わき腹ばらをつんつんしてくる。

「…………ちなみに俺は、オデコに何が書かれているのか、把握していないんだが──」

「──教えませんよ？」

「ですよねー」

「合コンが終わったら、和泉いずみちゃんに消してもらってください。それまで絶対、鏡とか見ちゃだめですよ？」

「……そうするよ」

　自分でオデコを確認できん以上、おまえらの考えなど俺にはわからんけどな。

　すぐさま切り替えて問うた。

「なぁめぐみ、合コンは、いまどうなってる？」

「いまカンパイしたところです。おにーさんが遅かったから」

「……正直に答えて欲しい。………………大丈夫そう？」

「あたしの仕切りですよ？　いい感じに進行してるに決まってるじゃないですかぁー」

「……マジで？」

　自己紹介から、いきなりスッ転んでいたよーな気がするんだけど。

「マジでぇーす。ほら、おにーさん、疑うのなら、自分の目で見てくださいよ♪」

「……ふむ」

　俺は、リビングの様子を見回した。

　まず目に入ったのは、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいと、メガネっ子この綾あやちゃん。

　ふたりは、リビングセットからやや離はなれたスペースで、何やらひとつのスマホを覗のぞき込んでいる。……………………明らかに不ふ審しんである。

　俺は、草薙先輩たちに近寄って、こう聞いた。

「草薙先輩、綾あやちゃんとなにやってんですか？」

「おう、和泉。すげえデコしてんなオマエ」

「デコは気にしないでください！　それで、そっちは──」

「いやな、このガキが、ラノベ作家志望者のくせに書評ブログをやってることが発覚したから、いじめてたんだよ」

「大人おとな気げなさすぎる！　なにやってんだアンタ！」

　よく見たら、綾ちゃん、ベソかきそうになってるじゃないか！

「草薙先生……な、なんで私のブログなんか、知ってるんですかぁ～」

「おまえが本名でサイトをやってるから。覚えておけ、隙すきを見て合コン相手の名前を検索するのは定じよう石せきだ。まぁ、この会を合コンとはもはや認めたくないがな」

「なんですかその定石ってぇ！」

「検索してうまいこと相手のフェイスブックなんかがヒットすれば、口く説どく前に予習できるだろ？　おまえも、もうちょい歳とし喰くったらこの定石を駆く使しして『私たちって話合いますねー♪』ってやるといい。必ず狩りの役に立つ」

「な、なるほど！」

　この人は、女子中学生にいったいなにを教えているんだ……。

「勉強になったか？　そんじゃあ、おまえがオレの『ぴゅあらぶ。』の悪口を書いていた話に戻ろうか」

「[image: ][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　頭を抱えて絶叫する綾あやちゃん。

　気持ちはわかる。悪口書いた本の作者と、合コンでばったりとか、気まずいなんてものじゃない。

「な、なんで書評ブログなんて見てるんですか!?　ラノベ作家のくせに！」

「逆ギレすんなよ。ラノベ作家だからこそ、エゴサーチしたり、書評サイトを見て回ったりするんじゃないか。なあ和泉？」

「いや、俺は見ないですけど」

　怖いから。

「あ、そう。オレは見るけど。個人ブログとかだけじゃなくて、匿とく名めい掲示板とかも」

「はあ」

「なにを隠そう、草くさ薙なぎリュウキスレのカッコいいテンプレを書いてるのはオレだ」

「「恥ずかしくないんですか!?」」

　俺と綾ちゃんが、声を揃そろえてツッコんだ。ところが先せん輩ぱいは、悪びれもしない。

「別に。みんなやってるよ、たぶん」

「やってねえよ！」

　ラノベ作家のイメージが悪化するような発言は、本当にやめて欲しい。

　かわいそうに綾ちゃんは、顔を覆おおってしまっている。

「あ[image: ～][image: ～]もう！　さいっあく！　ラノベ作家さんと会えるっていうから来たのにぃ……」

「ふはは、新人賞授賞式とかじゃなくてよかったな」

　怖っ！　普通にありそうな話なのが怖っ！

「うう……」

「いじめて悪かったよ。ごめんな」

　しょんぼりしている綾ちゃんの頭に、草薙先輩が片手を乗せ、慰なぐさめている。

　俺は、眉まゆをひそめて問うた。

「……草薙先輩、綾ちゃんに対して、妙に優しいですね。以前、書評サイトとか、色々悪いこと書かれるから大だい嫌きらいって言ってませんでしたっけ」

「いつの話だよそれは」

「アニメ始まる前」

「悪いけどオレ、もうそんな低いステージにいないから。アニメ化を経て、もっと高みに上っているから」

　お、チョーシ乗ってた頃の草くさ薙なぎ先せん輩ぱいっぽいぞ。

「ちゃんと金払って買ってるんだから、本の感想くらい自由に書けばいいじゃねえか。何を書かれようが覚悟の上だし、税込み六〇〇円ぶんまでなら、いちいちこっちも目くじら立てたりしねえよ。オーバーしたら怒るけど」

「ずいぶん寛かん容ようになりましたね」

　草薙先輩は、遠い目になった。

「フッ、アニメ放映中に色々あったからな………タチ悪いアンチに粘着されたり……ブログに掲けい載さいしてあった仕事用メルアドを大量のエロサイトに登録されたり……死ね死ね連続トロイミサイルを撃うち込まれたり……山やま田だエルフとかいうやつの下僕フアンが、傷つき泣いている繊せん細さいなオレのファンを楽しそうに煽あおりに来たり……本当に色々あったよ」

　同時期にアニメ放映してたもんね。

　闇やみ深い達たつ観かんをキメている草薙先輩は、綾あやちゃんの頭をひと撫なでし、物もの憂うげなハスキーボイスで言う。

「普通に買って、普通に読んで、普通に褒ほめたりけなしたり。こいつのような『普通の読者』がどれだけありがたいもんか、改めて、心の底から実感したんだ。いまのオレが本気で怒るのは、金払ってねえやつにコケにされたときと、ネットに自著のｚｉｐファイルがアップされているのを見つけたときと、ファンに一いつ揆きを起こされたときだけだぜ」

「アンチの煽せん動どうによって引き起こされる炎上を、一揆っていうのやめません？」

　完かん璧ぺきすぎる比ひ喩ゆだが、厳げん密みつな語義を気にする人が怒りそう。

「作者本人のネットリテラシーやら煽り耐性やらをぜんぶ貫通して、直接オレのお財布にダメージを与えてくる恐るべき攻こう撃げきだぞ。特にうちのバカどもは、小中学生が多いせいか、見え見えのデマやら煽りやらにもバンバン引っかかって暴あばれやがる。本当にかわいいやつらだよ」

　また始まった。

「あー思い出したら腹立ってきた！　なんとかオレのファンたちに、ネットへの耐性を付与してやりたい！　次の作品をヒットさせる前に！　もう意味わからん理由で謝しや罪ざいの旅へと出発するのはイヤだ！　くっそお、なんかいい方法ねえかなあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

「盛大に話がそれてますよ！」

「それてない。よーするに、オレの本が嫌きらいだろうが、ボロクソ書こうが、そんなんで自分の読者を嫌いになんかなるかよってことだ」

　草薙先輩は、綾ちゃんと目を合わせて、穏おだやかに言った。

「わかったか？」

「は、はい」

「よし」

　ニ、と笑う。

　それを見ためぐみが、からかうように言った。

「ぷぷぷ、草くさ薙なぎせんせーってば、優やっさしいんだぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　ひゅー、ひゅー♪　ホーラっ、改めて二人でカンパイしてくださいカンパイ♪」

「チッ」

　草薙先せん輩ぱいは、苛いら立だたしげに舌打ちし、綾あやちゃんに向かって吐き捨てるように言う。

「おい、ガキ」

「……な、なんですか？」

　綾ちゃんは、やや反抗的な目付きで返す。草薙先輩は、自分の読者を横目で見て、

「次も買えよ。最新刊まで読んでんだから」

「……正直に、感想書きますけど」

「勝手にしろ」

「……そーします」

「毎度あり」

　ぷい、とお互い、そっぽを向いてしまった。




　草薙先輩と綾ちゃんによる、微笑ほほえましいやり取りを見ていためぐみが、俺に向かって、

「ほらね？」

　と、はにかむ。それから人差し指を、くいっと曲げて、ソファの方を指さした。

「続いては[image: ～][image: ～][image: ～]、あちらっ♪」

　そこにいるのは、シドーくんと揚あげ羽はちゃん（八歳）。ふたりは並んで座っており、揚羽ちゃんがシドーくんに向かって、しきりに話しかけている。

　俺は、そっと様子をうかがった。

「元気出してっ、おにぃちゃん！　がんばっ！　がんばっ！」

「い、いや、あの……だからね？　さっきから何度も言っているように、別に僕は……落ち込んでなんか、いないよ？」

「ほんとぉ？」

　揚羽ちゃんは、シドーくんの目を間近で覗のぞき込むように、顔を近づける。

　ロリコンだったら即死級の、危険な距きよ離りだ。

　シドーくんは、青ざめたまま両手を軽く上げ、逃げるように顔を引いた。

「ほ、ほんとだよ……」

「でもぉ、アゲハは、『くにみつ先生を元気づけるために、合コンに来て！』って、頼まれたんだよ？」

「………………なっ……」

　ごめんシドーくん、実はさ……さっき草くさ薙なぎ先せん輩ぱいが色々言ってたけど……。

　自己紹介をするまでもなく、この合コンが『獅し童どう国くに光みつを元気づけるための会』だってことと、シドーくんの事情は、女子たちに説明済みなんだ。

　揚あげ羽はちゃんは、同情の眼まな差ざしで彼を見る。

「しってるよ！　おにぃちゃん、好きな女のひとに振られちゃって、小説が書けなくなっちゃったんでしょ！」

「ホアァ!?」

　奇声を発するシドーくん。揚羽ちゃんは、ぐっと愛らしい両腕のガッツポーズで、

「アゲハが元気づけてあげるねっ！　よしよし！」

「[image: ][image: ][image: ]ぉぉ……」

　シドーくんは、喉のどにたんが絡まったようなうめき声を漏もらす。

　うわあ………………。

　失恋の傷心を、小学生女子に慰なぐさめてもらっているラノベ作家（大人）。

　思いがけず、ハードな光景を目もく撃げきしてしまったぜ……。

「…………ぐっ……うぅ……なんでこんなことに………い、和泉いずみくんめ……余計なことを……」

　あっ、俺へのヘイトが高まっている。

　目を合わせないようにしておこうっと。

　視線をずらすと、すぐ目前にめぐみの顔があった。

「ねっねっ、おにーさん、あたしの言ったとおり、いー感じに進行してるでしょ？」

「計画の首しゆ謀ぼう者しやのひとりである俺が言うのもなんだけど……元気づけるためのやり方を間違えたような気がしなくもない」

　思いのほか絵え面づらがやばいし、俺がシドーくんの立場だったら、精神が耐たえられんかも。

　不安を漏らした俺に、しかしめぐみはこう言った。

「へーきへーきっ♪　ま、見ててくださいよ」

「その自信は、いったいどこから出てくるんだ……」

「だってぇ」

　めぐみは、安心しきったような笑顔で、あっさりと返答する。

「おにーさんとあたしとで、考えたプランですもん」

「────」

「獅童せんせーは、これできっと元気になるって──太たい鼓こ判ばんを押してくれたのは、おにーさんですよ？　あたしは、その言葉を信じてマス♡」

　きゃぴ♪　と、小こ悪あく魔まめいた仕草で片目をつむる。

「そうだったな……じゃあ、もう少しだけ、様子を見ようか」

「です」

「俺も、おまえが選んだ揚あげ羽はちゃんを、信じているぜ」

「はいっ」

　あとめぐみ？　いまナチュラルに計画立案者から智とも恵えをハブいたよね？

　──ともあれ。

　俺とめぐみは、自分たちで考えたプランを信じ、再びシドーくん＆揚羽ちゃんを見守る。

「おにぃちゃんっ──じゃなくって、くにみつ先生っ！」

「な、なにかなー……？」

　青ざめた笑顔で返すシドーくんに、揚羽ちゃんは、両手であるものを差し出す。

「ほいっ！　これあげるっ！」

　かわいらしい、ピンクの折り紙封筒だ。

「えっ？　……こっ、これは……？」

「アゲハからねぇ～、くにみつ先生へのっ、ファンレターっ！」

「ファン……っ……って、え、えぇぇっ？　ぼ、僕に!?」

　あ、驚おどろいてる驚いてる。

　さっき、俺はこう宣言した。『揚羽ちゃんこそが、この合コンの切り札』だってな。

　その理由こそがこれだ。

「白しら鳥とりさん、君……ぼ、僕の小説の──」

「うんっ！」

　彼女は、にししっ、と、鼻の下をこすって、

「アゲハねぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、くにみつ先生の本、大好きだよっ！」

　子供らしく顔をクシャクシャにして笑う。

「………………………………」

　一方、不意打ちを喰くらったシドーくんは、完全に硬直してしまっている。

　気持ちはわかる。まさか、ろくに知名度のない自分の本を読んでくれている人が目の前に現れるなんて、思ってもみなかったんだろう。

　獅し童どう国くに光みつという作家は、デビューするにあたって賞を取ったわけでもなく。

　デビュー前の活動で獲かく得とくした既存ファンなどもおらず。

　編集部から特別推おされていたわけでもない。

　ついでに言うと、デビュー作が重版されるほど売れたわけでもない。

　デビュー二年目の俺と、よく似た状況。

　ちなみに当時の俺がもらったファンレターの数は、同一人物（まぁムラマサ先せん輩ぱいなんだけど）が何通も送ってくれたものを除けば、三通。

　たった三通である。

　計算されるとイヤなので、あえてぼかした表現をするが……ファンレターを送ってくれる読者は、数千人にひとりの割合しかいない。

　少なくとも、当時の和泉いずみマサムネの場合はそうだったし、獅し童どう国くに光みつ本人も、こう言っていた。


　──いまだに一通のファンレターすらもらったことがない。



　ってな。

　小説を書いたのに、反はん響きようがないなんて、こんなにつまらない話もない。

　ソースは俺。まぁ、俺の場合は、エゴサを封印したからってのもあるけどね。

　ここからは俺の勝手な想像だけれど……もしかしたらシドーくんは、『自分が書いた小説を好きになってくれた人がいる』という実感が、なかったのかもしれない。

　自分の書いた文章で、面おも白しろがっている読者がいるって、信じられなくなったのかもしれない。

　当たり前の話だけど、小説を読んで、読者が笑ってくれている姿を、作者は見ることができないんだ。伝えてもらわなくちゃ、わからない。

　だから、


　──なんのために小説を書いていたのかわからなくなった。



　なんて台詞せりふが、口を衝ついて出てきてしまったのかもしれない。

　俺には、他人のスランプをどうこうする力なんてないし、冷たいようだが、そういうのは各人が勝手になんとかすればいいと思う。友達だろうが後こう輩はいだろうが、同じことだ。

　ただ、頼られたからには、できるだけのことはしたかった。


　──メーカーとコラボできるくらいの人気小説を書いて、作中のお菓子を商品化したい。



　照れくさそうにそう語っていた彼の夢を、思い出させてやりたかった。

　そして、





　──獅童先生の小説が好きな人、いますよ！　あたしの友達に！






　めぐみは、揚あげ羽はちゃんを連れてきたんだ。

「くにみつ先生のお話に出てくるお菓子が、すっごい美味おいしそうでっ……この前ねぇ、お母さんといっしょに作ってみたんだよ！」

　彼の小説には、作者が考案した創作菓子のレシピが掲けい載さいされているのだ。

「……お母さんと？」

「うんっ、お母さんも、くにみつ先生の本、面おも白しろいねって。お菓子、美味しく作れたねって。次もいっしょに作ろうねって」

「……そうなんだ。……次も……」

「だからっ！　早く元気になって、美味しいお菓子の小説を、書いてくださいっ！」

　揚羽ちゃんは、「お願いしますっ！」と、活力を分け与えるように、ぺこりと頭を下げる。

　シドーくんは、嬉うれしそうな、あるいは泣きそうにも見える情けない顔で、

「そっか」

　と言った。力なく笑って、

「ありがとう、白しら鳥とりさん。君からもらったこの手紙……読ませてもらうよ」

「アゲハでいいよっ、おにぃちゃん」

「じゃあ、アゲハちゃん」

「えへへ……なんか、はずかしぃね？」

　揚あげ羽はちゃんは、照れ照れと、手で顔をこすっている。

　彼女は、ちらりとシドーくんを見て、おずおずと問う。

「……あの……………………………………元気、出た？」

　彼女は彼女で、自分のファンレターがどれほどの効果を発揮するものか、よくわかっていないのだろう。『これで本当に元気が出るのかな……？』という内心が透けて見えるようだった。

　シドーくんは、優しい声で「うん」と頷うなずく。

「君のおかげで、元気出てきた……かもしれない」

　そこは断言しようよ。こういうトコがヘタレ呼ばわれされる原因なんじゃないの？

「かもかぁ」

　揚羽ちゃんも、微妙な顔で首をひねっているじゃないか。

「ごめんね。ただ……君のためにも、がんばらなきゃなって思ったよ」

「アゲハの他にも、くにみつ先生の本が好きなひと、いっぱいいるよ！」

「そうかな？」

「うんっ！　ぜったいそうっ！」

「そっか。じゃあ、その人たちのためにも、だね」

「がんばってくださいっ！」

「うん……」

　くすぐったそうに目を細めて、シドーくんはうつむいた。

　彼は、それからふいに顔を上げて、

「アゲハちゃん、一緒に暮らそうか」

「ふぇ？」

　コラコラコラコラッ！

　俺は、素早く駆かけ寄って、アホな後こう輩はいの後頭部を、スパーンとひっぱたいた。

「イタッ!?　な、なんですかいきなり！」

「それはこっちの台詞せりふだ！　小学生相手になに言ってんの!?」

「いやっ……ちょっとした冗談ですよ？」

「本当に!?　ガチプロポーズっぽくなかった？」

「あ、あはは、そんなわけないじゃないですか」

「ならいいけど」

　ならいいけど！

　おっかねえなぁ……。いまのご時世、ロリコンはイケメンでも許されないんだぞ。

　くれぐれも気をつけて欲しいものだ。

「ところで和泉いずみくん、そのオデコは、罰ゲームか何かですか？」

「コレは気にしないで！」

　俺は額ひたいを押さえて話を戻す。

「そ、それより……シドーくん、揚あげ羽はちゃんから『いいもの』をもらったみたいですね？」

「はい、とても『いいもの』をもらっちゃいましたよ。……これ、和泉くんのはからいでしょう？」

「えぇ、まぁ。俺っつか、俺たちの、ですけど。……どうですか？　小説、書けそうですか？」

「どうかな……少なくとも、がんばってみようって気にはなりました」

　どうやら完全に回復したわけではなさそうだ。

　そんなもんだよね。草くさ薙なぎ先せん輩ぱいの持論じゃないけど、一発で全快ってわけにはいかない。

　それでも──

「ありがとう、和泉くん。今日、ここに来てよかったです」

　俺は、確かな手て応ごたえを感じていた。




　俺はシドーくんたちのそばから離はなれ、めぐみの元まで戻ってきた。

　彼女は、ひとりポツンと佇たたずみ、合コン全体の様子を見守っている。にまにま嬉うれしそうな笑みを浮かべながらだ。俺は、めぐみに話しかける。

「珍しいな」

「はい？　なにがですか？」

「おまえって、いつも、みんなの中心でお喋しやべりしてるイメージだったからさ」

「あ～」

　めぐみは、得心したように声を上げる。

　それから、くるりと回転し、己おのれの胸に手を当てウインク。

「ふっふーん、なにを隠そう、あたしは『二年一組のキューピッド』と呼ばれる女ですよ！　合コンでは常に！　全カップルを成立させるのがあたしの使命であり喜びなのです！」

　五年後くらいに合コンをするときは、絶対にこいつを幹事にしよう。

　じゃなくて！

「確かにキューピッドめぐみん様の慧けい眼がんによって、相性のいい組み合わせを作ることに成功しているようだけど！　この合コンで全カップルを成立させると若干二名ほど社会的に破は滅めつする件についてどうお考えなんだよ！」

「てへっ♡」

　ぺろっと舌を出しやがって！　かわいい顔でごまかすんじゃない!?

「冗談ですって♪　まぁ……予定どおり、合コンって感じじゃなくなっちゃいましたけど。『参加者みんなに楽しんでもらう』という幹事の役割は、果たせたかなあと思います」

「俺もそう思うよ。さすがだな」

「えっへへぇ、当然ですよ！」

　弾はずんだ声で胸を張るめぐみ。

「でもぉ、ごっことはいえ……せっかく、おにーさんと合コンしてるんですからぁ[image: ～][image: ～]」

　彼女は、ぴょんと軽やかに俺の隣となりへと並び、俺の腕に自分の腕を絡めてくる。

「お、おい……」

「あたしと、合コンっぽいコトしません？」

「な、なにをしようってんだ……」

　腕を引っ張って抜こうとするも、力が入らなくてうまくいかない。

「そうですねぇ……たとえばぁ？」

　めぐみは、俺を捕まえたままローテーブルへと歩み寄り、そこから、とあるお菓子を手に取って、唇へと当てる。

「ポッキーゲーム、とか？」

　………………………………………………。

　つい、想像してしまった。

「や、やるかっ！」

「えぇ～？　やらないんですかぁ～？」

　硬直する俺を見て、くすっと笑っためぐみは、ポッキーを咥くわえて──

「ほにぃさん、ほぉら」

「なっ、なっ……」




「ん」




「──────」

「どうぞ[image: ～][image: ～][image: ～]、んっ」

　………………………………………………………………。

　……………………………………………………………………………………………………。

「なぁんて、ね」

「えっ？」

「冗談ですよぉ、冗談♪　本気にしちゃいました？」

「お、おまえな！　からかうなよ！」

　ま、紛まぎらわしい！　死ぬかと思っただろ！

「あはははっ、おにーさんてば、顔真っ赤！　かっわい[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡」

　めぐみは、するりと俺から離はなれ、ポッキーを咥くわえたまま大笑いする。

　パキンとそれを口で半分に折って、残った部分で俺の顔を指す。

「そんなオデコの人とは、えっちなゲームなんてしてあげません」

　残念でしたね、おにーさん☆




　俺は、安心と無念が混じったような長い息を吐き、己おのれの額ひたいにそっと触れる。

「……はぁ[image: ～][image: ～][image: ～]あ、な～にが書かれてるんだかな」

　結局、それを俺が知ることは、最後までなかった。

[image: ]







[image: 第三章]







　五月下旬。俺は『開かずの間』の中で、妹に叱しかられていた。

「だめ」

「いや……し、しかしだな」

「だめったらだめ」

　小さく、儚はかなく、けれどかたくなな声。

　紗さ霧ぎりは、ピンクのルームウェアに身を包み、挑いどむような眼まな差ざしで俺を見上げてくる。

　ヘッドセットは付けていない。

「……や、約束しちゃったんだよ……エルフと」

「……約束なら、私ともした」




「兄さんは、一生女の子とデートしちゃだめだもん……」




　紗霧は、すねたように唇を尖とがらせて、懐なつかしの台詞せりふを再現した。

　忘れている人もいるだろうから、軽く説明しよう。

　そう……あれは、ムラマサ先せん輩ぱいと初めて出会った頃だったか。

　当時、『世界で一番可愛かわいい妹』を、いかにして出版までこぎつけようかと悪戦苦く闘とうしていた俺は、エルフとともに出版社へと向かったのだ。

　その際、エルフがツイッターに書いた、『和泉いずみマサムネ先生とデートしてるなう♡』という妄言。それを鵜う吞のみにした紗霧が言い放ったのが、先の台詞である。





　──ふんっ、うわきものの兄さんなんて、しらないもん。






　紗霧は、布団を頭まで被かぶったまま、何故なぜか俺の彼女みたいな問い詰めをかましてきたんだっけ。そうそう、確か──





　──兄さんは、一生女の子とデートしちゃだめ。わかった？

　──い、一生と来たか。

　──そう……一生……だって……

　──だって？　なに？

　──な、なんでもないっ。






　そんなやり取りをした記憶がある。

「いや、別に、忘れてたわけじゃないけどさ」

「……じゃあ、なんでデートの約束なんてしたの。……エルフちゃんと」

「つか、あれって本気だったのか？」

「……なんで本気じゃないって思ったの？」

「理由を聞いたら、なんでもないってはぐらかされちゃったし」

「うっ……」

　痛いところを突かれたとばかりに、ひるむ紗さ霧ぎり。

　俺は、改めてこう聞いた。

「あんときオマエ、なんで怒ってたの？」

　教えてもらわないと、謝あやまることさえできないのだが。

「し、しらないっ」

　紗霧は、ぷい、とそっぽを向いてしまう。

　ちら、と兄を流し見て、

「とにかく……兄さんは、女の子と、一生デートしちゃだめ」

「……い、一生って」

「一生だもん。ぜったいだめだもん」

　紗霧は、ぷく、と頰ほおをかわいく膨ふくらませて念を押してくる。

　もうとっくに察してくれているとは思うが、この話題は『俺がエルフとデートの約束をした』ことに端たんを発している。

　ホワイトデーのときにあった、





　──決めた。わたし、これにするわ。

　──楽しみにしているわね、おにーさん♡






　あのやり取りのことだ。めぐみのカタログギフトの話を聞いたエルフが、ホワイトデーのお返しとして、『おにーさんと遊園地デート権』を要求してきたのである。

　エルフへの借りがたんまり溜たまっていた俺が、断るわけもない。

　五月になったら遊園地に行って遊ぼう──二人でそんな計画を立てていた。

　それが、ついさっき、紗霧の知るところとなり、お叱しかりを受けているという次第であった。

「で、でもエルフにはいつもお世話になってるし……こういう機会に、ちゃんとお返しをしたいんだよ」

「じゃあ別にデートじゃなくてもいいはずっ。ホワイトデーのお返しなら、べっこう飴あめあげたんでしょ」

「あいつ、ホワイトデーのお返しがべっこう飴だった件については、むちゃくちゃ不満だったっぽいんだよ！　だから改めてお返し──ってか、別に俺、エルフと付き合ってるわけじゃないし！　二人で遊園地に行くだけだって！　いいじゃないか、そのくらい！」

「よくないのっ。よ～く～な～い～のぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　くそう、なんで俺は毎回毎回、妹相手に、浮気の言い訳っぽいことをしているんだ！

「ゆ、遊園地とかっ、私とだって行ったことないのに……ううう[image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　子猫のように威い嚇かくしてくる紗さ霧ぎり。

　ぐい、と背伸びして、女の子の切り札を繰くり出す。

「に、兄さんはっ……私と、エルフちゃん、どっちが大切なのっ！」

「そりゃ、おまえだけどさ」

　即答。意表を衝つかれた紗霧は、「えっ……」と目をぱちくりし、

「な、なっ……[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]もう！」

　両目を[image: ]バツテンにして、俺のお腹なかをポカポカ殴ってくる。

「兄さんなんかきらいっ！　きらいっ！　ばかぁ！」

「なんなんだよ！　いてっ……わ、わかった！　わかったって！」

　俺は右腕を伸ばし、つっかえ棒の要領で、紗霧のオデコを押さえる。するとたちまち、リーチの差で、紗霧のパンチは俺に届かなくなる。

　愛らしいグルグルパンチが、俺の目前で回転していた。

「おまえがイヤなら仕方ない。断るよ」

「……ほんと？」

「ああ」

　エルフとの約束を破るのは、本当に本当に、心苦しいのだけれど。

　物事には、優先順位というものがある。妹が嫌いやがることを、兄がするわけにはいかない。

　俺は、つっかえ棒にしていた腕を外す。

「ならばよし」

　紗霧は、俺の言葉を嚙かみしめるように、うん、うん、と二度頷うなずく。

　それから、急に弱々しい雰囲気になって、ぼそりと呟つぶやいた。

「……エルフちゃん、おこらない……かな？」

「そりゃ怒るだろ。だから──本気で謝あやまって、許してもらう。それで、デートの代わりに、何か埋め合わせをするよ。一いつ生しよう懸けん命めい」

「……うん。わ、私も……協力する、から。できること、あるか……わからないけど……埋め合わせ」

「ああ、伝えておくよ」




　そういうことになった。俺はさっそく、クリスタルパレス（エルフん家ち）に向かう。

　平日の夕方なので、あいつは家にいるだろう。

　ピンポーン、とインターホンを押すと、ほどなくエルフが玄関に現れた。

「あら、どうしたのマサムネ。ははあ、さては……明後日あさつてのデートで、わたしをどこにエスコートしてくれるか、決めてくれたのかしら？」

「いや、違うんだよ」

「？」

　きょとん、と首をかしげるエルフ。俺は、勢いよく頭を下げた。

「ごめんっ！　デートの約束、なしにしてくれ！」

「……………………中で聞くわ。入りなさい」

　エルフは、冷たい声で踵きびすを返した。




「ぐすっ」

　豪華な調度に囲まれたリビングにて。俺は、ソファに座るエルフの前で、膝ひざ立だちになっている。うつむいて、ぐすぐすやりはじめたエルフを、慰なぐさめるためにだ。

「ぐすっ…………わたし……すっごく、楽しみにしてたのよ……？」

「本当にごめん！　全面的に俺が悪い！」

　言い訳の余地はない。俺は必死に頭を下げる。

「許してくれ！　必ず！　必ずこの埋め合わせはするから……！」

「ぐすっ……埋め合わせ…………本当に？」

　ちら、と潤うるんだ瞳ひとみで俺を見るエルフ。

「ああ！　俺にできることならなんでもする！」

「……でも……デート以外で、なんでしょう？」

　デートを断った理由をまだ言っていないのに、まるで紗さ霧ぎりとのやり取りをすべて聞いていたかのような、エルフの台詞せりふだった。

「あ、ああ……で、デート以外なら、なんでもする！」

「そう……。ぐすっ……じゃあ……明後日……デートの代わりに……うちで一緒に遊びましょう？」

「ここで？」

「そーよ」

「それじゃ、いつもと一緒じゃね？　そんなんでいいのか？」

「うん」

　エルフは、子供っぽい仕草で、こくんと頷うなずく。

「だって、デートするつもりだったから……もう予定開けちゃったし、現地でやるはずだった取材もしたいし……あと最近、アニメで忙しくてそういうのなかったし……。あ、あの……ダメ……かしら？」

「い、いやっ」

　いつも元気なやつに、いきなりこんな儚はかなげな態度を取られたものだから、不覚にもドキリとしてしまった。

「ダメじゃない……俺でよければ、一緒に遊ぼう」

　一いつ瞬しゆん、場所が変わっただけで、これってデートと言えなくもないのでは──と、そんな考えが頭の隅すみをよぎったが、

「やった！」

　彼女の顔が間近に迫ってきたせいで、すぐさまそんな考えは吹き飛ばされてしまう。

「じゃあ今度こそ約束よ！　ふたりきりでだからね！　誰も誘っちゃダメだからね！」

　ぱぁ、と、輝かんばかりの笑顔になるエルフ。

「か、顔が近い！」

　俺は面食らってのけぞってしまう。

　そして、その拍子に視線がずれ、エルフが手に隠し持っていたものが目に留まる。

　──目薬であった。

「あっ！　おまえそれっ！」

　俺はエルフの手元をビシリと指さす。すると彼女は、ぺろ、と舌を出して、

「あら、見つかっちゃった」

「噓うそ泣なきだったのかよ！」

　俺、罪悪感で、胸がむちゃくちゃ苦しかったのに！

「そーよ。だって、あんたのことだから、どーせこうなるんじゃないかなーって予想ついてたもの。紗さ霧ぎりにバレたら、あの子はヤダヤダって全力でごねるでしょーし、そしたらスーパーウルトラグレートデリシャスシスコン野郎であるアンタは、大慌てで『じゃあやめるわ』とか言いそうだし」

　さすがにそこまで薄はく情じような言い方はしてないけど。

　マジか……ほぼ完かん璧ぺきに読まれている。

　こいつ……本当に……俺と紗霧のやり取りを、聞いていたんじゃあるまいな？

「どーっせ、こんなに健けな気げでかわいいエルフちゃんより、妹の方が大事なんだもんね、マサムネおにーさ・ん・は！」

　すねたような態度で、顔を背そむけるエルフ。俺も、ぶっきらぼうに言ってやった。

「そーだよ。悪いか」

「悪くないわ。だからこそ、あんたなんだもの」

「は、はあ？」

　相変わらず、意味深なことを言う女である。

　そっぽを向いていたエルフは、流し目で俺を見る。

　それから、銃の形にした人差し指で、俺の胸を突ついた。

「くふふっ──当日は、このわたしの全力をお見せするわ。首を洗って待ってなさい」




「なんつってたけど……いったいアレはなんだったんだ……」

　当日になった。

　日曜日の午前中から、俺はお隣となりさん家ちの前に立っている。

　ちなみに今日『デートの埋め合わせとして』ここに来ることは、もちろん紗さ霧ぎりには言ってあって、

『……ふーん、そうなんだ、へぇ…………………………いいけどー』

　という、不ふ機き嫌げんそうな許可をもらっている。

　なんなんだよアレ！　もやもやするなあ！

　俺は、なんとなく首を押さえてから、インターホンを押し込んだ。

　するとほどなく、玄関扉がガチャリと開き、笑顔のエルフが飛び出してきた。

「いらっしゃい！　よく来たわね！」

「お、おう……なんか、珍しいカッコしてるな」

「くっふっふ、まあね～」

　ローライズのショートパンツに、ストライプ柄のニーソックス。額ひたいにかけたファッショナブルなサングラス。髪型もいつもとは変えていて、彼女の潑はつ剌らつとした印象をさらに強めている。

「どうかしら、今日のわたしは！　麗うるわしいでしょう？　惚ほれ直したでしょう？」

「い、いいんじゃないか？」

　かわいいじゃん、という本音は口にしない。代わりに、動揺してないふりをして言う。

「なに、イメチェンでもしたの？」

　俺の問いに、エルフはじとっと目を細めて、

「ほんとなら、この服でデートに行くつもりだったの！　あんたをビックリさせようと思って、がんばって選んだのに……どっかのシスコンのせいで、計画がポシャったから、今日着たの！」

「その件はマジで悪かったよ！」

「ふっ、いいわ──このわたしは、そーゆーの根に持たない女だからね。そのぶん今日、埋め合わせしてもらうんだから」

　ぐい、と馴なれ馴れしく俺の腕に自分の腕を絡ませてくるエルフ。

「お、おいっ」

　柔らかな感触に、俺は戸と惑まどう。エルフは、見透かすように俺の目を見て、

「あんたとの遊園地デートを新作のネタにするつもりだったんだから、責任とって協力しなさいよね！」

　なるほど……。つまり今日は、遊園地デートを断った埋め合わせとして……

『疑似デート』をしなさい、ということらしい。

　でも、やっぱ、それってさ──

「さ、行きましょ！　マサムネ！」

　俺が抱きかけた疑問は、元気よく腕を引いてくるエルフによって、かき消されてしまうのだった。




「こっちよ！」

「ど、どこに連れていくつもりなんだよ！」

　エルフは、俺の腕をぐいぐい引いて廊下を進む。

　まるで待ち合わせ場所で合流した、恋人同士のように。

　いつもなら、たいていリビングでお茶──という流れなのだが、彼女はそこを通り過ぎる。元気よく前を指さして言った。

「まずは、あそこ──〝異世界展示場フアンタジツクギヤラリー〟に行きましょう！」

「……な、なんだって？」

　ラノベっぽいルビが振られてそーな名称が聞こえた気がするんだが？

　エルフは、己おのれが指さした先──〝異世界展示場フアンタジツクギヤラリー〟とやらの前で立ち止まり、訳知り顔で、俺の問いに答える。

「遊園地デートといえば、アトラクション巡りでしょう？」

「……だから？」

「我が居城に、いくつかの楽しいアトラクションを創造したの」

　ふふん、と、エルフは得意げに俺を見上げてくる。

「今日のデート──じゃなくて！　取材のための疑似デートでは！　ふたりでそれらを巡りましょうってコト！」

「アトラクションって……わざわざ今日のためだけに用意したってこと？」

「全部じゃないけどね。たとえばこの〝異世界展示場フアンタジツクギヤラリー〟は、おとといの時点ですでに完成していたわ」

「……て、手間かかったんじゃないか？」

「だって、せっかくあんたが『お返し』をしてくれるっていうんだもの」

　はりきって準備するわよ、と、エルフは言う。

「いやいや、そういう心こころ遣づかいは、『お返し』をする側である俺の役目だと思うんだけど」

「気にしなくていいわ。準備も含めてデートなんだもの。仮に今日が予定どおり『遊園地デート』だったとして──それはそれで、わたしは楽しくお出かけの準備をしていたことでしょう。お弁当を作ったりね」

「そか」

　女の子らしいというか、エルフらしいというか。

「でもさ、今日は俺にとって、ホワイトデーの『お返し』ってだけじゃなくて、いつもお世話になっているエルフへの『お返し』でもあるんだ。だから──」

「たくさんワガママ聞いてくれるってことよね！」

　ぎゅ、と腕にしがみついてくるエルフ。

　疑似デートをしているんだから当然────なのか？

　ドギマギしないようにするだけで、精一杯なんだけど！

「俺にできることなら」

　俺は、かろうじて表情に出さずに返事をする。

　それを聞いたエルフは、計画どおりとばかりに、挑発的な笑みを浮かべる。

「ふふふー、その言葉、忘れるんじゃないわよ！」




〝異世界展示場フアンタジツクギヤラリー〟。

　目前の扉に提さげられたネームプレートには、そのような名称が刻まれている。

　古めかしい扉である。別に今日のためにそうしたわけではなく、元からだが。

　クリスタルパレス（エルフん家ち）の一階にあるこの部屋には、俺も以前入ったことがあるが、そのときは未開封ダンボールがたくさん積まれていた。

　引っ越してきたばかりだったからね。

「さあ、開けるわよ──刮かつ目もくしなさい！」

　仰ぎよう々ぎようしい厨ちゆう二に台詞ぜりふとともに、エルフが扉を押し開ける。

　はたして、つまびらかになった室内は、以前俺が見たときと比べて、様変わりしていた。

　というか、えらいことになっていた。

「うおお！　なんだこれ！」

　俺は、驚きよう嘆たんして声を張り上げる。

　誇張でもなんでもなく、コレは確かに……

〝異世界展示場フアンタジツクギヤラリー〟っていうだけのことはある。

　どこから描写したらいいものか……。

　そうだな、まず……部屋の壁へき面めんに、ずらりと並ぶのは、煌きらびやかなショーケースの数々だ。

　模型店で売っているベーシックなものでなく、いかにも異世界の王宮にありそうな、アンティークめいた趣おもむきのものだ。その中に展示されているのは、主に山やま田だエルフ先生の著作『爆ばく炎えんのダークエルフ』のグッズ類。一番多いのは、やはりフィギュアだろう。

　セガプライズに、ねんどろいど、フィグマ……あっちはもしや、個人製作のガレージキットだろうか？　パッと見ただけでも、数十体はくだらない。

　俺のリアクションを見たエルフが、満足そうにニヤける。

「フフフフ！　すっごいでしょ～！」

「あ、ああ……こりゃすごいよ。このフィギュアとかぬいぐるみとか、タペストリーとか、あと色んなキャラグッズ──いったいどれくらいあるんだ？」

「えーと、いまここにいる子たちは、四十三人」

「そんなに出てたのか！」

「ええ、なんかわたしの『ダークエルフ』って、フィギュア映えするっていうか、人形を製作する人たちにすごく人気があるみたいで、かなり早い段階から、たくさんのオファーが殺到していたの。で──いつの間にやら、こんなにいっぱい」

　子供を褒ほめられた母親のように、くすぐったそうにはにかむエルフ。

「へぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　アニメが終わったばかりの作品で、こんなにキャラグッズが出ている例って、ほとんどないってのに。さすが今年一番のミラクルヒットと言われている大人気作品。

　あえてここでは例を挙げないが、数多あまたの作品がある中で──『やたらとたくさんフィギュアが製作されるキャラクター』というものが、確実に存在する。

　フィギュアに詳しくない人たちも、ときには、新作フィギュアの宣伝などをふと見る機会があるだろう。そんなとき、こう感じたことはないだろうか？

『なんでこの娘こだけ、アニメが終わったのに新しいフィギュアがいつまでも出続けるんだろう？』

　とか、

『この新作フィギュア、原作何年前のギャルゲーだよ』

　とか、

『ちょ、この娘のフィギュアの数ぱねえｗｗｗ』

　とか。

　その疑問への回答のひとつが、俺の目前に展示されている。

　どうやらフィギュアを造る人たちは、俺たちのような小説家とは、別の目線で製作するものを決めているようなのだ。そんでもって、彼らにとってピンとくるキャラ（ニアリーイコール、フィギュア好きたちが好む造形）の人形を造り続ける傾向にあるらしい。

　あくまで個人的な印象だが。

　おっぱい、姉、水着、ゴスロリ、防御力低そうな鎧よろい。

　凝こりまくった造形のおぱんつ、ドーンって感じのケツ、謎なぞのエロコス……等々、等々──。

　やつらはそういったものが、大好物だ。

　あくまで個人的な印象だが！

　プリティ＆キュートなイラストレーター・アルミ先生がデザインした『爆ばく炎えんのダークエルフ』のキャラクターたちは、まさに彼らの需要にピンズドだったというわけだ。

　天使や悪あく魔ま、エルフといったゴスロリ＆白ロリ全開なヒロインたちのみならず、俺様系ダークエルフや魔ま剣けん使づかいのダークナイト、メチャ渋ジェネラル等々、魅み力りよく的な男連中もたくさんのフィギュアが製作されている。顔やスタイルがカッコいいのはもちろん、衣装や武器、その他小物類まで──造り込みがハンパないのだ。そりゃ立体化したくもなる。

『アルミちゃんの描かいた魔剣、超かっけーな！　細かいトコまで凝こってるし、マジ神だわ！』

　ってエロマンガ先生に言ったところ、

『よ、よそはよそ！　うちはうち！　ふんっ、そんなことゆうひとは、アルミちゃん家ちの子になりなさいっ！　かっこいい剣でもテッポーでも、たくさん描いてもらったらいいでしょっ！』

　わけわからん台詞せりふでキレられたこともあったっけ。

「くふふふ、ちなみに、『ダークエルフ』フィギュアでわたしが一番気に入ってるのはコレね」

　そう言って、エルフが指さした先には……

　背に十二枚の羽を生やしたドデカい美少女フィギュア？　が、威い風ふう堂どう々どうと展示されている。

「等身大キャラクタードール『１／１創生神エミリー』よ！」

「おまえと同じ名前じゃねえか！　見た目もそっくりだし！」

「わたし自身がモデルだもの！」

「やはりか！　やっぱりそうか！　知ってたよ！　聞くのが怖くて黙だまってたけれども作者本人が自白したからいま文句言うぜ！　このエミリー神とかいうキャラが初登場したとき、全力でお茶噴ふき出しちゃったじゃねえかどうしてくれる！」

　怒りのツッコミを放った俺に対し、エルフは胸を張って返事をする。

「それほど感かん激げきしてもらえたなら、書いた甲か斐いがあったわ」

「そうじゃなくて！」

「……神こう々ごうしい裸身でしょう？　まばゆいほどに美しい羽でしょう？　くふふふ──崇すう拝はいしてもいいのよ？」

　聞いちゃいねえ。

　俺は、等身大美少女フィギュア（半裸）を眺め、諦てい観かんの溜ため息いきを吐く。

「……あのさあ。……己おのれ自身を作中に神として降こう臨りんさせちゃうのって、クリエイターの最終形態のひとつだと思うんだ」

　なかなかできることじゃないよ。

　少なくとも俺にはできない。

　ってか、まともな神経持ってたら、恥ずかしくって無理無理無理無理。

　こんな真似まねができるやつは、俺の知る限りでも、偉大なるスーパークリエイターの中に、ポツリポツリといるくらいである。

　茶化し抜きで。

　俺が山やま田だエルフ先生を、本気ですごい作家だと思うのは、こういうところだ。

「『ダークエルフ』のアニメ第二期があったら、当然、創生神の声優はわたしだから」

「ラスボス級メインキャラの声優が原作者とか、前ぜん代だい未み聞もんじゃねーか」

「そうでしょ！　いまから練習してるのよ！」

　エルフは嬉うれしそうに言うけれども、むちゃくちゃコメントに困る。

　うまくいくわけねえだろという本音と、こいつならもしかして本当に成功させてしまうんじゃないかという戦せん慄りつまじりの期待が、胸の中で渦巻いていた。

「ところでこの等身大人形って、エルフがモデルってことは……」

　俺は腰を折り、人形の胸元にぐっと顔を近づけて、１／１創生神エミリーを見る。

「どこまで精巧に、」

　言いかけたところで、ガッ！　と下がっていた額ひたいに肘ひじ鉄てつを食らった。

「痛いってえ!?」

「こ、このドスケベ！　そんな近くでマジマジと見ないで頂ちよう戴だい！」

「堂々と飾ってあるくせに、なんて言い草だ！」

　頭を押さえて文句を言うと、エルフは真っ赤な顔で大声を出す。

「あんたがイヤらしい目で見るから、恥ずかしくなっちゃったんでしょうが！　バカ！」

「バカはおまえだ！　そんなもん造る前に気づけや！」

　俺とエルフは、フィギュアたちが見守る前で、言い争いを続けるのであった。

　さて。

〝異世界展示場フアンタジツクギヤラリー〟──まずはフィギュア棚付近の描写をさせてもらったわけだが。

　まだ終わりじゃないんだ。

「なぁ……エルフ……さっきからずっと気になってたんだが……アレって」

　今度は俺が、部屋の中心付近を指さした。

「あぁ……アレね。近くで見てみる？」

「ぜひ！」

　俺は、やや興こう奮ふん気味に喰くいつく。

「ふーん、男ってこういうの好きよねー」

　エルフは、絢けん爛らんな台座から〝それ〟を抜き放ち、かるーい感じに、「はいどーぞ」と、渡してくる。俺は、それを慎重な手つきで受け取った。

「おお……重い！　ちゃんと金属でできてるんだな……！」

「本格的でしょ。イベントのときに造ってもらった、〝魔ま剣けんレッドソード〟の模造剣よ」

〝魔剣レッドソード〟ってのは、『爆ばく炎えんのダークエルフ』作中に登場する（エルフが付けたにしてはシンプルな名称の）武器である。

　形状は、フランベルジェ。禍まが々まがしく波打つ刀身を持つ、赤黒い片手剣だ。

　原作では、主人公のライバルであるイケメンダークナイトさんが、黒炎を刀身にまとわせて戦うのだが、さすがにそれは再現されていない──にしても、カッコいい！

「あーくそ、いいなぁ、コレ！　いいなぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　俺は、魔ま剣けんを天高く掲げ、羨せん望ぼうの眼まな差ざしで煌きらめく刀身を凝ぎよう視しする。

　そんな俺を、エルフは、やや当惑した様子で眺めている。

「なんか、気に入ったみたいね？　でもさぁ、わたしそっくりの、神こう々ごうしい等身大半裸フィギュアよりも、魔剣に興きよう味み津しん々しんですって……？　ちょっと納得いかないんですけど？」

「当たり前だろ！　男の子なんだから！　大好きなんだよ！　剣とか銃とか、そういうのが！　つかっ、逆におまえの中で、『等身大フィギュア〉〉〉〉〉〉魔剣』になってるっポイことが理解できない！　バトル小説書きにとって永遠の夢だろうが!!　自著の武器が模造とはいえ、現実世界で再現されるんだぞ！　超すごいことじゃねえか！」

「いや、アンタなんでそんなにキレ気味なのよ」

「わからないのか！　この溢あふれるロマンが！　たとえば！　模造剣〝王竜剣カジャクト〟だとか、模造刀〝贄にえ殿とのの遮しや那な〟だとか、模造杖じよう〝スタッフ・オブ・アインズ・ウール・ゴウン〟だとか、そういう自著に出てくる模造武器をメチャクチャリアルに製作してもらったとしてだ！　もしも俺が作者だったなら、泣いて喜ぶところだぞ！　嬉うれしさのあまり、ここから荒あら川かわまで全力疾走して川に飛び込むところだぞ！　それを……おまえってやつは！　なんなの!?」

「デート中に、女の子を差し置いて、武器に夢中になってるアンタがなんなのよ？」

「……………………申し訳ありません」

　ぐうの音ねも出ない正論であった。

「ま、まぁ……そのくらいに、この剣は、素晴らしいものだってことだ」

「……強引にまとめたわね。いいけどさ。ってか、そんなに気に入ったならあげるわよ？」

「……正直欲しいが、もらうわけにはいかない」

「なんで？」

「この剣は、ここにあるべきだからだ」

　俺は真顔で言った。他のやつ、たとえば学校の友達とかが聞いていたら、たかがグッズで──と、笑ったかもしれない。

　エルフは笑わなかった。

「そうね、わたしらしからぬ失言だったわ」

「おう」

　笑わないエルフを見て、俺は笑った。

「俺もいつか人気作品を書いて、カッコいい模造武器を造ってもらうぜ！」

「現代ラブコメシリーズを書いているうちは無理だけどね」

「あああ！　そうだったあー！」

　エルフの的確なツッコミに、俺は頭を抱えて天を仰あおぐ。

「くそ[image: ～][image: ～][image: ～]っ、バトルなし小説には、それがあるんだよなあ！　男の子としては最大のデメリットだぜ！　かっこいい剣も銃も『世界妹セカイモ』には出てこねえし、スパロボにも出演できん！」

「……あんたの書く小説に、ロボなんて出てきたことないじゃない」

「あああ、俺も自著のキャラをシャ●と会話させたかった！　アニメ化したら、バリバリ動いて戦うＯＰを作ってもらいたかった……！　ツイッターで、原作者みずからアニメ実況をして、原作未読組からネタバレすんなって怒られつつ、バトルシーンの設定解説をしたかったよおおぉぉおおぉおぉ！」

　魂たましいの慟どう哭こくであった。

「また書けばいいじゃない、バトルはバトルで、新作をさあ」

「そうだな……そうだな！」

　いまは『世界妹』に集中したいから無理だけど、いつかはまたバトルもののラノベを書いてみたい。

「それにラブコメだって、グッズ展開捨てたもんじゃないわよ。かわいい系のグッズは、バトルメインの作品よりも強いしね。わたしの『ダークエルフ』は、神が造りし別格の作品だから例外として──こんなギャラリーを作れるくらいたくさんのフィギュアが発売されるのは、やっぱり純ラブコメならではのメリットでしょ」

「フィギュア化ねぇ……正直、あんまり興きよう味みないんだけど……」

　俺に限らず。

　よーし、俺、自分の考えた美少女をフィギュア化するためにラノベ作家になっちゃうぞーっていうやつは、そんなにいないと思うのだ。……あんまりピンとこないというか、実際に商品化されたとして、自分が嬉うれしいと思うかどうか、よくわからない。

「そういうやつほどハマるんだって！　想像してみなさい。あんたが書いた、自慢の超かわいいヒロインが、何種類も立体化されて、ファンたちの手元に届く光景を……」

「ムウ……それは、ちょっと嬉しいかも……」

　俺は腕を組み、エルフの言うとおりに想像してみる。

「ゲームセンターに行ったら、和泉いずみマサムネ作品の妹ヒロインたちが、クレーンゲームにズラリと並んでいたりして」

「ほうほう……そりゃ壮そう観かんかもしれん」

「当然原作者には、サンプルとしてフィギュアの現物が届くわけ。中には、マニア垂すい涎ぜん、非売品のレアものも含まれるわ」

「おお……そう聞くと、すごいことなのかもって思えてくるな」

「でしょう。わたしのように素敵なギャラリーを作って、飾ったら──楽しいと思わない？」

　俺は、ちらりと周囲を見る。壁へき面めんに並ぶフィギュア棚。

　様々なポーズのヒーローたち、ヒロインたち、このすべてが、和泉マサムネ作品のキャラクターだったとしたら？

　それは俺にとって……模造剣に匹敵する、宝物のような光景ではないか？

「……そう……だな……。楽しい……かもな」

「まあ、やっぱり、現物を見なきゃよね」

　そういうこと。実際に体験してみないと、こればかりはわかるまい。

　エルフは、ニィ、とキバを剝むくようにして笑う。

「『世界妹セカイモ』で、創生神エミリーちゃんのような、等身大美少女フィギュアが発売されたら、今度はあんたが、わたしに自慢して頂ちよう戴だい」

「そうするよ。……でも、等身大となると飾る場所がなぁ……親の部屋はなるべくいじりたくないし……紗さ霧ぎりの部屋には、自由に出入りできないし……ううん」

　悩める俺に、エルフは言った。

「玄関に置いたら？」

「京きよう香かさんが目もく撃げきして家族会議ルート確定じゃねえか！」

　その光景が容易に想像できちまうよ！

「じゃあ、自分の部屋に飾るしかないわね」

「……さすがに等身大は無理だな。いずれにせよ、捕らぬ狸たぬきのなんとやらだ。そんな贅ぜい沢たくな悩みができるように、いまはがんばるさ」

「そうしなさい。さっ、次に行くわよ！」

　家の中で、疑似遊園地デートなんて、どうなることやらと思ったが、なんだかんだで、楽しい一時を過ごす俺たちであった。

　まあ、それはきっと……

　ただ普通にお喋しやべりしているだけでも盛り上がれる相手と、一緒だからだろう。




〝異世界展示場フアンタジツクギヤラリー〟を出た俺たちは、階段を上って二階へと向かう。

　到達した先の扉を片手で示し、エルフが言った。

「ここは、〝美少女幻影館メモリアルシアター〟よ！」

「山やま田だエルフ先生の仕事部屋じゃないか」

「うっさいわね、今日だけは〝美少女幻影館メモリアルシアター〟なのよ。いいからさっさと入りましょう、ホラ」

　ぐいぐいと俺の腕を引いて、エルフは〝美少女幻影館メモリアルシアター〟とやらに入っていく。

　俺は、室内を見回して感想を述べる。

「……なんか、がらんとしてるな。パソコンデスクとかもないし……どこやったの？」

「ああ、邪じや魔まだからどかしたわ」

　大切な仕事道具を、邪魔だからどかしたと申したか！　ったく、本当にこいつは……

「それで……この部屋のどこらへんが〝美少女幻影館メモリアルシアター〟で──そもそもどういう趣旨のアトラクションなわけ？」

　俺の問いを受けたエルフは、部屋の中央にポツンと置かれた丸まる椅い子すを指で示した。

　丸椅子の上には、一眼レフカメラが載のっている。知ってるぞ、アレ高いやつだ。

「ずばり、あのカメラで『美少女を撮さつ影えい』するのよ。二人で遊園地へとやってきた記念にね」

「なるほど」

「もちろんカメラマンはあんたよ。──わかっているわね？」

「よしきた！」

　すべてを理解した俺は、はりきってカメラを手に取る。

「珍しくノリノリじゃないマサムネ！　カメラの使い方はわかる？」

「大丈夫だ。家に同じタイプ（旧型）のがあるし、取材で使ったりもするから」

　俺は、ぎこちない手つきながらもカメラを調整し、レンズを『被写体の美少女』へと向けた。

「いくぜっ！」

　気合一いつ閃せん、シャッターを切る。パシャ、パシャパシャ！

「ちょっと」

「イイヨイイヨー、もう一枚！」

　パシャパシャ！

「ちょっと！」

　エルフの大声とともに、ファインダーが暗くなった。彼女が手でふさいだからだ。

　楽しく撮影をしていた俺は、抗こう議ぎの意図を込めて不ふ機き嫌げんな声を出した。

「なんだよ」

「なんだよじゃない！　あんた、どこ撮とってんのよ！」

「ベランダ越しに見える紗さ霧ぎり」

「わたしを撮りなさいよ！」

「だって『美少女を撮影』しろっていうから……」

「いるでしょ！　わざわざ向こうの部屋を覗のぞかなくったって、すぐそばに超級の美少女が！」

「……確かにエルフはかわいい」

　こうやって怒ってる顔もな。

「なっ、なによ……いきなり褒ほめて」

「だが！　『妹が無防備にベッドの上でごろごろしている構図』には勝てん！」

　俺は、握にぎり拳こぶしで言い放った。

　エルフは無言でカーテンを閉めた。

「あっ、なにすんだ！」

「本人の許可なしの撮影はマナー違反よ。ほら、データ消すから、貸しなさい」

「…………クッ……そ、そうだな。せっかく超かわいく撮れたのに……という思いはあるが！　……エルフの言うとおりだ」

　俺は、馬ば謖しよくを処断する諸しよ葛かつ孔こう明めいのごとく、苦渋に満ちた顔でカメラを渡し、

「さあ、消すがいい！」

「……大げさなやつね。はい消したわ」

　ああ……消えちゃった。

「さ、改めて」

　エルフは再び俺にカメラを手渡し、モデルのようなポーズを決めた。

「──撮とって頂ちよう戴だい。今度こそ、超級美少女売れっ子作家であるこのわたしをね」

「なぁ」

「なによ？」

「これって、エルフが遊園地でやりたかったこととか、行きたかったところを再現しようとしてるんだよな」

「ええ、そうよ」

　さっきの〝異世界展示場フアンタジツクギヤラリー〟は、『山やま田だエルフ展』──ごく小規模なテーマパークといえなくもないし、この〝美少女幻影館フアンタジツクギヤラリー〟は、たぶん……。

「そうか。なら、一緒に撮ろうぜ──」

「えっ？」

　意表を衝つかれたように、目を大きくするエルフ。

　俺は、カメラを顔の位置まで上げて、悪戯いたずらっぽく笑う。

　彼女がいつも、俺に対してそうするようにだ。




「──『記念撮影』、なんだからさ」




「………………」

　驚おどろいた様子のエルフだったが、すぐに調子を取り戻し、くふふっ──と笑い返す。

「マサムネのくせにっ、たまには気の利きいたことを言えるんじゃない！　そうよね！　遊園地デートといったら、『記念撮影』に決まってるわよね！」

　照れくさそうにニヤついて、嬉うれしそうにしている。

「へぇ～っ、あんた、そんなにわたしとツーショットで写真撮りたいんだ？」

「ああ、おまえさえよかったら」

「しょーがないわねぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、あんたがそんなに望むのなら、撮りましょ♪」

　エルフは弾はずむような足取りで、俺の隣となりに並び、腕を絡めてくる。

「ちょ、ち、近いっての！」

「わ、わたしだって恥ずかしいんだから我慢しなさいよ！」

「てか、カメラが重くて片手じゃ撮れない！　三脚出してくれ三脚！」

「もう、段取り悪いわね。あ！　そうだ！　せっかくだから、コスプレして撮とりましょうよコスプレ！」

「こ、コスプレ!?」

「そう！　さっき〝異世界展示場フアンタジツクギヤラリー〟にあったでしょ！」

「あ、ああ……確かにあったな。でも──」

「やりましょうよ！　コスプレ撮さつ影えい！　いいでしょう？　ねっ？　ねっ？」

　甘えるような上目づかいで、俺を見るエルフ。

「……………………」

　断れないよな。こんなふうに頼まれたらさ。

　け、決して！　エルフのかわいいおねだりに惑まどわされたわけじゃないぞ！

「わかった。じゃ──着替えるかっ！」

「そうこなくっちゃ！」




　こうして──




　俺たちは、二人の提案を合わせる形で、『コスプレ記念撮影』をしたのであった。

　仲良くツーショットで写っているものだけでなく。

　ノリで、原作再現シーンなんかもやっちゃったりして。

〝エルフの弓使い〟が〝魔ま剣けん使つかいの黒くろ騎き士し〟に挑いどみかかっている、『爆ばく炎えんのダークエルフ』のＯＰ再現写真。それをカメラから直接見せてもらった俺は、顔を熱くして言ったものだ。

「……エルフ。……この写真、他のやつに見せるのはやめてくれよ？」

「なんで？　みんなに自慢しちゃだめ？」

「絶対ダメだ！　恥ずかしくて死んでしまう！」

「なーにいまさら照れんのよ～！　さっきはあんなにノリノリで必殺技やってたくせに！」

「マジでやめて！　ぐっ……ま、まさか作家デビュー四年目にして、新たな黒歴史を刻んでしまうとは……！」

「──でも、楽しかったでしょ？」

「──────」

　かぶりを振って悶もだえていた俺は、「はっ」と、諦あきらめの息を吐いて、ヤケクソまじりに言った。




「超楽しかったぜ！」

「わたしもよ！」




　ぷっ、と、どちらからともなく笑いが漏もれる。

　そして。

　エルフの仕事場──ではなく、〝美少女幻影館メモリアルシアター〟に、大きな笑い声が響ひびき渡った。




「次はランチよ！」

　コスプレ写真撮影が終わると、俺たちはリビングではなく庭で食事を摂とる。

　メニューは、具だくさんのサンドイッチ。

「さすがに美味うまいな。あち、あち」

　アツアツのチキンが挟まったパンを、口いっぱいに頰ほお張ばって食す俺を見て、エルフがくすくすと笑った。

「作りたてなのは、まぁ、大目に見て頂ちよう戴だい。そこは再現度よりも味を優先したわ」

「大正解だ」

　遊園地デートだったなら、現地でこの熱々サンドイッチは食べられなかったわけだからな。

「これもアレか？　アトラクション？」

「そうね──〝妖精の花壇エルフインガーデン〟ってとこかしら」

　エルフは、綺き麗れいに整えられた花か壇だんを見回して言う。

　以前は殺風景だった庭には、春の花々や、ハーブのプランターが並んでいた。

「ほら、マサムネ。次はこっちのサンドイッチも食べて頂戴」

　あっという間にチキンサンドを食べ終えた俺に、エルフが新しいサンドを手渡してくる。

　今度の具材は、チーズにトマト、バジルだろうか？

「さんきゅ。あ、もしかして、このサンドイッチに挟んであるバジルって、おまえが栽培したやつだったり？」

「本当はそうしたかったんだけれどね」

　プランターを見て「あれはまだ早いの」とエルフ。

「七月ごろになったら収しゆう穫かくするから、そうしたら改めて食事会に招くわ」

「そりゃ楽しみだ」

「食べられるやつも、もう少し種類増やしたいのよね」

　彼女は、手ずから育てたプランターを眺め、嬉うれしそうににやつく。

　……多趣味なやつだ。

「ところで、今日のおまえ、かたくなに俺をリビングに入れようとはしないよな」

　今朝もそうだし、さっきも、リビングで食事をするとばかり思っていた俺を、エルフは庭へと連れ出したのだ。もちろん、どっちのときも、ちゃんとした理由はあったわけだが……

　はたしてエルフは、我が意を得たりとばかりに口こう端たんを持ち上げた。

「今日のあんた、いいところに目をつけるわね。ラノベ主人公という称号を返上したのかしら？」

「もとよりそんな称号を受けた覚えはねえよ。──リビングになんかあんのか？」

「もう半分くらいバレているようだから、そのぶんは明かすけれど、いまクリスタルパレスのリビングは、『アトラクション巡り』の一いつ環かんとして改装済みなの」

「つまり、〝異世界展示場フアンタジツクギヤラリー〟とか〝美少女幻影館メモリアルシアター〟とか、そういうのになってるってこと？」

「そうよ。名前はまだ秘密」

「ふうん、行ってみてのお楽しみか」




　そのあと、二つほどのアトラクションを巡ると、ちょうど三時になった。

「そろそろ、お茶にしましょうか」

　そう言ったエルフが、俺を通したのは、件くだんのリビング。

　俺がひそかに予想していたとおり、リビングは〝カフェ〟になっていた──のだが。

「な、なんだこりゃ！」

「名付けて、〝和風きっさ和泉いずみ〟というところかしら」

「なんで俺の苗みよう字じを──じゃなくて！　普段のリビングが跡形もないじゃないか！」

　ソファは、座布団に変わり、ローテーブルは趣おもむきのある漆うるし塗ぬりへと変わり、壁かべには簾すだれがかかっており、蛍光灯は提ちよう灯ちん風。

　家具総とっかえである。

　いつもの洋風家具は、影かげも形もない。

「苦労したのよ！　今日のためだけに準備したの！　昨日アルミちゃんにも手伝ってもらってね！」

「やりすぎだ！　ってかそんな裏エピソードまで聞かされて──俺はどんなリアクションをすりゃいいんだ？」

「存分に驚おどろいて、喜んで頂ちよう戴だい。この内装も、お菓子も、あんたを楽しませるために準備したんだから」

「……………………」

　とりあえず、ものすごい歓かん待たいを受けているのは伝わってきたよ。存分にな。

　エルフは変わり果てたリビングを進み、上かみ座ざを示す。

「さ……マサムネ、そこに座って頂戴」

「こうか？」

「そうそう、ちょっと待ってなさいね」

　ぱたぱたとキッチンへと早足で歩いて行くエルフ。彼女は、ほどなくお盆を持って戻ってきた。お茶とお菓子を、手て際ぎわ良よくローテーブルに並べていく。

　エルフは、よくクッキーやケーキなど手作りのお菓子や紅茶を振る舞まってくれるのだが、今日のメニューはいつもとは一風変わっていた。

　玉ぎよく露ろの香りが、ふわりと漂ただよう。

「飲むまでもなく超高そうなお茶に……こっちはなんだ？　ロールケーキ……じゃなくて、」

「いちご大福よ。わたし好みに、形を整えてみたの。かわいいでしょ」

「へえ……上手うまいもんだな」

　ぱく、と、まるでケーキのように整えられたいちご大福を、串で食べる。

　当然のように、味もいい。和菓子には一いつ家か言げんあるこの俺が、瞬しゆん時じに認めるほどのものだ。

「うん、美味おいしい。おまえ、和菓子も作れたんだ？」

「ま、まぁね。あんたが好きみたいだから……あんたのお母さんの料理番組をビデオで見て……練習したのよ。あんたが好きみたいだからね」

　しつこいなオイ。

「マサムネ？　もっと褒ほめてもいいのよ？　このわたしの気き遣づかいと、熱い想おもいを」

「ありがとよ！」

　自分で言うからなこいつ。

　ちなみに、エルフが口にした『あんたのお母さん』というのは、紗さ霧ぎりの母親──俺が〝母さん〟と呼んでいる人ではない。俺が〝お袋〟と呼んでいる実母のことだ。

　前にも話したかもしれないが。お袋は、生前、料理の先生をやっていたのである。

「……なんか、懐なつかしい味がすると思ったら。これ、お袋の味付けに似てるんだ」

　いちご大福なんて初めて食べたのに……わかるもんだな。

「ちゃんと懐かしい味……に、なってる？」

「ああ、なってる。……まぁ、お袋のいちご大福なんて、実は食べたことないんだけどさ。きっと、お袋が作ったら、こんな味になるんだろうなって……素直にそう思った」

「……そう。なら、よかったわ。えと、ほら、あの」

　珍しくエルフが、話し辛づらそうにしている。きっとデリケートな話題だからだろう。

「気にしないで、普通に話せばいいよ。もう何年も前の話だし、平気だ」

「そお？　なら、遠えん慮りよなく言うけど……日本には、『お袋の味』って言葉があるじゃない？」

「あるな」

「あれ、素敵な考え方よね。……うちの両親は、自分で料理をしない人たちだったから……わたしには、『お袋の味』なんてものはないのよ。亡くなったお父様と、一緒に食事をした思い出はあるけれど……味自体に思い入れはないの。でも、あんたは、違うんじゃない？」

「ああ。うちは、逆かな。お袋との思い出は、ほとんど料理ばっかりだよ」

「そうでしょう？　だから……」

　エルフは、『もしかしたら怒られるかも』みたいな表情で言う。

「……わたしが、あんたの『思い出の味』を再現してあげたら……喜ぶかな、って、思ったのよ。……どう、かしら？」

　なんて顔で聞くんだよ。そんなの、怒るわけねーだろ。

「……いや、ほんと、懐なつかしいよ。忘れてたことまで、色々思い出した」

　家族全員で食卓を囲み、お袋の作った料理を、みんなで食べる光景。

　休日になると、お袋は、料理の豆知識なんかを、俺に語って聞かせてくれたっけ。

　親父おやじとふたりきりになってからは、お袋が出てる昔の番組ビデオを見ながら料理の練習をしたんだ。

「気に入ってもらえたなら、よかったわ」

「そ、そか。さんきゅ」

　妙なくすぐったさを感じながら、礼を述べる。

「どういたしまして。……ほんとは、和菓子じゃなくて、食事の献立にしようと思ってたんだけど」

「レシピどおりにしても、『お袋の味』にならないんだよな」

「あ、自分でも試してみたのね。わたしは実食したことがないから違いなんてわからないけれど、番組ビデオであんたのお母さんが言ってたわ──『我が家では、ちょっと味を変えるんですよー』って。きっと自宅では、家族の好みに合わせて作っていたのね」

　料理番組で教えるのは、万人向けの味付けで。

　全国のお母さんたちが、簡かん単たんに作れるレシピ。

　お袋が、和泉いずみ家けで作っていた料理とは違うのだ。

「だから俺は、『お袋の味』をもう一生食べられない……って、諦あきらめてたんだけど」

「あんたが食べたことのない『お母さんのメニュー』なら、いまのわたしでも、ある程度あんたの舌をごまかせるようね」

　お袋は、番組中に息子の話をよくしていたので、エルフも『和泉マサムネが食べたことのないメニュー』に当てをつけることができたのだろう。

「ごまかせるっていうか、ちゃんと懐かしい味になってたよ。あぁ、お袋ってこういう味付けするよなーってさ」

　フォローではなく本心で言った台詞せりふだったが、エルフは納得していないようだ。

　真剣な顔で目を細め、

「……正直、悔しいわ。……いまは無理だけど、そのうち『和泉家の味』を完全再現してみせるから、舌を洗って待ってなさい」

「はは、なんだその台詞」

　本気で悔しそうなエルフの表情も相まって、ちょっと笑っちまったじゃないか。

「でも、そんなことがもしもできるなら……ぜひ頼む」

　もう二度と食べることのできない、思い出の味。

　お袋の味。

「任せなさい！　必ずこのわたしが、もう一度食べさせてあげるわ！」

　エルフは自信満々に請うけ合ってくれた。

「おう……な、なんか、張り切ってるな」

　どうしたんだ。

「フッ、私は常に全力で勝負に臨のぞんでいるだけ。死者であろうと容赦はしないのよ」

　よくわからないがカッコいい台詞せりふだった。

　張り切っているというよりは、張り合っているというか。

　彼女はこほんと咳せき払ばらいをひとつ。

　落ち着いた所作でお茶を飲み、それから顔を上げ、言う。

「……それはそれとして、演出でごまかした感はあるけれど、この〝和風きっさ和泉いずみ〟が、今日のわたしの限界よ。……楽しみましょう、ふたりで」

「もちろんだ」

　俺は頷うなずく。

　それにしても……今日は、元々『俺からエルフへのホワイトデーのお返し』をやり直すための日だったはずなのに、エルフが俺を歓かん待たいするみたいになっちゃっているな。

　これはよくない。

　俺も彼女を見習って、ちゃんと張り合わなくては。

「……ところでさ。俺からも、エルフに渡すものがあるんだ」

「あら、なに？」

「これなんだけどさ」

　俺は、持参したバッグから、携帯ゲームのソフトを取り出した。

「──あ！　それって先月発売の……」

「念のために聞くけど……おまえ、まだ買ってないよな」

「え、ええ、アニメの仕事の残りが忙しくって、ようやく昨日終わったトコ──って、なんで知ってるの？」

「ツイッターでそう書いてたじゃん、この仕事が終わったら絶対買うってさ。だから、おまえへのプレゼントにはちょうどいいかなって………………思った、んだけど……」

　段々と声が小さくなっていくのは、エルフが目を見開いたまま黙だまってしまったからだ。

　あれ？　なんか、まずったか？

「……………………………………」

「…………え、エルフ？」

「──────こ、これ……わたしに？」

「だからそうだって。俺からエルフへの、プレゼント」

　俺は、両手でゲームソフトを差し出して、

「いつもお世話になってます」

「は、はいっ！」

　エルフはまだ混乱が残っている様子で、ゲームソフトのパッケージを受け取ってくれた。

　そんな彼女に向かって、俺は心からねぎらいの言葉をかける。

「アニメ、お疲れさま」

「う、うん。……ありがと」

　少しずつ状況を把握してきたのか、エルフがようやくほのかに笑顔を見せる。

　にひ、とからかうようにキバを見せて、

「ってかアンタ、わたしのツイート毎日チェックしてたわけ～？　にひひひ、キモーイ！」

「だ、だってプレゼントしたのに持ってるってなったらイヤだろ！」

　真っ赤になって言い訳をする俺を、エルフはまっすぐ見つめ、素直に言う。

「でも、嬉うれしいわ」

「ふ、ふん、そりゃよかった」

　俺は照れ隠しに「ごほん！」と咳せき払ばらいをした。

「えっと、それでさ！」

　俺はバッグから、自分の携帯ゲーム機を取り出した。

「俺も同じソフトを買ったんだ！　今度一緒にやろうぜ！」

「いまよ」

「えっ？」

「いますぐやりましょう！　ちょっと待ってなさい！　わたしもゲーム機取ってくるから！」

　いつもの調子に戻って、嬉しそうに声を張り上げるエルフ。

　どうやら俺のプレゼントは、今日の彼女に一いつ矢し報むくいることができたらしい。




　和風に様変わりしたリビングにて、俺たちはしばしゲームをして遊んだ。

　それも一段落し、いまは休きゆう憩けい中ちゆう。

　対面に座っていたエルフが、俺のすぐ隣となりへとやってくる。

「ねぇ、マサムネ」

「……どうしたエルフ」

「さっきの話の続きだけど……」

　彼女は座布団の上で正座をし、きゅ、と膝ひざをすぼめて居住まいを正す。

「な、なに」

「わたしと結婚したら、あんたの好きな物を、なんでも毎日作ってあげるわよ？」

「───は？」





　──あんた、わたしのお婿むこさん候補だから。






　エルフから、逆プロポーズめいた宣言をされたときのことを、思い出した。

「け、けっこ……って！」

　驚おどろく俺の目を見て、エルフが囁ささやく。

「毎日あんたの好きな服を着てあげるし、家計を預かる奥様から、旦だん那な様へのお小こ遣づかいは………………そうね……毎月百万円くらいでどう？」

　多っ!?　じゃ、じゃなくて！

「と、突然なに言ってんの？」

「自己ＰＲよ、自己ＰＲ──ふふふ。もちろん家事はぜんぶわたしがやってあげるし、欲しいものはお小遣いとは別に、なんでも買ってあげるわよ。自由な時間も尊重するし、仕事がしたいなら好きにさせてあげる」

「それ絶対女の子の自己ＰＲじゃねえだろ！」

　婚活男の女性への口く説どき文もん句くだ！

「そうかしら？　じゃあ……こういうのはどう？」

「……おい、だから近いって」

　エルフは、さらに顔を近づけてくる。吐と息いきがかかるほどの距きよ離りだ。

[image: ]

「結婚したら……あんたと、わたしと、紗さ霧ぎりと──三人で、仲なか睦むつまじく暮らすの。……みんなで乗れるくらいに大きな車を買いましょう。いつか、あの子の引きこもりが治ったら、わたしの運転で旅行に行くのよ。温泉、海、スキー、お花見にお祭りに……想像しただけでわくわくするでしょう？　一緒に暮らすようになったら、クリスタルパレスはリフォームして、夫婦の作品ギャラリーにするのもいいわね。廊下から部屋から、ずらりとグッズを展示して、見せびらかすのよ」

　エルフの語る結婚生活は、あまりにも具体的で。

　さらに今日巡ってきたアトラクションが、すべて伏線のようになっていて──

　つい、その幸福な日々を、想像してしまう。

「どうかしら？」

「……そんな毎日だったら……さみしくない、かもな」

「でしょ！　ぐらっとした？」

「……べ、別に」

「そ、そう……」

　彼女の整った顔が、すぐ目の前にある。青い瞳ひとみが、俺の瞳をまっすぐに見つめている。

「………………」

　な、なんだ、今日のこいつは……。いつもよりさらに積極的というか、なんというか。

　ゾクゾクする──

「っておい！　俺の太ももにソッと手を置くんじゃない!?」

「あ、ほんとに効きくのねコレ」

「誰だおまえにそんなろくでもないコト教えたやつ！　さてはめぐみだろ！」

　キャバ嬢じようの手口かな!?

「まあそうなんだけど……くふふ、マサムネ……顔、真っ赤よ？」

「当たり前だ！　そんなん効くに決まってんだろ!?　健全な男子高校生なんだぞ！」

　俺の激はげしい反応に、エルフはぱちくりと瞬まばたきする。

「ふ、ふーん、そんなになんだ。……コレ、やってる方は、別に恥ずかしくないんだけど、意外な事実。アホらしいと思ったけど、やってみるもんね……今日のひとつめの収しゆう穫かくだわ」

「だからエロい感じにさすさす動かすのをやめろ！」

　俺は座ったまま、エルフから距きよ離りを取らんと試みる。

　すると、ニヤリと面おも白しろそうに口を歪ゆがめたエルフが、離はなれたぶん以上に近づいてくる。

　たちまち俺は、追い詰められてしまう。

「ちょっと、逃げないで頂ちよう戴だい」

「断る」

「わたしの取材に協力すると言ったでしょう」

「こ、この状況が取材だってのか？」

「そうそう、取材取材」

　なんか、海でもやったなこんなやり取り。

　それでクリス兄貴の目前で、妹に粘液ローシヨンプレイをするという苦境に陥おちいったのだ。

「観かん覧らん車しやで、へたれ主人公が肉食系ヒロインに猛アプローチされるシーンの取材なの。くふふふ、だからマサムネ……大人しくわたしの餌食になりなさい！」

「おまえのファンタジー小説のどこに観覧車が出てくるのか言ってみろや！」

　俺は、肉にく食しよく獣じゆうと化して襲おそい来るエルフから身をかわし、アクロバティックな動きで、座布団から転がり落ちる。立ち上がり、エロい感触を振り払うように、手で太ももを叩たたく。

「そ、そもそも『爆ばく炎えんのダークエルフ』の取材で、遊園地デートというのがおかしい！」

「いまさらなに言ってんの。もしもこれがラノベだったなら、読者は、１７１ページ14行目で山やま田だエルフちゃんの台詞せりふに傍ぼう点てんルビが振られていた時点で、その違和感に気づいているわよ」

「メタな言動はやめろ。……そういえば、さっき新作がどーのと言ってたな。アレ、てことは、もしかして──」

「そう」

　エルフは頷うなずき、あっさりと言った。

「わたし、新しく、現代もののラブコメシリーズを立ち上げることにしたわ」

「うえぇえっ!?」

　俺は、めちゃくちゃビックリして、大声を出してしまう。

「いまやってる『爆炎のダークエルフ』はどうするんだ!?　ま、まさかっ！」

「やめないわよ。『ダークエルフ』も、もちろんいままでどおり続けるけれど、それとは別に、新シリーズを書くことにしたの」

「な、なんで？　おまえって、別にそこまで書くの早くないよな？　この前アニメが終わってオワコンとか言ってたけど、二十万部発行してすぐに重版もされてるわけだし、アニメ二期間違いなしレベルの大ヒット作品があるのに──もしもこれで新作までヒットして、『ダークエルフ』二期とアニメ化が重なったり連続したりしたら、仕事量がえらいことになるぞ！　今度こそ死ぬぞ！　マジでっ！　なんでわざわざこのタイミングで新シリーズを始めるんだよ！」

　本当にわからなかったので、早口で問いただしてしまった。

　エルフは不敵に胸を張って、端たん的てきに回答した。

「書きたくなったから」

「………………………そか」

　俺は、しばしその答えを吟ぎん味みし、こう言った。

「書きたくなっちゃったんなら……しょうがねーな」

　大変だろうが、タイミングが悪かろうが、書くしかない。

　だって書きたいんだから。面おも白しろい話を、思いついちゃったんだから。

　ムラマサ先せん輩ぱいんときとおんなじだ。

『新作を書くことにした。何故なぜなら、書きたくなったから』

　もっともらしい理由をたくさん並べられるよりも、俺にとっては、よっぽど納得できる理由だった。きっと面おも白しろい作品ができるとも思った。

「そ。しょーがねーのよ」

　エルフは座布団に座り直し、ぱんぱんと自分の隣となりを掌てのひらで叩たたく。

『話してやるから、座りなさい』というジェスチャー。

　俺は、改めて、彼女の隣に腰を下ろし、問う。

「現代物だって？」

「うん、現代物で、バトルなしの、ラブコメ。ちょいシリアス多めのヤツ」

「へえ……なんか、そういうの書きたくなった理由とか、あんの？」

「…………」

「なに？」

「なんでも」

　謎なぞめいた笑みを浮かべるエルフ。彼女は、ごまかすように話題を変える。

「それより……わたしばっかり取材させてもらうのもなんだから、次はあんたの番にしましょう」

「俺の番？」

　俺が彼女の意図をつかみかねていると、エルフは得意げに俺を流し見て、

「あんたがいま書いているのは、妹モノのラブコメよね。当然、超ウルトラグレートシスコンラノベ作家であるあんたは、自分が妹と一緒にやりたいことなんかを書きたがるわけよ。それが一番面白くなるって、理屈じゃなくわきまえているからこそね」

「ま、まぁ、そうかもな」

　改めて言われると、メッチャ恥ずかしい。

　自分が妹と一緒にやりたいことを、面白おかしくラブコメ仕立てにして書き綴つづり、よりにもよって妹本人に読ませて、挿さし絵えを描かいてもらっている。

　エルフが俺に指摘したのは、ようはそういうことなのだから。

　し、仕方ないんだよ！　エルフも言ってたけど、そうするのが一番面白くなる書き方なんだから！　妹に取材と称して色々（ときにはちょっぴりえっちなお願いも）しちゃうのも、作品のためなんだよ！　作家生命を懸かけて誓ちかうので、どうか信じて欲しい。

「くふふふ……色々聞かせてもらってるわよ、紗さ霧ぎりから」

「な……ど、どんな話をだよ」

　先さつきとは違う理由で赤面する俺に向かって、嘲ちよう弄ろうするような口調でエルフが言う。

「取材と称してお風ふ呂ろを覗のぞいたそうね」

「ちょっと待て！　『紗さ霧ぎりが』！　『俺のお風ふ呂ろを』だぞ！」

　なんで俺が紗霧のお風呂を覗のぞいたみたいになってんだ！

　わざとそういうふうに伝えただろ紗霧ィ！

　俺は、必死で誤解を解かんと試みる。ところが、

「あらそう。ま、そんなことだと思ったけど」

　彼女には、とっくにお見通しだったらしい。

「わかってるなら、紛まぎらわしい言い方しないでくれよ……」

　狼ろう狽ばいする俺の前で、エルフは「その情けない顔が見たかったのよ」と上品に笑う。

　ったく……。

　俺にとってはたまったものじゃないが、兄の知らないところで、妹が友達とそんな話をするほどに仲を深めているのは、素直に嬉うれしい。

「いい、マサムネ、よく聞きなさい。いまからわたしが、すごいこと言うから」

「……みずからその前フリをするやつ、初めて見たよ。どうぞ」

　俺が合いの手を入れると、エルフは腰に手を当て、むふんと薄うすい胸をそらす。




「いまだけわたしが、あんたの妹になってあげる！」




「はあ!?　え、エルフが、俺の妹にって……？」

　突とつ拍ぴよう子しもない提案に、つい、そのifを想像してしまう。




『お兄様！　お兄様ってば！　わたしと一緒に遊びましょ！　わたしを抱っこしてゲームやりましょ！　仲良く並んでアニメ観みましょお！　兄妹きようだいふたりで旅行行きましょうよぉ～！　ねぇねぇお兄様ぁ♡』

　ガンガン積極的にまとわりついてきて、大変なような、かわいいような……。

『えーウソ！　お兄様の新シリーズって、三巻も出てるのに累計発行部数二十万部いってないのぉ～？　ちょっと！　わたしの一巻ぶん以下とか、冗談よね!?　ぷぷーっ！』

　うっざ。兄やめるわ。




「あ！　マサムネってば、いまわたしが妹になった妄想で、えっちなこと考えたでしょ！」

「ぜんぜん？　やっぱり紗霧以上の妹など、この世には存在しないことを再確認したぜ」

「あっそ！　バーカバーカ！」

「バカで結構！　それで、なんでそんな意味不明な提案をしてきたんだ？」

　つい先ほど『紗霧から色々聞いている』などと怖い発言をしてくれたエルフが、再びその口を開く。くふふと悪そうに笑みを浮かべて、

「あんたさ。紗さ霧ぎりに頼んだけど『だめ』って言われたことがあるでしょう。取材したいけどできなかった萌もえシチュエーションとか、あるんじゃない？」

　ここで再び、取材の話に戻ってきた。

「そりゃ、まあ、ないこともない、けど」

「『それ』を、このわたしが、妹の代わりにやってあげようってのよ！　超かわいい妹演技も加えてね！」

「えぇ……エルフが妹とか、うざくない？」

「うざくないわよ！　ぜーったいムチャクチャかわいい妹よ！」

「そ、そうかな？」

「素敵な提案でしょ？　あんたにとって、あらゆる意味で嬉うれしいご褒ほう美びでしょ！」

「なんか言い方が気になるけど……まあ、おまえが紗霧の代わりに、取材をさせてくれるってんなら……そりゃありがたいよ」

「そうでしょう。そうでしょう」

「とはいえ、『俺が妹とやりたいこと』ねえ……いきなり言われても、パッとは思いつかないな」

　正確には、『いっぱいありすぎて迷ってしまっている＆偽にせ妹じゃ意味ないものばかり』という感じなのだが。

　俺は、うーんうーんと、腕を組んで考え込む。

「ねぇ、マサムネ……じゃなくて、お兄様……」

「ん、なんだ？」

　どうやら、もう妹の演技とやらは始まっているらしい。

　俺の妹（仮）となったエルフは、かぁぁ……と頰ほおを赤らめて、上目づかいで言う。




「わ、わたしなら……お兄様と一緒に、お風ふ呂ろ入ってあげても……いいわよ？」




「な、な、な、」

　なに言ってんだおまえ!?　言葉にならない叫びが口から漏もれる。

　エルフは、それだけで俺の言いたいことを察したらしく、チラチラとこちらを見ながら、

「だ、だって……紗霧には、断られちゃったんでしょう？」

　バラしてんじゃねーよ紗霧ぃ！　あ、あいつはホント……俺の世間体ってやつを、まるで大切にしてくれねえよな！

「取材……したくないの？」

「そ、そ……」

　そりゃっ……したくないとは言わないが！　無理無理無理無理、無理だって！　紗霧に言ったのだってからかい半分だったしもしＯＫが出たとしても水着を着てもらうつもりだったし　だからエルフに頼むにしたって水着に──じゃなくて！

「わ、悪い冗談はやめろって！」

「こ、こんなこと……冗談で言うわけないでしょ……」

　ボッと火が出そうなくらいに顔を赤くして、四よつん這ばいでにじり寄ってくるエルフ。

「だ、だが……」

　座ったまま後ずさりしていく俺おれ。

　やがて……エルフが俺に覆おおいかぶさるような体勢になって──

「さあ、観かん念ねんして脱ぎなさいお兄様！」

「そんな台詞せりふは、司波深雪〔※１〕ちゃんでも言わねえぞ！」

　この女、水着を着るつもりすらねえ！　どんだけハダカになりたいんだよ！

　俺のボタンを強引に外しにかかるエルフと、必死で抵抗を試みる俺。

「くふふふふ、もうボタンはぜんぶ外したわよ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「きゃああ！　えっち！　へんたい！　助けて紗さ霧ぎり!!　紗霧ぃー!?」

　涙目で妹に助けを求める兄。

　その想おもいが届いたのか、エルフが俺のシャツをはぎ取る寸前──

　ピピピピピピ！　と、エルフのスマホが、抗こう議ぎするような音を響ひびかせた。

「……………………」

「……………………」

　俺とエルフは一時停止し、ローテーブルの上で鳴り続けるスマホを見つめる。

　エルフが腕を伸ばしてスマホを取り、電話に出る。ややイラッとした声で、

「わたしよ」

『紗霧だけど』

　その声は、俺にも聞こえた。エルフと俺の顔が、いまだ近くにあるからだ。

「……紗霧……どうしたの？　珍しいわね、あんたからかけてくるなんて」

『兄さんがいま、そっちいるでしょ』

「……いるけど、それが？」

『その前に……エルフちゃん、私がわがまま言ったせいで、デートなしにしちゃって、ごめんね』

「もういいわ。で、なにか用なの？」

『埋め合わせ』

「は？」

『私もするから』

「……それだけ？」

『うん、それだけ』

「……あんた、もしかしてこっちの状況見えてる？」

『そんなわけない』

「そ、そう？　ほんとに？　なんかキレ気味じゃない？」

『ほんと。きれてない、よ。……私に、見られてると、まずいの？』

「ちっともまずくないわ。埋め合わせとか別にいいから、気にしないで頂ちよう戴だい」

『じゃあ、気にしない』

「またね」

　ピッ。

「…………………………………………」

　エルフは渋い顔で、ジッと通話の切れたスマホを見つめ、それから俺に向き直る。

「……マサムネあんた、身体からだに盗聴器とか仕掛けられてんじゃないの？　すさまじいタイミングだったわよ？」

「これが愛の力だ」

「はいはい。あ～あ、いい雰囲気がぶち壊こわされちゃったわ」

　どこがいい雰囲気だったのか、本気でわからん。

　エルフは俺から離はなれ、ぐーっと伸びをする。ちらりと俺を見て、投げやりに言う。

「で？　お兄様？　なんか取材したいことある？　妹とやりたいこと」

　俺は、シャツのボタンを留とめ直して、

「おまえのせいでエロいことしか思いつかないよ」

「別にエロいことでもいいわよ？」

　軽い調子で言っているけど、死ぬほど恥ずかしそうな表情である。

　……実は直接迫られるよりも、こういうのにドキリとする。言わないけど。

　俺は内心の動揺を悟られぬよう、そっけなく言う。

「俺には好きな人がいるから、エロいことはしない」

「それって紗さ霧ぎりのことでしょ？　振られたって言ってたじゃない」

「……振られたって、好きなのはそう簡かん単たんに変わらないんだよ」

「紗霧への想おもいは、『兄妹きようだいとしての好き』なんじゃなかったっけ？」

「………………」

「あ、矛む盾じゆんを突いちゃった？」

「いや……」

　ぎくり、とはしたが……。そのあたりの想いには、自分の中で整理がついている。

「確かに俺は、紗霧のことが、ひとりの女の子として好きだ」

「いまも？」

「いまも。でも、幸い……っていうと強がりになっちゃうけど……振られたし、あいつには他に好きな人がいるらしいしさ。……いい機会だとは思ったんだ。だからいまは、ちゃんとした兄妹きようだいになりたいって思ってる。たとえ血がつながっていなくても」




「俺は、家族が欲しいんだよ」




　改めて、正直な内心を吐と露ろした。この想いは、噓ではないはずだ。

　俺の目を、じっ……と観察するような眼まな差ざしで見つめていたエルフは、一言。

「そう」

　とだけ言った。それから指をあごにあて、しばし沈思する。再び口を開き、

「整理するわね。あんたは、いまも、紗さ霧ぎりのことが女の子として好き。だから、いまのところ他の女の子とは付き合わないし、エロいこともしない。そんでもって、家族が欲しいから、紗霧とは普通の兄妹になりたいって思ってる。この認識でオーケー？」

「ああ」

「本当に？」

「なにその『違うんじゃないの』みたいな聞き方。噓うそなんか言ってねえぞ」

「それは知ってる。……微妙な問題よね。物語と現実は違うってわかっちゃいるんだけれど……言うと負けるし、わかってて言わずにいるとやっぱり負けるし、利用しようとしても負けるし、誰かさんみたいに天然で気づかずにいるのがベストだけどもう無理だし、どうしたもんかしらコレ。……マサムネルートの難なん易い度どわたしだけ高くない？　……ワンミスで即死するゲームやってるみたいな気分になってきたわねクフフ」

「なにブツブツわけわからんこと呟つぶやいて、笑ってんだよ」

「あんたの言ってることが本当に本当なら、話は簡かん単たんなの」

　ぴ、と、俺の鼻に人差し指を当てるエルフ。

「あんた、わたしのことを好きになりなさい」

「…………」

「紗霧よりもわたしのことを好きになれば、あんたの望む、普通の兄妹になれるわよ」

　先ほどまでの色仕掛けめいたアプローチから一転、エルフは、理詰めで俺を攻め立てる。

「ど、どうしてそうなるんだ！」

「あんたがよく言ってるじゃない。『兄は妹に、恋愛感情を抱いたりしない』──んでしょ？　でも、いまのあんたは、そうじゃない。だから普通の兄妹になりきれなくて悩んでる。あんたの悩みは、わたしに恋することで解決するわ。あんたは、『紗霧と普通の兄妹になりたい』。そしてわたしは『あんたを惚ほれさせてプロポーズさせたい』──幸せな人生を送るために」

「……………………」

「わたしたちの目的は、一致していると思わない？」

　きわめて説得力のある提案だった。そうかもしれない──って、正直思った。

「補足、というか、大前提をひとつ追加しましょう。あんたがわたしのことを好きになった場合、『あんたと、わたしと、紗さ霧ぎりとの仲が悪化するようなことはない』と断言しておくわ」

「な、なんで言い切れるんだよ？」

　紗霧は、俺のことが『兄として好き』と言ってくれたのだ。

『お兄ちゃんが女の子と付き合うのはイヤ！』くらいのことは、きっと言ってくれる……はずだし！　実際エルフと付き合うことになったりしたら、気まずくなったり、関係が悪化したり、するんじゃないか？　絶対そうなるとは言えないけど。

「それはね……」

　エルフは、俺の疑問に対し……とても慎重に言葉を選んでいるようだった。

「あの子が、あんたのことを好きだからよ。あんたが誰と付き合おうが、嫌きらいになんてなったりしないし、最終的には必ず応援してくれるわ──妹として。……あんたが、紗霧の恋を応援しなくちゃって覚悟しているようにね」

「…………」

　何故なぜか、ずきりと胸が痛む。

「それに……わたしだって、紗霧のことが好きだもの。喧けん嘩かしっぱなしにするわけないじゃない。絶対に仲直りしてみせるわよ」

　……喧嘩にはなるんだ。

「まあ、任せておきなさい。このわたしが、あんたたち兄妹きようだいを幸せにしてあげるわ」

　どん、と己おのれの薄うすい胸を叩たたくエルフ。相変わらず、頼りになるやつだ。

　……妹のふりするとか言ってたくせに、こいつ、ちっとも妹っぽくないぞ。

　エルフは照れ隠しのようにおどけて、指を立ててみせる。

「ちなみに、いまのが『和泉いずみマサムネが山やま田だエルフちゃんと結婚すべき十の理由』の第一項目と第二項目よ」

「ライフハックみたいなまとめ方はやめろ」

「こーいう記事のって、著者の都合よくまとめられている可能性があるから、役立ててもいいけど鵜う吞のみにしちゃだめよ」

「自分で言うか」

「くふふ、フェアプレイこそが勝利への近道なのよ」

　冗談まじりに交かわされる、楽しい雑談めいた会話。

　けれど、そこには……彼女の繊せん細さいな気き遣づかいが見え隠れしているように思えた。

「あんたがわたしと結婚すべき理由、すべての項目をひとつずつ解説していきたいところだけれど、ごたくが長すぎても効果的じゃないから、一番おっきいのを教えてあげる」

　エルフは、至し極ごくあっさりとした口調で、狙ねらいすました一言を繰くり出してくる。

　ぐっ、と顔を近づけて、

「あんたって、わたしのこと好きでしょ」

「！　そっ、そ──」

「わたしに、こうやって好き好き迫られて──イヤじゃないわよね」

「…………………………………………」

　イヤじゃあ、ない。むしろ超ドキドキして嬉うれしいくらいだし、さっきからずっと──何度もクラッとさせられている。

「よかった。イヤって言われたら、泣いちゃうところだったわ」

　はぁ……と、脱力して、胸をなで下ろすエルフ。

　理詰めの大攻勢からさらに一転、守ってあげたくなるような儚はかなさを出してくる。

　小こ細ざい工くなしの言葉を、力いっぱい投げつけてくる。

　俺は、座ったまま、できる限り彼女から身を離はなし、言う。

「おまえは……むちゃくちゃイヤところも、ムカつくところもたくさんあるけど、いいやつだし、すごくかわいいし、頼りになるし……殺しても死ななそうな感じするし……」

　彼女の誠意に応こたえるように、本心を告げる。

「好き好き言われたら、そりゃ好きになってくるだろ」

　俺でなかったら、とっくに俺から告白して、付き合っていただろう。

　彼女に宣言されたとおり、本名を呼んで、プロポーズさえしていたかもしれない。

　俺でなかったら。

　エルフは、座布団の上で、ちょこんと崩くずした正座をしている。

　胸をせつなげに押さえ、うつむく。

「そ、そう……ありがと」

「あ、ああ……どういたし、まして」

　なに言ってんだ俺。

「………………………………………………………………」

「………………………………………………………………」

　くそ、調子狂うな。この流れはマズいってわかるのに、抗あらがえない。

「……ラノベと違って、現実世界リアルワールドだとツンデレは甘えだと思うのよね」

　エルフは耳先まで真っ赤になって、一聴しただけでは関係なさそうな話を切り出す。

「好きな人にアプローチしようとしたけど恥ずかしくてごまかしたり……ついつい意地悪しちゃったりって……物語の読者みたいに俯ふ瞰かんで見たらすごくかわいいけど、相手にはきっと伝わらないもの。素直になることさえできないやつが、恋愛で勝てるわけないと思うのよ。わたしは、本気を出すことさえできない臆おく病びよう者ものどもに、負けるつもりはないの」

　だから、ちゃんと言うわね。

　エルフは、緊きん張ちようしたように、ぴんと背筋を伸ばす。

　俺をまっすぐ見て、とろけそうな笑顔で、




「大好きよ、マサムネ」
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　脳天を撃うち抜かれて、のけぞるほどの衝しよう撃げき。

　トドメを刺された──ような感覚。

　けれども俺は、熱く煮立った頭を辛かろうじて動かし、焼失しかけた意識を引きもどす。

「なっ、なんで……」

　危なかったっ！　うわああああああ！　いまっ、完全に惚ほれてしまうところだったっ！

　ギリギリで踏ふみとどまったものの──いまだ窮きゆう地ちを脱してはいない。

　俺はエルフの目をまともに見ることができなくて、うつむいてしまう。

「おまえ、な、なんで、そんなに俺のことが……す、好きなんだよ。俺、おまえに、なんかしたっけ？」

　どうしてこんなに気に入られているのか、ちっともわからない。これがラノベだったなら、読者にだけわかるヒントなりがあったのかもしれないが、これは現実なのだ。

「あ……」

　エルフは、ぎゅ、と、胸を押さえる。

「……さ、先にそっちを言えばよかったわね。……えっと」

　エルフは、いまだに恥ずかしさＭＡＸ状態を維持したまま、言葉をさまよわせている。

　もちろん俺も、心臓がばっくんばっくんしっぱなしだ。

「会ったばかりの頃……あんた……言ったじゃない？」

「あ、会ったばかりの頃？」

　当時は、いきなり現れたライバルへの敵対心がむき出しだったから……

　喧けん嘩かを売ってばかりだったような気がするが。

　理解できない様子の俺に、エルフが回答を述べる。

「ほ、ほら、わたしの小説を読んで、救われた……って」

「あ、ああ……言ったな、確かに」

　親父おやじと母さんがいなくなって、紗さ霧ぎりが引きこもりになって、二人きりで暮らすようになって。

　毎日が辛つらくて、さみしくて、仕方のなかった頃。

　俺は……エルフの小説を読んで、久しぶりに笑えたんだ。

　めちゃくちゃ笑えるシーンなのに、涙が出た。元気が出た。

　小説ラノベに、救われた……って、思った。

　その感かん謝しやを、あのとき、エルフに伝えたんだっけ。

「あれが……最初にあんたを意識した、きっかけ」

「そ、そんなことで……」

「そういうあんただって、そうね、たとえば……サイン会とかで読者と話したら、いきなり親友一歩手前くらいまで好感度上がっちゃうでしょ」

　まぁね。

　ムラマサ先せん輩ぱいに対しての俺が、まさにそうだ。あの人のことを一方的に逆さか恨うらみしていたのに、本気でファンだと言われたら──一発で、好きになってしまった。

「あのときから、あんたはわたしにとって、てんで眼中にない雑魚ざこから、ちょっぴり気になるやつになった。それでも最初は『すぐそばに住んでるわたしの大ファン』くらいの認識だったんだけど……それからね……会って、あんたと話して、あんたのことを知るたびに……どんどん気になっていったの」

「…………………………」

「あんたとお喋しやべりしたり、あんたをおちょくったり、あんたに自慢したり……楽しかったのよ。それまで周りに、そういう気安い男の子……いなかったから……お兄様……じゃなくて兄貴とは、歳としが離はなれてるし……ああいう性格だし……。同業者で、話が合って、歳が近い異性とか……き、気にならないわけないでしょ！　あいついまごろ何してるかなとか、会いたいな……とかっ……いつの間にかそうなってたのっ！　自分でもよくわかんないけどっ！」

　とてつもなくかわいい女の子が、どうして俺のことを好きなのか。

　俺のどこが好きなのか。どのくらい好きなのか。

　瞳ひとみを潤うるませて、蒸気が噴ふき出そうなほど赤くなって、語っている。

　人生最大級に刺し激げき的てきなシチュエーションだった。

「でも、改めて考えてみると……好きになった瞬しゆん間かんは──」

　エルフは、形の良いちいさな唇を、ゆっくりと動かす。

「紗さ霧ぎりに完敗した、あのときかしらね」

「紗霧に……？　それって……いつのことだ？　俺とおまえとで勝負したことはあったけど──」

　俺とエルフは、エロマンガ先生を賭かけて勝負して、そして俺が勝利した。

　エルフがみずから、負けを認めるという形でだ。

「それで合ってるわ。あのときわたしは、あんたじゃなくて、紗霧に負けたんだもの。自分のしたことを、よーく思い出してみなさい……」

　エルフの目が据わっていく。わなわなと震えて、

「ううう、思い出すだけで腹が立つ……。あんたのことが好きになりかけてたわたしに、わたしに……よりにもよってあんたは、妹へのラブレターを読ませたのよ！」

「──────」

　あのときのアレは……負けたっていうのは……そういう意味、だったのか。

「死ぬかと思ったわ！　なんなのアレ！　分厚いし！　むちゃくちゃ気持ちこもってるし！　絶対勝てるわけないじゃない！　あんなボロボロに負けたのは、生まれて初めてよ！」

　感情をあらわにして、激げき昂こうするエルフ。

「その、なんというか、すまん」

「いいわよ！　だからこそ、こんなにムキになったんだから！　絶対勝ってやるって──次は負けないわって、やる気出たんだから！」

「つまり……紗さ霧ぎりへの対抗心で、ってこと？」

「それもあるけど、違うわ。もっと大事なことが他にあるの」

　エルフは、はっきりと否定した。

「わたしは、あのとき思い知らされたのよ──あんたが、紗霧のことを、すごくすごくすごくすごくすごくすごくすごくすごくすごくすごくすごくすごくすごーく好きだってことをね！　物語の中にもそういない、むっちゃくちゃ一いち途ずなやつだってね！　だからこそ！」

　ふうっ、と、息を吐いて、

「結婚するなら、あんたがいいって思ったの」

　そうして。


　──あんた、わたしのお婿むこさん候補だから。



　合宿での、あの発言につながった。

「わたしのお父様も、そういうやつだったから。お母様のことが、すごくすごくすごくすごくすごくすごくすごくすごくすごくすごくすごくすごくすごーく好きで、夫婦ふたりで、いつも幸せそうにしてた。わたしはずっと羨うらやましかった。わたしはずっと敵かなわなかった。勝つ前にいなくなった。最後に──幸せになって欲しいって、遺のこしていった」

　うちと同じだ。エルフの父親は、もういない。

　エルフは、怒ったように言った。

「わたしは幸せにならなきゃいけないの」

「俺もだ」

　頷うなずく。

　俺も、もういない両親のために、ずっと誤解していた叔母おばのために。

　大切な妹のために、俺自身のために。

　幸せにならなくちゃいけない。

　エルフは、自信満々で言った。

「わたしが幸せな一生を送るためには、あんたが必要なの。わたしと結婚すれば、あんたたち兄妹きようだいは、必ず幸せになれるわ」

「俺もそう思う」

「だから、マサムネ」




「わたしを好きになりなさい」

「断る」




　がた、と、音を鳴らして立ち上がるエルフ。

「なんでっ？」

「好きな人がいるから」

　俺は、変わらぬ答えを返した。ちゃんと、相手の目を見てだ。

「むー」

　エルフは、下唇を押し上げ、俺をにらむ。

「仕留めたと思ったのに……」

「くつしたがさ」

「はい？」

「くつしたがさ、見えたんだよ」

　俺は、片足を、軽く挙げてみせる。

　一番お気に入りのくつした。

　紗さ霧ぎりからもらった、毛糸でイラストが編み込まれた、季節外れのくつしたが……

　さっきうつむいたときに見えた。

「おまえのことは、めちゃくちゃ好きだし、めちゃくちゃ嫌きらいだし、めちゃくちゃ尊敬してるし、何度も惚ほれそうになってるし……そこまで想おもってもらえて本当に光栄なんだけど……」




「おまえよりも、好きな人がいるんだ」




「……………………」

　エルフは、俺の返事を、むっつりと不ふ機き嫌げんそうな顔で聞いた。

「アレね」

　悔しそうに──下唇を嚙かむ。

「ラスボスをギリギリまで追い詰めたのに、回復魔ま法ほう一発で全快されたよーな気分」

　あまりにも、状況にはそぐわない台詞せりふと口調。

　いや、あの、もうちょいしんみりと……しないの？

「人生はゲームよ！」

　エルフは、立ったまま偉そうにふんぞりかえって、唐突に言った。

「手て強ごわくなくちゃ、つまらないわ」

　たった数秒。

　たった数秒で、もう笑っている。

「復活はえーな」

「ふん、あんたさあ、わたしと初めて会った頃……わたしのことをこんなに大好きになるなんて、思ってもみなかったでしょう」

「────」

「そういうことよ。たとえば……来年の今頃、わたしたちの関係って、どうなっているかしらね」

「さあな」

　少なくとも、いまとは別のものになっているんじゃないか。

　去年の俺たちと、いまの俺たちの関係が、まるきり違うものになっているように。

「楽しみね」

　と、エルフは言った。

「そうだな」

　と、俺は答える。

「……ところでマサムネ、あんたたちの『世界妹セカイモ』、いま何巻だっけ？」

「は？　ええと……来月四巻が出るけど」

「…………ふぅん。とすると……あんたたちの夢、そろそろ叶かなっちゃいそうね？」

「そうだといいけどな。あいにくまだなんにも決まってないよ。──ってか、なにその『叶わない方がいい』みたいな言い方」

　俺は、目を細めて彼女を見る。

　するとエルフは、至し極ごくあっさりとした口調で、

「よし、決めた」







「和泉兄妹あんたたちの夢が叶う前に、勝負を決めるわ」







※１　佐島勤著作『魔法科高校の劣等生』に登場するヒロイン。主人公・司波達也を深く愛する妹。




（※本文に戻るには注釈の数字をタップしてください）
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　六月のある日。出版社にて。

『世界妹セカイモ』の新刊打ち合わせを終えたあと、担当編集の神楽かぐら坂ざかさんが、俺にこう切り出した。

「和泉いずみ先生、以前引き受けていただいたリレー小説の件なんですけども」

　同じ出版社の作家たちとの合同企画で、雑誌にリレー小説を掲けい載さいしようというものだ。

　確か先週あたりに話がきて、すでに執筆は進めている。

　俺は、珍しく余裕の態度で応こたえた。

「ああ、あれですか。初しよ稿こうはもうほぼ終わってますから、見直しが済み次第送りますよ」

「さすが、和泉先生。仕事が早いですね。じゃあそれはそんな感じで」

「はい、ええと、他、なにかありますか？」

　これで打ち合わせはほぼ終わり。

　念のための確認だけして、とっとと愛いとしい妹の待つ家へと帰ろう。

　そんな俺の内心を打ち砕くように、神楽坂さんは重々しい声を出す。

「重大な案件がひとつあります」

「な、なんですか、いったい」

　さすがにグッドニュースじゃないってのは口調でわかる。

「ムラマサ先生のことなんですけどね」

　千せん寿じゆムラマサ。

　俺と同じ出版社で活かつ躍やくする看板作家で、俺にとっては年下の先せん輩ぱい。

　着物の似合う黒髪美少女。和泉マサムネにとって、色々な意味で因いん縁ねん深ぶかい相手である。

「ムラマサ先輩が、どうかしたんですか？」

「……このままだと、『幻げん刀とう』の新刊が出せなくなりそうです」

『幻げん想そう妖よう刀とう伝でん』──千寿ムラマサの大ヒットシリーズである。

「はあ、また書けなくなった、とか？　あの人の場合、ほっとけばそのうち勝手に復活すると思いますけど。どうせ小説を書くのをやめられるわけないんだし」

　言い方が悪いが、シドーくんとは違うのだ。

　同情や心配の余地はいっさいない。するだけ無駄である。

　小説こそ人生のすべて、そういう人なのだから。

「いや、そうではなくてですね」

　神楽坂さんは、頰ほおをかいて、片手を振る。

「ムラマサ先生、もちろん原稿は書いているんですよ」

「？　じゃあ、なにが問題なんです？」

「原稿を渡してくれないんです」

「………………………………」

「ははは」

　神楽かぐら坂ざかさんは、笑った。

「ははは」

　俺も笑った。にこやかに確認する。

「神楽坂さんが悪いんでしょ？」

「心外ですねえ。なんで決めつけるんです？」

「なんか怒らせるようなことしちゃったんじゃないですか？　事後承しよう諾だくで勝手に企画進めてたとか、ムラマサ先せん輩ぱいのインタビュー記事を適当にでっち上げて掲けい載さいしたのが本人にバレたとか、そういうアレ」

「まっ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]たく、心当たりがありませんねえ！」

　ほんとかよ。

「というか、そんなことする編集者なんてこの世にいるんですか？」

　インタビューなんか絶対引き受けそうにないムラマサ先輩のインタビュー記事がこの世に存在している時点で、神楽坂さんの言い草はおかしい。

　でもまあ、よく考えてみたら、その程度のことでムラマサ先輩が怒るわけもないか。

　ふむ、とすると、わからないな。

「じゃ、俺、帰ります」

　がしっ。立ち上がったら、神楽坂さんに腕をつかまれた。

「な、なんすか？」

「まあまあまあまあ」

「帰りたいんですけど……ってか、腕痛いんですけど」

「和泉いずみ先生って、ムラマサ先生と仲いいですよね。ちょっと私の代わりに原げん稿こうを取ってきてくれません？」

「なんで俺が!?」

「私いまムラマサ先生にちょっぴり避さけられてるんで──発売告知しちゃってるし、あの原稿がないと困っちゃうんですよ。……『幻げん刀とう』、続きが出なかったら嫌いやでしょ？」

「そりゃ嫌ですけども！」

　それあんたの仕事でしょ、と言いたい。

「大好きな和泉先生相手なら、ムラマサ先生の態度も軟化すると思うんですよねぇ～」

「くっ……」

　かぁ、と顔が熱くなる。

　確かにあの人は、俺の作品の大ファンで、俺にも強い好意を抱いてくれているようだけど。

「そ、それとこれとは……」

「バイト代ははずみますよ？」

「うっ……」

　ぐらっ、ときた。最近売れてきているとはいえ、臨りん時じ収入はありがたい！

　で、でも……

「それに──」




「超売れっ子美少女作家のプライベート、気になりません？」




「めちゃくちゃ気になります！」

　普段先せん輩ぱいがどんな生活をしているのかとか、どんな家に住んでいるのかとか……。

　どんな環かん境きようであの小説が生まれているのか、とか。

　正直、すごく知りたい。なんとなく本人には聞き辛づらいし。

「け、けど……」

　そんな不純な動機で……。

　揺れる俺に、神楽かぐら坂ざかさんは悪あく魔まの微笑を向けてくる。

「『幻げん刀とう』ファンと、ムラマサ先生と、編集部……そしてライトノベル業界の未来のために！　行ってくれますね、和泉いずみ先生！」

「任せてください！」

　くっそーっ、ノッてやろうじゃないか！




　そうして俺は、翌朝さっそくムラマサ先輩の家へと向かったのだった。

　日曜日の総そう武ぶ線せん、車内はほどよく空すいている。車窓から差し込む日差しが、並んで座る俺たちを照らし上げた。

「ムラマサちゃんのおうちって、どんなところだろ……楽しみ」

　そう言ったのは、俺が手に持っているスマホの通信アプリ画面に映っている、紗さ霧ぎりである。

　音声通話も可能だが、いまは電車で移動中なので声なしだ。紗霧とは、テキストメッセージでやり取りをしているのだが、先のように簡かん略りやくした表現でお送りする。

「そうねえ……あの天然ボケっぷりからすると、武ぶ家け屋や敷しきみたいなところに住んでそうよね、なんとなく」

　紗霧に応こたえたのは、俺の隣となりに座っているエルフ。

　ムラマサ先輩の家に行くことを伝えたら、『なにそれ面おも白しろそう！　わたしも行こうっと！』──なんてノリで付いてきたのだ。

　ちなみにアポなし。ムラマサ先輩の自宅に電話をしても、固定電話意味ないんじゃないのってくらいに誰も出ないし、ケータイも持ってないから連絡不能。

　担当編集の神楽坂さんは、毎回、自宅に直接出向いて、原げん稿こうを〝奪取〟（[image: ←]本当にこう言った）してきているそうだ。看板作家ならではの待遇といえよう。

　まぁ、あの人自身は、自分のことを作家だなんて思っちゃいないんだろうけどね。

　俺も紗さ霧ぎりとエルフにならい、『ムラマサ先せん輩ぱいの自宅』について、妄想を巡らす。

「家中に罠わなとか仕掛けられてそう。玄関から敷しき地ち内ないに足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、矢がビシュ、とか」

「ジャパニーズニンジャヤシキね！　ワクワクしてきたわ！」

　大はしゃぎで喜ぶエルフ。

「海外生まれのエルフ先生に、一応釘くぎを刺しておくけれど……もちろん冗談で言ったんだからな？　現代日本にはニンジャもサムライも存在しないからな？」

「え[image: ～][image: ～]」「え[image: ～][image: ～]」

　なんで紗霧まで不満げなんだよ。

「むぅ、兄さんは小説に噓うそを書いてたの？」

「確かに俺の小説には美少女くのいちが出てくるけども、あれはあくまでフィクションだ！」

「日本人って、特殊スキルによってダメージを負っても攻こう撃げき力りよくが下がらないんでしょ？　あと満開の桜をモリモリむしって食べるのよね？」

「外国産ゲームの間違った日に本ほん観かんを鵜う吞のみにするんじゃない！」

「もちろんわかってるわよ」

「日本暮らし長いっつってたもんな！」

　ちくしょう、からかいやがって……。

「とはいえ……忍者屋敷は冗談としても、確かにムラマサって、そういう時代錯さく誤ごな和風イメージがあるわよね」

「まあな」

「ムラマサちゃんって、家ではどんなふうなんだろう……」

「家族構成とか、日常生活とか、想像がつかないよな」

　今日、それを知れるかもしれない。そう思うと、ドキドキしてしまうのだった。

「なんか、同業者ってさ。ペンネームで呼び合うから、本名わからないし、仲良くなっても、踏み込んだ話とかしていいのかなって躊ちゆう躇ちよしちゃうんだよなー俺」

「確かにわたしたちって、そういうとこあるわよね。初めは本名やプライベートを明かさない──ネットの交流と似ているわ」

「俺たち、ムラマサ先輩の本名、まだ教えてもらってないもんな」

「ふっふー、わたしは、あんたに教えてあげたわよね」

「…………あ、あぁ」

　意味深に微笑ほほえみかけられたものだから、動揺してしまった。





　──エミリーよ。わたしにプロポーズするときは、その名前で呼んで頂ちよう戴だい。






「………………」

「………………」

　妙にくすぐったい沈ちん黙もくがあって、

「兄さん」

「!?　な、なんだっ？」

「帰り、お土産みやげ買ってきてね」

「お、おう……任せとけ。落花生でいい？」

　あー、びっくりした。って……なんでびっくりしてるんだ、俺……。




　千ち葉ば駅で電車を乗り換え、俺たちはムラマサ先せん輩ぱい宅たくのある最も寄より駅えきへと降り立った。千葉駅を離はなれてから一時間も経たっていないのに、アニメの聖地にもなったという未来都市めいた風景はもはやなく、俺たちの眼前には、郷愁を誘うのどかな街並みがある。

　振り返れば小さな駅舎が、愛らしいお婆ばあちゃんのように微笑ほほえんでいた。

「ヤマ！　タンボ！　ハタケ！　ヒューッ！　これがジャパニーズ田舎いなかなのね！」

「はっきり言いすぎだ！」

　この女っ！　気を遣つかって描写した苦労がすべて台無しじゃねえか！

　俺が抱えるタブレットから、紗さ霧ぎりが動画で言う。

「ムラマサちゃん、こんな遠いところから、毎週毎週、東京まで遊びに来てるんだ……」

「くふふ、もう足あ立だち区くに引っ越してくればいいのよねーあいつ。お金あるんだからさ」

「田舎の清浄な大気に慣れたムラマサちゃんは、足立区じゃ生きていけないのかも」

　俺ん家ちの周り、別にそこまで空気汚くないからね？

　俺は駅前のスカスカロータリーを見回して、

「さぁて、先輩ん家は、どっちだ？」

「住所がわかってるんだから、タクシーで行きましょうよ」

「あのなあエルフ。おまえも半分引きこもりみたいなもんなんだから、こういう機会に歩いておけよ」

「え～」

「そうそう、引きこもりは運動がたいせつなんだよ、エルフちゃん」

「紗霧！　あんた部屋から偉そうに……！」

「ほら、こっちだ。行こうぜ」

　などと賑にぎやかに喋しやべりながら、俺たちは静かな駅前から離れていく。

「マサムネ！　マサムネ！　なにかしらアレ！　へんてこな水飲み場みたいなのがあるわよ！」

「ああ、ありゃ自じ噴ふん井戸だ」

「井戸！　へーっ、あんな形をした井戸があるのね」

　若じやつ干かん和風の街並みを歩いていると、地元では見られない光景があって、ちょっとしたタイムスリップ気分を味わえた。そのまま二十分ほども歩くと、小規模なランドマークすら見つけられなくなってくる。

　自然に囲まれた、単調な田舎いなかの風景。

　虫の鳴き声が、よく響ひびく。

　そんな場所に、彼女が住まう家はあった。




〝梅うめ園ぞの〟




　木製の表札には、そう家名が刻まれている。

　いみじくもエルフが指摘したとおりの、武ぶ家け屋や敷しきだ。

　塀へいの中からは柳が伸び、俺たちの上から道に影かげを落としている。

「見なさいよマサムネ！　紗さ霧ぎり！　やっぱりニンジャヤシキじゃない！　ムラマサが怒ったときに醸かもし出すあの殺気は、くのいちならではのものだったんだわ！」

「いや、忍者屋敷っつーかこれは……どっちかっつーと……」

「すごい文豪の家、みたいな？」

　俺の台詞せりふを、紗霧が引き取り言った。俺はタブレットに向かって、うんうんと頷うなずく。

「そうそう、それ、そんな感じ！」

　セピア色の古写真めいた異世界感。

　五十年前からカット＆ペーストしてきたかのような空間が、俺たちの前にデンと鎮ちん座ざしている。

「いずれにせよ、あいつのイメージにぴったりね！」

「ほんとだよ。うわー、この家で小説書いたら、俺も文豪になれそう」

「きのせい」

　妹の率直な一言が胸に刺さる。

　わくわくと木造の門に近づいていったエルフが、振り返って俺を呼ぶ。

「マサムネ！　この家、インターホンがないんだけど！」

「マジで？」

　あ、ほんとだ。ないわ。……なんつーか……徹てつ底ていしてるなぁ[image: ～][image: ～]。

「……どうするの？」

　紗霧が問う。俺も同じ台詞を言いたい。

　インターホンがない家って、どうやって家人を呼び出せばいいのだろう。

　マジマジと門もん扉ぴを見ていると、エルフがそれをドンドンと無ぶ遠えん慮りよに叩たたき始めた。

　そんでもって声を張り上げ、

「たのも[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]う！」

「お、おいっ、おまえな……!?」

「なに？　こうやって呼べばいいんじゃないの？」

「そうだと思うけど台詞せりふ！　もっと他にあるだろ！」

「じゃあこうかしら？　ムーラーマーサーちゃーん！　あーそーぼーっ！」

　より悪化した気がする……！

　俺の制止もさしたる効果を発揮せず、エルフは何度も門もん扉ぴを叩たたき、声を張り上げる。

　やがて根負けしたように、重々しく扉が開く。

　出てきたのは──

「……どちら様でしょうかな」

　瘦そう身しん和装の男性だった。

　深い皺しわの刻まれた顔がん貌ぼうは、きわめて年齢を判別しがたい。誰かと似ている鋭するどい眼光が、俺たちを見下ろしている。

「…………！」

　俺は一いつ瞬しゆん気け圧おされ、たたらを踏ふみかける。しかし、このメチャ渋激げき怖こわのオッサンに、まず話しかける役目を負っているのは、年長で男である俺だろう。

「ええと、和泉いずみ正まさ宗むねと申します。僕たちは、千せん寿じゆムラマサ先生の同業者で────」

　その台詞を、最後まで言い切ることはできなかった。




「帰れ」




　バタン、と、いきなり門が閉められたからだ。

「えぇえぇぇ!?」

　な、なにぃ～？　いまの……。

「ちょ、ちょっと！　なに閉めてんのよ！　開けなさい！」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす俺に代わり、再びエルフが門扉をドンドン叩く。

　すると再び門が開き、




「出版関係者は、娘には会わせん」




　またすぐに閉められてしまう。

「………………………………」

「………………………………」

「………………………………」

　俺たちは三人（紗さ霧ぎりも含む）揃そろって顔を見合わせ、沈ちん黙もくするしかない。

　取り付く島もないとはこのことだった。

　おいおい……神楽かぐら坂ざかさん、よくこの家から原げん稿こう取ってこられるな。

　出版関係者は問答無用で叩たたき出されちゃうっぽいのに、いったいどうやってるんだ？

　あの人、実はすごくね？

「娘って言ってたから、いまのがムラマサちゃんのお父さん？」

　タブレットから紗霧が言った。

「……たぶん」

「そういや似てたわね」

　顔とか、雰囲気とかな。

　ムラマサ先せん輩ぱいを男にして、年齢をプラス何十歳かしたらあんな感じになるんじゃないか。

「というか、どっかで見たことあるよーな」

「兄さんの知り合い？」

「いや……あんなおっかないオッサンの知り合いは………………いない……と、思う」

　どこで見たんだっけな……。

「それはともかく」

　俺は、エルフと紗霧を見て、話を戻す。

「『帰れ』って言われちゃったけど、どうしよう」

「せっかく来たのに、ムラマサに会わずに帰るわけないわよね？」

「そうは言うがな……二度と開けてくれそうになかったぞ？」

「忍び込みましょう！」

　エルフは即座に言い放った。

「潜入任務スニーキング・ミツシヨンよ！　ニンジャヤシキのトラップをかいくぐり、姫君をさらうのよ！」

「…………おまえ、面おも白しろがってるだろう。真ま面じ目めに考えてくれ」

「いたって真面目よ？」

　かわいく首をかしげるんじゃない！

「……ちょっと待ってろ。神楽坂さんに、いつもどーやってるのか聞いてみるから」

　俺は、スマホから神楽坂さんにメールを送る。

『【父怖】難なん攻こう不ふ落らくのムラマサ城から、原稿を奪取する方法について【激げき渋しぶ】』という表題でだ。

　返信は十秒ほどで来た。相変わらずメールの返信だけは迅じん速そくな人だな。

　はたしてその内容は──

「マサムネ、あんたの担当編集、なんだって？」

「いま見てるからちょっと待て。えーと、なになに……『お疲れ様です、神楽坂です。ご質問の件ですが、お屋や敷しきの東側に、手ごろな木がありますので、それを使ってください。よろしくお願いします』」

「…………………………………………………………」

　これはひどい。

「『よろしくお願いします』じゃねーよ！　当たり前のように言いやがって！　この人、発想がエルフと同レベルじゃねえか！」

「知らなかったわ。編集者って、忍者技能スキルが必要な職業ジヨブだったのね！　〝あやめ〟って名前も、そこはかとなく、くのいちっぽいし！」

「……どっちかというとコレ、泥棒技能スキルじゃないの？」

　タブレットから、紗さ霧ぎりが言った。

　俺は、タブレットを胸に抱えて、

「まぁ、色んな技能スキルが必要そうな仕事ではあるよな」

「くふふ、逃げた作家を捕らえるために、探偵めいた調査をしたり、旅行先のラスベガスまで追っかけて原げん稿こうを書かせた編集者がいたそうよ。怖い話ね」

「お疲れさまと労ねぎらいたい案件でしかねえよ」

「海外逃亡する作家と比べたら、担当編集に接待モンハンを強要するラノベ作家とかかわいいものだわ」

「おまえクリス兄貴にそんなことさせてんの!?」

「なんでわたしの話だって一いつ瞬しゆんで看破するのよ！　……し、仕方なかったの。紫し毒どく姫ひめ装備が完成するまで仕事はしないと決意してしまったのだから」

「アニメの仕事が忙しくて、最近までゲームできなかったって話はどこいった!?」

「これは昨日の話よ」

「オマエ、いますぐ帰って仕事しろや！」

「こんな中ちゆう途と半はん端ぱな状況で帰って、仕事になるわけがないでしょう！」

　まったく悪びれてねえ。

「そ・れ・に、」

　エルフは、意味深な見返りポーズで、

「マサムネひとりじゃ……色々心配だしねぇ」

「色々ってなんだよ。確かにムラマサ先せん輩ぱいの御父上は強敵だが、先輩に会わずに帰るつもりはさらさらねーぞ？」

「そーじゃねーわよ」

　エルフは、コイツわかってないなーみたいな顔でせせら笑う。

　彼女は、俺の胸元にあるタブレット（紗霧の顔）を覗のぞき込んで、




「「ねー？」」




　むう……女の子同士だけでわかり合っていやがる。

　俺ひとりだけ置いてけぼりにされたようで、居い心地ごこちが悪いぞ。

「ごほん」

　俺は、咳せき払ばらいとともに話を戻す。

「それで、どうする？　状況はまったく改善していないが──」

「え？　コレじゃないの？」

　エルフはニンニンとばかりに、Ｎ●ＲＵＴＯに出てきそうな忍術の印を結ぶ。

「…………………………だからそれはダメだって」

　俺はがっくりと肩を落とす。

　住居不法侵入とか、マズいだろ。

　警けい察さつを呼ばれたりしたら、シャレにならないし。

　とにもかくにも、神楽かぐら坂ざかさんのいう『お屋や敷しきの東側』とやらに行ってみた。すると確かに、塀へいのそばに、手ごろな木がぽつんとある。

　ご丁てい寧ねいに、足場に使えそうな空からのビールケースまで置いてあった。

「……おいおいマジか。神楽坂さんの冗談じゃなかったのかよ」

「あの女、やはり泥棒だったのね。これからはキャッツアイあやめと呼ぶことにしましょう」

　海外生まれの十代中ちゆう盤ばんのくせに、よくそんなネーミングが出てくるな。

　日本文化に染まりすぎだろ。

「よし！　じゃあさっそく侵入しましょうか！」

　腕まくりをしたエルフが、のしのしと木に向かっていく。

　俺はその華きや奢しやな肩をつかんで止める。

「ちょっと待て」

「なに？　止めても無駄よ」

「そうらしいから、俺が行く。荷物持って、離はなれててくれ」

「に、兄さん。ほんとにいくの？」

　エルフに向かって差し出したタブレットから、紗さ霧ぎりが言った。

　俺は「ああ」と頷うなずく。しかしエルフは「ダメよ」と荷物を受け取ってくれない。

「わたしが行くわ。見付かったとき、超かわいいわたしなら、許してもらえる可能性が高いもの」

　年齢的にもそうかもな。

「そもそもおまえ、そのカッコで木登りするつもりか？」

「あ……」

　エルフは、いつものフリフリな服を着ているのだ。とても侵入には向いていない。

「だろ？」

「……………………………………むぅ」

　エルフは難むずかしい顔で考え込んでいたが、やがて「はぁっ」と諦てい観かんの息を吐いた。

「怖いオジサマに捕まったら、キャッツアイあやめに強要されたって言いなさいよ？」

　はいはい。

　──といっても、本当に侵入するつもりなんて、あまりなかったのだ。

　放っておくと、エルフが本当にシャレにならんことをしてしまいそうだったから、代わりに木登りを引き受けたまで。

　チラリと塀へいの中を見て、それですぐに降りよう。そんで、また別の方法を考えよう。

　そんなふうに思っていた。

「よっ……っせ……っと」

　空からのビールケースを足場に使い、俺は、不格好ながらも木をよじ登っていく。

　やがて屋や敷しき側がわに向かって伸びる、太い枝へとまたがった。

「マサムネ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、大丈夫[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]？」

　下からエルフが俺を呼ぶ。

「しーっ。大丈夫だから、静かにしてくれ。あのメチャ怖い御父上に見つかったらどうする」

　ハッとエルフが口を押さえるのを見届けて、俺は改めて、塀の中へと視線を向けた。

　まず見えるのは、鹿しし威おどしのある池。庭石や草木が、美しく配置されている。

　そして庭を眺める縁えん側がわには、ひとりの少女が座っている。

「………………ふわ……ぁ…………」

　かわいらしいあくびをひとつ。

「んん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　ぐぐ、と両手を広げて伸びをするのは、黒髪の美少女だ。

　青いお魚さんのパジャマ。その豊満な胸元が、はちきれんばかりになっている。

「────────ごく」

　つい生なま唾つばを飲み込んでしまったのは、決していかがわしい気持ちからではなく！

『普段のクールな彼女』とのギャップのせいだ。

　そう。いま眼下で、無防備な寝起き姿をさらしているのは、千せん寿じゆムラマサ先せん輩ぱいだった。

　ど、どうしよう……。先輩、いきなり見つけちゃったけど……。

　声をかけるべきだろうか……？　し、しかし……この状況で？

　俺、覗のぞき魔まだと思われないかな？　言い訳の余地なくね？

　迷っている間にも、時は無情に流れていく。

「ふぁ……ねむ……ねむぅ……けど、起きなきゃ」

　俺の目には依然として、決して普段は見せることのない、ふにゃけた姿のムラマサ先輩が映り続けている。

「んっ」

　ぱん、と彼女は両りよう頰ほおをみずから張った。

　そして信じられないほどに甘えた声で、

「パパぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　パパ!?

　ちょ、せ、先せん輩ぱい!?　いま、パパって言った!?

　俺は、名状しがたき戦せん慄りつを覚え、その場で硬直せざるを得なかった。

「パパぁ、朝ごはんまだぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]？」

　先輩の形をした黒髪少女が発した甘えるような声に、返事があった。

　非常に聞き覚えのあるバリトンボイスで、

「もうすぐできますよぉーっ♡」

　これが漫画だったなら、俺の頭上には〝!?〟が浮かび上がっていたであろう。

　お、御父上！　あんな激げき渋しぶフェイスでありながら！

　語尾に！　ハートマークを付けて……!?

「………っ！　……っ！」

　俺は、枝から落っこちそうになりながら、親子の会話を聞き続ける。

　姿の見えない御父上に向かって、ムラマサ先輩と思おぼしき少女が話しかける。

「パパぁ、さっき外が騒さわがしかったけど、誰か来てたの？」

「宗教の勧誘でしたよ～。パパ、かっこよく追い払っておきましたからね！」

　おい！

　これが漫画だったなら、俺のこめかみには〝＃〟が浮かび上がっていたであろう。

　御父上の声が聞こえてくる。

「花はなちゃん、もうできますから、着替えておきなさい」

「はぁ～い」

　花ちゃんと呼ばれた少女は、素直に返事をするや、すぐそばの部屋に入る。

　そして部屋の手前で、畳まれた服を広げ始めた。

　あそこが自室なのだろうか──じゃなくて、これ、まずくね!?

　このまま花ちゃんが、着替え始めたら……角度的に見えてしまうんだが!?

　ムラマサ先輩っぽいそこの女子!?　無防備すぎるだろ！　障しよう子じ、障子を閉めなきゃ!?

「うわぁ……やばい……やッばい、これはやばいぞぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　ぎしっ、ぎしぎしっ。

　枝の上で動揺しまくる俺。両目はらんらんと見開いたままだ。ふらついたせいで枝が揺れ、それを見たエルフが心配して声をかけてくる。

「ま、マサムネ、どうしたのよ？」

「しっ！　静かにッ！　なんでもないから！　黙だまっててくれ！」

　万が一このタイミングで見つかったら、マジで言い訳がきかないだろ！

「そ、そう？　……なんかものすごく真剣な顔だけど、いったい何が見えているの？」

「……それは言えん。エルフと紗さ霧ぎりは、知らない方がいい」

　俺が、きわめてシリアスな声とともに視線を戻すと──




「あ」




　着替え中の少女と、思いっきり目が合った。

「…………………………………………………………」

　彼女は、ちょうど胸元のボタンに指をかけたところで、いまにも見てはいけないものが、まろび出そうになっている。

　夢のような光景であった。

[image: ]

「………………………………」

「………………………………」

　地じ獄ごくのような数秒であった。

　額ひたいから流れる冷たい汗が、ぽたりと俺の手に落ちた瞬しゆん間かん。

「なっ……なっ……なっ……」

　ようやく彼女は、状況を認識したらしい。

「にゃ、にゃ……んでっ、君がここにぃっ！」

　かぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っと一瞬にして真っ赤になって、

「み、見るなぁぁぁあぁぁぁ!?」

　ムラマサ先せん輩ぱいが勢い任せにブン投げてきた枕まくらは、見事、俺の顔面にクリーンヒットしたのであった。




　そして──

「は、は、話は……わかった！」

　十数分後。紆う余よ曲きよく折せつの末、俺たちはなんとか『梅うめ園ぞの邸てい』の客室へと通され、怒れるムラマサ先輩に、弁明を聞いてもらっているところだった。

　俺たちがここに来た経けい緯い、そして木に登っていた理由などを説明した。

　もちろん『幻げん想そう妖よう刀とう伝でん』の原げん稿こうを取りに来たことも話したが──その本題が持ち上がるのは、もう少し後のことになる。焦あせらず待っていてもらいたい。

　ムラマサ先輩は、先ほどまでのパジャマ姿ではなく、いつもの着物に着替えている。

　畳たたみ敷じきの広い部屋だ。和風のローテーブルを挟み、俺とムラマサ先輩が座布団に座って対たい峙じする形。俺の隣となりにはエルフが座っている。

　先輩の御父上は、ここにはいない。彼はもちろん、あの厳いかめしい顔で同席しようとしたのだが、『パパはあっち行ってて！』と背を押され、追い出されていったのだ。

　やはり娘には弱い御方らしい。

「うーっ、うーっ……」

　ムラマサ先輩は、頭を抱えて唸うなっている。いまだに顔は真っ赤っかだ。

「話はわかったが……。ま、まったくっ……君たちときたらっ……どこから文句を言っていいのかわからないぞっ！」

「と、とりあえずっ！　俺が先輩の着替えを覗のぞくために、わざわざ千ち葉ば県けんまで遠征してきたわけじゃないってことは、間違いなく伝わったよな!?」

「お、思い出させないでくれっ！」

　ムラマサ先輩は、正座をしたまま、両手で顔を覆おおってしまう。

　エルフが、冷たく目を細めて呟つぶやく。

「……はい、ここで木に登ったマサムネの台詞せりふを思い返してみましょう。──『しっ！　静かにッ！　なんでもないから！　黙だまっててくれ！』」

「誤解を招く言動はやめてくれる!?」

「ま、マサムネ君っ!?」

「違うんだ！　聞いてくれ先せん輩ぱい！　ど、動揺してただけで！　決して先輩が着替え始めたからガン見してたわけじゃっ……」

「うぅ…………わ、忘れてくれ……もぅ」

「………………兄さん、さいてぇ」

「あー、女の子を泣かせたー、いーけないんだー」

「ぐぅっ…………」

　女子三人（うち一人はタブレット）から責められて、俺の方が泣きたかったよ。

「ご、ごめんなさい」

　俺は座布団から降り、改めて深々と頭を下げる。

「い、いや……私も油断していたし……怒ってるわけじゃないから、謝あやまらないでくれ。た、ただ……恥ずかしくて…………死にそう」

　先輩は、顔を覆おおったままイヤイヤをするように首を横に振る。

　この人の一番魅み力りよく的な姿は、こうして恥じらっているときだと思う。

　こんな場合だというのに、ドキドキしてしまっていた。

「……あぁくそ……なにやってんだ俺」

　俺の消沈っぷりを見て満足したのか、エルフ＆紗さ霧ぎりが、ターゲットをムラマサ先輩へと移す。

「ねぇねぇ、ムラマサちゃんムラマサちゃん」

「お互い、言いたいコトがたくさん溜たまってるみたいだけどさ」

「とにもかくにも、まずはひとつだけ、先にツッコませてもらっていい？」

「……な、なんだ？」

　二人は、声を揃そろえてムラマサ先輩にツッコんだ。




「「パパってなに？」」




「ひゃうん!?」

　ムラマサ先輩は、かわいい悲ひ鳴めいとともに、上体をのけぞらせた。

　両目を漫画みたいに[image: ]バツテンにしてだ。

　彼女はそこから立ち直るや、むっつりと口元をへの字にして、黙だまり込んでしまう。

「…………………………………………」

　追い詰められた犯人のごとく、冷や汗をダラダラかいている。

「……………………………………………………………………………………………………」

　それからたっぷり一分間ほども沈ちん黙もくしたあげく、口を開いた彼女はこう言った。

「はて、なんのことかな？」

「この状況でトボけるつもり!?」

　あまりの図ずう々ずうしさに、エルフが度肝を抜かれている。

　俺も、頰ほおを引き攣つらせて言ったものだ。

「せ、先せん輩ぱい……さすがにそれは、厳きびしいんじゃ」

「ふうむ……君たちが何を言っているのか、ちっともわからないぞ？」

「『パパは出て行って！　あとで話すから！　出て行ってっ！』」

　エルフが、ついさっきの先輩の台詞せりふを、声まで真似まねてリピートする。

「はっきりこの耳で聞いたんですケド!?」

「幻聴だ」

「俺は見たぞ。先輩が、かわいいパジャマ姿で、『パパぁ、朝ごはんまだぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]？』ってやってるところ」

「幻術だ！」

　末期のバトル漫画みたいな台詞でごまかそうとする先輩。

「くっ、埒らちがあかないわね……こうなったら」

　業ごうを煮やしたエルフが、片手をメガホンにして、閉じた襖ふすまに向かって声を張り上げる。

「パパぁ！　ちょっと来てぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　バッ、おま……!?

　俺は、目ん玉飛び出そうになりながら、声にならない悲ひ鳴めいを漏もらす。

　それと同時に、ガラッと襖ふすまが開き──

「呼んだかね？」

　……ほ、本当に出てきちゃった。

　しかも現れたムラマサ先輩の御父上は、先と同じ厳げき渋しぶフェイスに……なんとプリティなクマさんエプロンを装着している。

　シュールすぎる光景だった。

　この状況、真っ先に反応したのは先輩だった。がたっと勢いよく立ち上がり、

「パ──お父さん！　な、なんで入ってくるんだっ!?」

「いや……呼んだろう？　そちらの子が」

「はい、呼びました！」

　エルフは元気よく手を挙げて応こたえる。それはもう嬉うれしそうに問うた。

「ここでムラマサパパさんに質問！　家で娘から、なんと呼ばれているんですか！」

「パパだが？」

「わーっ！　わぁぁーっ！」

　ムラマサ先輩は、大慌てで御父上とエルフとの間に割り込み、両手を振って回答をかき消そうとする。

　無駄だが。

「ほらぁ、やっぱりパパって呼んでるんじゃない」

「い、家にいるときだけだ！　悪いかっ！」

「悪くないわよ。勝手にあんたが恥ずかしがってるだけじゃない」

「そうそう。むしろかわいい。『父上』って呼んでるイメージだったけど、こっちの方がいい」

　紗さ霧ぎりが、うんうんと頷うなずいている。

　もちろんそんな二人の意見など、ムラマサ先せん輩ぱいにはなんの慰なぐさめにもならない。

「うぅぅ……」

　再び両手で顔を覆おおい、しゃがみ込んでしまう。

　エルフは無情にも追つい撃げきを重ねる。

「はいっ、じゃあ質問その二！」

「まだあるのか!?」

　がば、と顔を上げる先輩。エルフは御父上を見上げて問う。

「ねぇねぇ、この家では、パパさんがいつもごはんを作ってるのかしら？」

「ああ、そうだが」

「に、日曜日だけだ！　平日は家政婦さんがいるし、私が作ることもあるから！　いつもパッ──お父さんに作らせているわけじゃないんだ！」

　だからさっき門を叩たたいたら、家主が出てきたのか。

「信じてくれ、マサムネ君！」

「お、おうっ……信じる！　信じるって！」

　首を絞めないでくれ！　なんで俺に言うんだよ！

　俺が、ムラマサ先輩に絞殺されかかっていると、その様子を冷めた眼まな差ざしでにらみ付けていた御父上が言った。

「……娘の希望なので私は戻るが。その前にこれだけ聞かせてくれ。君たちは……娘と、どういう関係だ？」

　かわいい格好をしていても、バリトンボイスから放たれる圧力は、まるで変わらない。

　俺は、恐れ戦おののき返答する。

「さ、先ほども申し上げましたとおり、僕たちは千せん寿じゆムラマサ先生の同業者で──」

「そうではない。出版関係者だということは、わかっている」

「えっ？　ええと……？」

「どのくらい深い関係かって意味よね！」

　エルフがすぐに察して言った。彼女は、馴なれ馴れしくムラマサ先輩の肩に腕を回す。

「親友よ！　親友！　ねー、ムラマサちゃん！」

「[image: ～]……………………まぁ、友達ではあるな。……一応」

　ムラマサ先輩は、嫌いやそうに目を細めている。

　続いて紗さ霧ぎりが、「……ともだち」と小さく呟つぶやく。

「……そうか」

　御父上は、重々しく首肯し、それから俺をじっと見つめる。

「君は？」

「……………………」

　返答を間違ったら、俺は死ぬんじゃないか？

　ノベルゲーでいう『即死選択肢』ってやつじゃないのコレ？

　くっ……どう答えればいい？　そ、そうだな……無ぶ難なん、無難に『友達』でいこう！

　俺は、大きく息を吸って、答え──

　──る前に、代わってムラマサ先せん輩ぱいが回答した。




「彼は、和泉いずみマサムネ先生。私にとって、尊敬する作家で、最愛の人だ」




　ちょ！

「──────」

　目を見開いて硬直する御父上に向かって、エルフと紗霧がさらに畳みかける。

「ちなみに、わたしの彼氏よ！」

「……一番好きなのは私ってゆってた」

　お、おまえらぁ！　危険な誤解を生み出すような言い方しやがって！

　こんなのどう聞いても三さん股また野郎じゃないか！　俺が御父上の立場だったら細切れにしてやるところだぞ！

「い、いまのは誤解でですね！」

　慌てて弁明をしようとするが、ムラマサ先輩がさらに余計な台詞せりふを重ねてくる。

「彼のことは、いずれお父さんに紹介しようと思っていた」

　ハシゴを外しやがった！

「…………………………」

　御父上は、己おのれの娘と俺とを見比べるようにして、一拍あけてから言う。

「なにが誤解なのかね？」

「すべて！　すべてです！」

　別にエルフ以外誰も噓うそを言っちゃいないんだが！　言い方が悪いよ！

　しかもムラマサ先輩の場合、エルフと違って天然で喋しやべっているところがタチ悪い。

「そうか……よくわかった」

　ほっ……。

　弁明の甲か斐いあって、どうやら御父上の誤解を解くことができたようだ。

　彼は重々しく頷うなずくや、目を細めて俺を見下ろす。

「……君には、私の刀剣コレクションを披ひ露ろうしてあげよう」

「結構です！」

　前言撤てつ回かい！　誤解なんか微み塵じんも解けてねえ！

「なに、遠えん慮りよすることはない。本物同然の模造刀だぞ」

「それ真剣じゃないんですか!?」

「冗談だ」

　断じて冗談を言っているふうではなかった。彼の娘とまったく同じだ。

　冗談にしか聞こえない危険な台詞せりふを、真剣な顔で口にする。

　彼は、不ふ機き嫌げんそうに「ふん」と鼻を鳴らすや「ところで」と、話を変える。

「君たち、朝食は済ませたのかな」

「あ、はい」

「出かける前に済ませてきたわ」

「私たちはまだなんだ。休日はいつも遅くてな。御客人たちには申し訳ないが、しばし客間でお待ちいただけるだろうか」

「わかりました」

　せっかく作った朝ごはんが、冷めてしまうものな。

　神楽かぐら坂ざかさんから頼まれた『幻げん想そう妖よう刀とう伝でん』の原げん稿こうについての話は、先せん輩ぱいが戻ってきてからするとしよう。エルフと紗さ霧ぎりも俺と同じく頷うなずいた。

「では、花はなちゃん。食事にするとしよう」

「はい、お父さん。……では、すまないが少し席を外す。すぐに戻るから、その間、その辺の本でも読んで待っていてくれ」

　ムラマサ先輩の視線の先には、立派な木製の本棚がずらりと並んでいる。中に納められているのは、ハードカバーの小説ばかりだ。

「あ、ちょっと待って！　ムラマサ、あんた……花ちゃんって」

「え、ああ……その、えっと」

　先輩はちょっぴり迷ったようにうつむき、それから、俺たち全員を見て言う。

「私の本名は、梅うめ園ぞの花……という。……改めて、よろしく」

　千せん寿じゆムラマサ、改め、梅園花ちゃん。

　なんとも照れくさそうな自己紹介だった。




　梅園邸の客室にて、俺たちはムラマサ先輩の食事が済むのを待つことになった。

「ふ[image: ～][image: ～][image: ～]っ、緊きん張ちようしたぁ[image: ～][image: ～]」

　ようやくプレッシャーから解放された俺は、座布団の上で足を投げ出す。

「あー、怖かった。死ぬかと思った……」

「くふふ、斬きられなくてよかったわね」

「冗談でもやめてくれる!?」

　あの親子、刀剣が似合いすぎる外見なんだから！

　ローテーブルの上から、タブレットＰＣに映る紗さ霧ぎりが、ぽつりと呟つぶやく。

「花はなちゃん……って、いうんだっ」

「あぁ、ようやく本名を教えてもらえたな」

「わたしの予想どおり、かわいい名前だったわね」

「そうだな。……これからあの人のことをどう呼んだもんか」

「そりゃ花ちゃんでしょ！　そう呼んだら、あいつ、絶対恥ずかしがるわよ！」

「やめてあげろよ、かわいそうだろ！」

「え～？」

　俺たちの同業者に限らず、本名ではない名前──ペンネームやらハンドルネームやらのことだ──で交流している仲間に、本名を知られるのは、とても照れくさいものだ。

　まぁ、俺なんかは、ペンネームと本名がほぼ同じだから、その感覚は薄うすいけどね。

　エルフが、「ねぇ……」と切り替えるように落ち着いた声を出した。

「マサムネ、紗霧。わたしさあ……すごいこと……思い出しちゃったかも」

「ん？」

「なんだ？」

「…………あの本棚を、よーく見て御ご覧らんなさい」

　エルフは、壁へき面めんに並ぶ本棚を指さす。

「何か、気づくことがない？」

「気づくこと……ねえ？」

　なんだろう？　別におかしなところなどないように見えるが。

「……兄さん。テーブルの上からじゃ、角度的にみえない件」

「はいはい」

　俺は、紗霧の映るタブレットを抱っこして、本棚へと近づいていった。

「ふむ……？」




「「あっ」」




　俺と紗霧が、同時に気づいた。

　注目したのは、本棚に並んでいるハードカバーの小説、その『著者名』だ。

　その小説たちは、すべて同じ作家によって書かれたものだった。

　背表紙には、『梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろう』とある。

「時代小説の大たい家かじゃないか！　え？　梅園って……え？　まさか……」

「そういうこと……じゃないかしら？」

　エルフがいつの間にか、俺たちのそばまで寄ってきていた。

　胸元から紗さ霧ぎりの声がする。

「兄さん、エルフちゃん。……ネットで画像検索してみたんだけど……これ見て」

　紗霧がタブレットに、検索結果画像を映し出す。

「あ！　やっぱりそうだったのね！」「どっかで見たことがあると思ったら──」

　エルフと俺が、驚きよう嘆たんの声を張り上げる。

　画面に映っているのは、作家『梅園麟太郎』の写真である。

　いまよりずっと若いが、着流しの浪人といった風ふう体ていは、俺たちが会ったムラマサ先せん輩ぱいの御父上と同じだった。

「ええと、つまり──超人気ラノベ作家『千せん寿じゆムラマサ』は、時代小説の大家『梅園麟太郎』の娘だったってことか」

「あらまぁ、作家親子ね」

　エルフが、要点を短くまとめた。

「ほえ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、驚おどろきだな、こりゃ」

　俺はハードカバーの時代小説を手に取って、両目をぱちくりとする。

「兄さんは、読んだことあるの？」

「あるぞ。色々書いてる人だけど、剣豪小説と捕とり物もの帳ちようでひとつずつ超有名な作品があって──」

　俺は、梅園麟太郎という作家について、紗霧に軽く解説した。

　そもそも時代小説とはなんぞや、というところから説明すべきかもしれないが、長くなるので割愛する。

「──まぁ、そんな感じ。いまでもコンスタントに新作を発表してるよ」

「へぇ、すごいひとなんだ？」

「とても」

　ラノベと時代小説じゃ、単純に比較はできないが──あの『千寿ムラマサ』と比べても、まったく負けちゃいない。むちゃくちゃ売れていて、むちゃくちゃ有名な、大作家だ。

「ふぅん……面おも白しろいの？」

「つまらないぞ」

　紗霧の何気ない質問に答えたのは、俺のものではない不ふ機き嫌げんな声だ。

「ムラマサ先輩」

「待たせてすまなかった」

　襖ふすまを開けて入ってきた彼女は、俺の隣となりで立ち止まり、ハードカバーの表紙に視線を落とす。

　常よりさらに怜れい悧りな眼光が、分厚い本をぐさりと貫つらぬく。

「父の書く本はつまらない。少なくとも、私にとっては」

「……………………」

　そうだった。彼女は、面おも白しろいと思える本がなかなか見つけられなくて──自分の手で小説を書き始めたんだっけ。

「マサムネ君の小説の方が、ずっと好きだ」

　ま、またこの人は……真顔でそういう胸にクる台詞せりふを……！

　嬉うれしすぎてニヤけてしまうじゃないか。

「……それは本当に光栄だけれど……………………その台詞、御父上には言わないでくれよ？」

「もう言った」

「だからあの人、俺に厳きびしかったんじゃないのかな!?」

「そっかっ。最初、追い返されたのは、兄さんがいたからだったんだっ」

「……くっ、つじつまは合う……」

　思い返してみれば、初めて御父上と会ったときのあの剣幕は異常だ。

　ムラマサ先せん輩ぱいは、首を横に振った。

「いや、それは違うぞ。私の本の好みとは関係なく、父は、出版関係者を私に会わせたくないんだよ」

「そりゃまたなんで？」

「私を小説家にしたくないらしいぞ」

「もうなってるじゃないか」

「私自身は、そんな職業に就ついたつもりなどないんだが……」

　執筆した小説が書しよ籍せきとして販売されているわけで、実質的にはなっているよな。

「父は、私が小説執筆にのめり込みすぎることを、心配しているようだ」

「「あー」」

　ムラマサ先輩以外の全員が、得心の声を漏もらした。

「あんたの人生すべてを小説に捧ささげるような執筆スタイルは、家族からしたらハラハラするわよね」

「いまでもすでに危ういのに、これ以上のめり込むような要素は増やしたくないわけか、御父上としては。だから出版関係者には会わせたくない、と」

「そっか……ムラマサちゃんにとって兄さんは、色んな意味で『悪い虫』なんだね」

　やめてくれるそういう言い方！　俺がすべての元凶みたいじゃん！

「つーかそんな家庭環かん境きようの梅うめ園ぞの家けなのに、よく神楽かぐら坂ざかさんは、ムラマサ先輩をデビューさせることができたよな」

　どうやったら、あの御父上を説得することができるんだ？

「当時は父も、それほどうるさくなかったんだ」

「ムラマサのエクストリーム執筆スタイルのこと、きっと把握してなかったのね」

「そうかもしれん。それに、えっと……神楽かぐら……坂ざかさんは、」

　おい、いま一いつ瞬しゆん名前を忘れていただろう。

「あの人は……なにやら父にとって、恩人の娘らしくてな」

「え、マジで？」

「ああ……そのせいか、父はあの人に甘い」

「なるほどなあ！　色んな細かい疑問が、氷解した気がする！」

　おっかない大作家のいる屋や敷しきに、何度も忍び込んでお咎とがめなしな理由とか。

「他の編集者が担当だったなら、いまごろ父に斬きられているぞ」

　冗談じゃなさそうなところが怖い。

「ふうん、そんな事情があるんじゃ『わたしたちの用件』も、ムラマサパパにとっては、面おも白しろくないでしょうね」

「用件？」

　ムラマサ先せん輩ぱいが首をかしげる。

「さっきも話したけど、俺たちは、『幻げん想そう妖よう刀とう伝でん』の新刊原げん稿こうを取りに来たんだよ」

「ああ、その話か」

　むっ、と、頰ほおを膨ふくらませる先輩。

「そうそう。遊びに来たわけじゃないのよ？」

「いやエルフおまえ、『面白そう』だから付いてきたんじゃなかったっけ？」

「くふ、そうだったかしら？　まあそれはともかく、本題に入りましょうか」

　エルフは、指先をムラマサ先輩の鼻先へと突きつける。

「あんた、なんで編集部に原稿を渡してあげないの？」

「怒っているからだ」

　やっぱり神楽坂さんが悪いっぽい。

　エルフはさらに問う。

「その理由は？」

「…………………仲間外れにされたから」

　ムラマサ先輩がぽつりと漏もらす。

「仲間外れ？」

「……雑誌に載のってたんだ………………リレー小説の予告が」

「リレー小説？」

　おうむ返しに言った俺は、脳内を検索し、

「それって……もしかして……俺が今度雑誌に掲けい載さいする……複数作家合同企画のアレ？」

「そうだ」

　先日の打ち合わせで、神楽かぐら坂ざかさんと話していた件のことである。

「アレって、先せん輩ぱい、当然のように不参加だったよな？」

「……ああ。雑誌の予告を見るまで企画の存在すら知らなかったぞ」

　ですよね。神楽坂さんがいちいち教えるわけもない。先輩だって興きよう味みないだろうし。

　なのに、なんで気にしているんだろう。

「あの合同企画がどうしたんだ？」

　問うと、ムラマサ先輩はふくれっ面つらのままポツリと一言。

「…………………………やだ」

　と言った。

「イヤだって、なにが？」

「全部だ」

　それじゃわかんないよ。

「もうちょい詳しく頼む」

「マサムネ君がリレー小説企画などに参加しているのが嫌いやだ。マサムネ君が合同企画に参加するというのに、私を誘わなかったのが気に入らない。そもそも私は、リレー小説というものが大だい嫌きらいだ。絶対に参加したくない。合同企画全般もだ」

　なんという面倒くさい理屈！

「あ、やっぱりマサムネが元凶だったんだ」

　エルフが、わかってたとばかりに軽く手を叩たたく。

「やっぱりってなんだよ」

「だってお花はなちゃんがムキになるのって、マサムネのことくらいじゃない」

「お、お花ちゃんって言うな！」

　くわっと嚙かみつかんばかりに声を荒らげるムラマサ先輩。

　ほら、『和泉いずみマサムネ』関連以外でも、ムキになることがあるじゃないか。

「つまり、こういうことかしら」

　エルフは、指をくるくると回しながら要点を述べていく。




「ムラマサが書き上がっている新刊原げん稿こうを渡さないのは、編集部に対して怒っているから」

「怒っている理由は、和泉マサムネが、多人数作家合同企画のリレー小説に参加したから」

「大好きなマサムネ先生が参加する合同企画に、自分が誘われなかったのが気に入らない」

「そもそもムラマサは、合同企画もリレー小説も、大嫌い」

「普段なら興味もないし、絶対に参加しない」




「うむ、だいたい合っている！」

「すっごく理り不ふ尽じん」

　紗さ霧ぎりが、呆あきれた声でみんなの意見を代弁した。

　ムラマサ先せん輩ぱいが目をぱちくりとする。

「えっ、理不尽かな？」

「理不尽だって！」

　俺が予想していたよりも、神楽かぐら坂ざかさん悪くなかったわ！

　参加したくないのに、仲間外れにされたって怒るとか、どうすりゃいいんだ。

「ていうか合同企画とかリレー小説のどこがそんなに嫌きらいなんだよ！」

　楽しいじゃないか！　みんなで小説を書くのもさ！

　俺の質問に、ムラマサ先輩は「はあ？」みたいな感じで眉まゆをひそめる。

「小説はひとりで書くものだぞ。みんなで書いても、出来上がるのはゴミだ」

「言い切りやがったな！」

　ちょっと御意見がエッジ利ききすぎじゃないっすかね先輩。

「言い切るとも。何故なぜわざわざ足手まといどもと一緒に作品を創つくらなければならない？　みんなで創り上げた作品よりも、わたしがひとりで書いた小説の方が、はるかに面おも白しろい」

　とんでもない自信だな。

　さすがにムッとするが、この人が言うと説得力がある。

「いいかマサムネ君。創作というものは、関わる人数が増えるたび、できることが増える反面、ゴミになる確率が上がっていくのだ。断言してやろう。これは絶対の法則だ」

「いや、例外だってあるだろ？」

「ない。しかし許容可能なケースはある。たとえば『世界妹セカイモ』のコミカライズのように、『作者本人ができないことができる者』──専門家プロフエツシヨナルを加えることによって大きな恩恵を受けられるのならば、その作品にとって、関係者リスクを増やす価値はあるだろう」

　そうだな。アルミ大先生には、いつも大変お世話になっている。

　エロマンガ先生だってそうだ。俺の書いた小説に、俺が創つくり出すことのできない価値イラストを、付与してくれている。

　いや、しかし、こんなときになんだが。

　ムラマサ先輩、アルミ先生のこと、認めてたんだな。

　コミカライズ決定のときは、ダメな原げん作さく厨ちゆうと化してムチャクチャ喧けん嘩かしていたのに。

　ムラマサ先輩は、据わった瞳ひとみでさらに言う。

「だが、リレー小説について例外は当てはまらない。件くだんの企画に参加するのは、全員が小説家だろう。彼らひとりひとりに、『自分にしか書けない物語』がある。だからこそ、混ぜてもろくなことにならん。実力が伯仲していれば、お互いの足を引っ張り合い、遠えん慮りよし合う。ひとりでも実力が劣おとる者がいれば、そいつに合わせたレベルに堕だする。ひとりでもモチベーションが低い者が混じっていたら、それですべてが台無しだ。そらみろ、参加する価値などない。この世に存在するあらゆるリレー小説は、参加者各人が本気ひとりで書いた代表作より面おも白しろくないのだぞ」

「俺は、そうは思わない。面白いリレー小説だってあるし、誰かと一緒に創作をすることで生み出される面白さだってあるはずだ」

「平行線だな。こればかりは私が正しいと思うが」

「じゃあ俺たちでやってみようぜ」

「──なんだと？」

　俺のいきなりの提案は、ムラマサ先せん輩ぱいの意表を衝ついたようだ。

「確信を持って言うけど、ムラマサ先輩は、リレー小説を書いたことがないだろう」

「ない。それがどうした」

「一度試しに、俺たちでやってみようって言ってるんだ。そうしたらきっとリレー小説の意義たのしさが、先輩にもわかってもらえると思う」

「………………この面子メンツでか？」

　ムラマサ先輩は、両目を大きくしたままで、周囲を見回す。

　俺は頷うなずく。

「そうだ。──エルフ、どうかな？」

「面白そうじゃない。わたしはオーケーよ！」

「エロマンガ先生、イラストを頼めるか？」

「………………和泉いずみ先生が参加するなら……いいよ。あとそんな名前のひとはしらない」

「サンキュー、ふたりとも！　ムラマサ先輩は？」

「やったところで、私の意見は変わらないと思うが。それに……マサムネ君の足を引っ張りたくない……」

「そんなに重く考えることないって！　騙だまされたと思って、気楽に参加してみてくれ！」

「…………気楽になど……できるものか」

「こう考えてくれ。今回のこれは作品創づくりじゃなくて──あくまで俺たちと『一緒に遊ぶ』だけだってさ。どうかな？」

「……むぅ…………わかった。マサムネ君が、そこまで言うなら……一度だけやってみよう」

　ムラマサ先輩は、渋々といった様子ながらも了承してくれた。

「よぉーっし、わくわくしてきたぜ！」

「別にわたしはいいけれど、リレー小説をやるなら書き手が三人だと少なくない？」

「やっぱそうかな？」

「せめて四人は欲しいわね」

　エルフは片手の指を四本立ててみせる。

　うーん、だよなあ……。

　俺は腕を組んで悩む。ムラマサ先せん輩ぱいが「待て待て」と少し慌てた様子で言う。

「私が参加を了承したのは、この面子メンツだからこそだぞ。足手まといを増やすつもりはない」

「あ、花はなちゃんてば、わたしなら足手まといにならないって認めてくれているんだ？」

「いいや、非常に足手まといだが、友達だし我慢してやるということだ」

「あっそう！」

　この二人、仲がいいんだか悪いんだか。

「どうするの？　花ちゃんが認めるような小説家さんなんて、他にいないんじゃ……」

　と紗さ霧ぎりが言った。

「ふうむ……そうだなあ。ムラマサ先輩、足手まといでも友達ならいいんだよな？」

「そうだが」

「国くに光みつはダメよ」

　今度はエルフからＮＧが出た。

「なんで？」

「いま修しゆ羅ら場ば中だから」

「あ」

　そういえばそうだった。

「じゃあどうしようか」

「いるじゃない。この面子の誰よりもネームバリューがあって、ムラマサが友達以上に親しくしている人が、すぐそばにさ」

「はあ？　そんなやつがどこに──って、あ！　お、おまえ！　まさかっ！」

　エルフは俺に向かってニヤリと笑うや、片手をメガホンにして、襖ふすまに向かって呼びかけた。

「パパぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、ちょっと来てぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　ガラッ──




「なにかね？」




「うわ!?」

　一いつ瞬しゆんで来た！

「ムラマサパパさん、いまの話、聞いてたんでしょ？」

「ふむ、たまたま部屋の前を通りかかったんだが、偶然聞こえてしまったよ」

　噓うそ吐つけ！

　絶対いままでずっと、襖の裏にいただろう!?

　待ち構えていたかのようなタイミングだったぞ！

　御父上──麟りん太た郎ろう氏は重々しい口調で言う。

「…………つまり君は、この私、時代小説の大たい家かである梅うめ園ぞの麟太郎に……ライトノベル作家たちとともに、お遊びのリレー小説に参加しろと……そういうのだね？」

「ええ、そーよ。リレー小説のお題は、『ボーイ・ミーツ・ガール』ね」

　恐ろしい圧力を放つ相手に憶おくすることなく、胸を張るエルフ。

　なんて図ずう々ずうしいやつだ。さすがに引き受けてくれるわけが……。

　ところが、御父上はあっさりと頷うなずいた。

「構わんぞ」

「ええ!?」「いいのっ!?」「ぱ、パパ!?」

　ほ、本当にわかってんのかこの人！　〝現代の文豪〟梅園麟太郎が、よりにもよってラノベ作家たちとリレー小説を書く!?　『ボーイ・ミーツ・ガール』というお題で!?

　そんなんアリかよ！

　俺たちの驚きよう愕がくを見た御父上は、あごをさすりながら言ったものだ。

「ほう、書けないと思っているな？」

「……い、いえ……ただ、だいぶ作風が違うような、と」

　なにをもって『ライトノベル』と呼ぶのかについては（面倒なので）ここでは語らない。

　しかし、梅園麟太郎の書く、堅く密度の高い文章は、明らかに俺たちとは違っている。

　この人と一緒にリレー小説なんか書いたら──『コロッケそば』とか『生ハムメロン』どころじゃない、とんでもなくミスマッチな代しろ物ものが出来上がってしまう。

「それがどうした？　構わないではないか。そもそも、リレー小説の意義とはそういうものではないのかね？」

「…………………………」

　どうやら俺の考えは、御見通しらしい。

　確かにそのとおりだ。この面子メンツでリレー小説を書いたら、おそらくはミスマッチのゲテモノが出来上がる。それは決して、完成度の高い、いわゆる『上手な小説』ではないかもしれない。

　だからこそ意義がある。

　それがいま、俺がムラマサ先せん輩ぱいと一緒に、やってみたいこと。

　なんだけど……。いくらなんでも梅園麟太郎はなくねえか？

　当惑する俺の肩に、エルフの手がポンと置かれる。

「諦あきらめなさいマサムネ。御おん大たいご本人がやると言っているのよ？」

　そもそもこの人、なんでこんなノリ気になっちゃってんの？

「くっ、ふふふふ………………娘と一緒にリレー小説か……素晴らしいな！」

　あっ、はい。

　すべて把握しました。




　実の父と一緒にリレー小説を書くことについて、ムラマサ先せん輩ぱいは、最後まで渋っていたが、場の流れには結局逆らえず……

　俺たちは、梅うめ園ぞの邸ていの客室にて、リレー小説を書き始めた。

　畳たたみ敷じきの部屋の中央には、わざわざ持ってきた座卓がある。その上にはノートパソコンが載のっており、ワープロソフトが起動していた。

　……うわあ……これ、大作家様がいつも使っている執筆道具なんじゃないの？　まさかこれをみんなで使いまわして、リレー小説を書けって？　心臓が痛くなるな。

　その座卓に向かって正座しているのは、持ち主である御父上だ。

「順番は私からだ！　構わんね！」

　ダメって言っても聞いてくれそうにない。

　こ、困ったぞう……。

「……な、なぁエルフ……大作家様があんなこと言ってるけど」

　エルフは、立ったまま腰に手を当てふんぞり返る。

「そこの超ノリノリなおっさん。ちょっと待ちなさい」

「ふむ、私が先せん鋒ぽうを務つとめることに、なにか異存でも？」

「リレー小説ってのはね、順番が大切なのよ！　作風のミスマッチが望むところだとしても、超高確率で戦犯になりそうなやつを先鋒に持ってくるわけないでしょ！」

　言い方が悪すぎる！

「……わ、私が……せん……ぱん……？」

　ほらぁ！　厳いかめしい顔のおっさんが呆ぼう然ぜんとしているじゃないか！

　数秒間ぽかーんとしていた彼だったが、やがて立ち直り「ごほん」と咳せき払ばらいを一つ。

　顔を赤らめ、取り繕つくろうように言った。

「先も言ったが、君たちは、私が、その……若者向けの文章を書けないと思っているだろう」

「はい」「はい」「はい」「はい」

　満場一致であった。

「………………………………」

　御父上は、不ふ機き嫌げんそうに目を細め、ムキになって言う。

「か、書けるぞっ」

「ホントにぃ？　そもそも最近のライトノベルとか、読んだことあるのぉ？」

「むっ…………『小説家になろう』ってのを読めばいいのだろ！　コレを見よ！　私もこのサイトに投とう稿こうしている！」

「そんなサイトよく知って……ってマジすか!?」

　なにやっちゃってんのこの大先生!?

　ノートパソコンを持って、小説投とう稿こうサイトを見せつけてくる梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろう氏。

　そんな父を、冷たく見つめていたムラマサ先せん輩ぱいが一言。

「……私の小説が書店に並ぶようになってから、父はこのザマなのだ」

　あぁ……パパとしては、娘と共通の話題が欲しいんだろうなあ……。

「イキのいい老害ね……どれどれ」

　エルフがノートパソコンの画面を覗のぞき込む。

　そして、さっと青ざめて口をふさいだ。

「うわ～、ポイント低ひっく。やだぁ、梅園麟太郎の時代小説、まったく通用してない」

「待ちたまえ！　それはあれだ！　初投稿でちょっとよくわかってなかった！　次はいける！」

　聞いてるこっちが恥ずかしくなってくる言い訳だった。

　渋いイメージがガンガン崩ほう壊かいしていっているぞこのパパ。

　麟太郎氏は、ノーパソを座卓ごと抱きかかえるようにして、

「ともかく！　先せん鋒ぽうは私がやる！　やるったらやるっ！　絶対に譲ゆずらんぞ！」

「あ～、これ、ムラマサちゃんのパパだわ～」

「なっ、私はこんなんじゃないぞっ！　し、失礼なっ！」

　……いや、そっくりだと思うぞ。テンパったときの挙動とか、ワガママ具合とか。

　先輩は辛かろうじて落ち着きを取り戻し、顔を赤らめたまま言う。

「……父はこうなったらてこでも動かない。申し訳ないが、やらせてあげてくれ」

「……私はいいけど」

「やれやれ、仕方ないわね」

　紗さ霧ぎりとエルフが言った。俺としても、もういいかという気分になっていた。

　というよりも──リレー小説は、すでに始まっている。

　こうやって『みんなで創つくる過程』こそが、俺が伝えたかったことなのだから。

「では、さっそく私から書き始めるとしよう。お題は『ボーイ・ミーツ・ガール』だったな」

　もしかしたら──この人も、それをわかっているからこそ、あえて道化を演じてくれているのかもしれない。

「……兄さん、イラストラフを描き始めたいから、先にどんなキャラが出るのかとか、聞いてくれる？」

「はいよ」

　人見知りＭＡＸな紗霧は、御父上がいるせいで言葉少なになっている。俺はエロマンガ先生に代わって、リレー小説序じよ盤ばんのプロットを要求した。

　すると──

「プロット？　なにかねそれは？　美味うまいのか？」

　あ、さっきの道化を演じてる云うん々ぬんはやっぱなし。

　天然ですわ、これ。




　梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろう氏は、座卓の前に正座し、軽快にノートパソコンのキーを叩たたいている。

　機械の操そう作さが苦手なムラマサ先せん輩ぱいとは大違いだ。

　そんな彼の様子を、手て持もち無ぶ沙た汰さに眺めていたエルフが、ぽつりと呟つぶやく。

「……ふつーにノーパソ使うのね……昔の文豪っぽい見た目なのに」

「いまどき手書きの小説家なんて、ムラマサ先輩くらいしかいねえだろ」

「誤解を生む表現はやめてもらおうか。まったく使えないわけじゃないぞ」

　俺のネット小説を読んでくれてたもんな。

　そこで俺たちの会話に、執筆中の大先生が割り込んだ。

「さて、君たち──いま書いている短編小説だが、適時クラウドに保存していくから、各自ＰＣなりタブレットなりを使って、リアルタイムで読んでいくといい」

　梅園先生、ネットを使いこなしていらっしゃる！

　一方それを聞いたムラマサ先輩は、ひたすら首をひねっている。

「くらうど？　たぶれっと？　なぁマサムネ君……父は何を言っているのだ？」

「どっちが若者かわかったもんじゃねえな！」

　麟太郎先生の執筆速度は、まあまあ速く、クラウド上にアップデートされていく原げん稿こうを読みながら完成を待つ俺たちが、手持ち無沙汰になることはほとんどなかった。

「さすがに文章クソ上手うまいわねー。ぱっと見、文字だらけでウゲってなるのに、読み始めたら止まらないわ」

「小説投稿サイトでは通用してなかったけどな」

「くふふふ、なろうでは評価されにくい項目ですからねー」

「小説家になろうでは劣等生なんだ。実は超ベテランなのに」

「そこ！　聞こえているぞ！」

　うわっ、地じ獄ごく耳みみだな。

「さっきも言ったが、初投稿で勝手がわからなかったと言っているだろうが！　横書きで読みやすいようなレイアウトに工夫して、ストーリー構成も毎日更新前提のものにすればいいのだろ!?」

　わりと熱心に研究しててリアクションに困る。

　よっぽど悔しかったんだな。

「対策を練ったから次はウケるぞ！」

「そう御おん大たいはおっしゃっているけれど、元ネット小説家の和泉いずみマサムネ先生、どうですか？」

「万全とは言いがたいですね。たぶん次もポイント取れません」

「貴様！　好き勝手言いおって！」

「というか、デビュー前の人たちに混じって投とう稿こうサイトでなにやってんすか大先生」

　梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろうはそんなことやっちゃダメだろう。

「もっと自分の立場とかイメージを気にしてくださいよ。偉い小説家先生なんですから」

「他人が私に抱いている勝手な幻想など、知ったことではない」

　ったーん、とエンターキーを叩たたく。

　それから彼は、ちらりと意味深にムラマサ先せん輩ぱいを見やる。

「そもそも小説なんて、そんな御大層なものかね？　こんなもの、当人たちがそのとき楽しければいいだけのものだろう。大量消費される娯楽のひとつで、かけがえのない想おもい出でだ。それ以上を望むのは不ふ遜そんというものだよ、君。小説家なんて偉くもなんともないし、プロとアマチュアの境界などどうでもいいし、傑作とらくがきの間にある差など紙かみ一ひと重え、個人の好き嫌きらいで覆くつがえってしまうほどのものなのだぞ」

　ふっと優しく娘に向かって微笑ほほえみかけ、

「もっと気楽に取り組めばいい。こんなもの、人生を懸かけるに値せん」

「だから貴方あなたの小説はつまらないんだ」

　ムラマサ先輩の声は、硬く、冷たい。

　さっき似ていると言ったけれども、この親子、小説に対する考え方がまるきり逆だな。

　ムラマサ先輩はいくら何でもストイックすぎると思うが──麟太郎氏の考え方は、俺からしても、少しばかり温い。達たつ観かんしているというか、枯かれているというか。

　小説家なのに、たいして好きでもないような感じがする──小説のことが。

　ただ……その言葉は、大切な娘への思いやりから来ているのだろう。

　娘に自分の小説を全否定された御父上は、あくまで穏おだやかに「ははは」と笑う。

「君は君の好きな小説を読めばいい。君が好きになった娯楽の中に、私がともに楽しめるものがあればと願うよ」




　やがてしばらくの時が経たって……

「そら、できたぞ」

　梅園麟太郎が執筆したリレー小説の『第一章』が書き上がった。

　すでにクラウドで読み続けていたものだったので、俺たちの読了まで、さほどの時間は要しなかった。

　第一章を読み終えた俺たちの反応は、こんな感じである。

「……兄さん、この漢字なんて読むの？　むずかしい……」

「…………そら見ろつまらん」

　紗霧とムラマサ先輩からの評価はすこぶる悪い。

　というかこの小説、それ以前の問題としてだな……。

　いや……先に内容を伝えておこう。




　梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろうが書いた『第一章』の内容は──

　平凡な少年と、画家を志こころざす病弱な少女の物語だ。

　ふたりは子供のころからの幼おさな馴な染じみで、少年は、ろくに外に出られない少女の元に足あし繁しげく通っていた。舞ぶ台たいは昭和の日本。彼女の住まいは古めかしい洋館、少女の謎なぞめいた雰囲気が、卓越した筆力で表現されている。

　まるで──実物を見てきたかのような臨りん場じよう感かん。

　外の世界に憧あこがれる少女は、歳としを重ねるにつれて創作に没頭していく。

　ネットもない時代、作品を見せる相手となるのは唯一、幼馴染みの少年のみだ。

　絵画になど、まるで興きよう味みのなかった少年だったが、彼は恋れん慕ぼする少女のため、彼女の作品を熱心に見て、感想を伝え、交流を続けていく。

　そんな日々は、彼らが大人になるまで続いた。

　少女の熱意は少しずつ少しずつ加速し、常軌を逸いつし始めていく……。

　少年はそれに気づきながらも、なにもできない。彼女の幸福が、確かに其そ処こにあったからだ。

　少女は、あるがままに幸福に、少年は不安と焦しよう燥そうを抱えながらも幸福に──日々を過ごす。

　やがて少女は亡くなったが、少年に言葉を遺のこす。




　──まだまだ描かき足りない。ちっとも満足していない。

　どうしよう●●くん、わたし、まだ筆を置くわけにはいかないのに──




　愛する人の最後の訴えに、少年は笑って応こたえる。




　──なら、君の続きは、ぼくが描くよ──




　かくして少年は呪のろわれた。

　彼は人生の大半を費ついやして、いまや大だい嫌きらいになった絵を描き続ける。

　いつまでも、少女との約束を果たし続ける。

　そんな救いのない物語。




「超絶バッドエンドじゃねーか！」

「こ、この老害！　リレー小説って言葉の意味わかってんの!?」

　あまりのことに、目上相手に全力ツッコミしてしまったよ。

　梅園麟太郎は、俺たちの批判などどこ吹く風、泰たい然ぜんとした態度で言う。

「どうかね、若者向けの文章になっていただろ？」

「文章はね！」「内容！　内容ー！」

「ヒロイン速攻死んでるし！」「第一章で完結してこの後どうすんだ!?」

　麟りん太た郎ろう氏は、ノートパソコンを俺に向かって差し出す。

「和泉いずみマサムネ先生」

「えっ？」

「君が続きを書きたまえ」

「なっ──」

「次の作家への無茶ぶりは、リレー小説の醍だい醐ご味みだろ？」

「キラーパスにも程がある！」

　この人……っ！　この件については天然じゃない！

　全部わかっていて、わざとやってやがる！

「花はなちゃんの敬愛する作家である和泉マサムネ先生なら、この程度のお題は、簡かん単たんに捌さばいてくれるのだろ？」

「嫌いやがらせかな！」

　別に俺と先せん輩ぱいとはなんでもないのに……っ！

　なんで御父上に婿むこいびりみたいなことされなくちゃならねーんだ！

　絶対におかしい……！

「当然だ。マサムネ君なら、やってくれる」

「ムラマサ先輩も、そこで俺の代わりに返答しないで！」

「えっ？　できるだろ？」

「…………………………」

　無条件の信頼が重い……ッ！　いやっ、俺にそんな実力はないから!?

　素直にそう言えたらどれだけ楽なことか！

「あーあ、言われちゃったわね、マサムネ」

「ふふ……どうするの？　兄さん」

「……ぐっ……ぐぐ……」

　紗さ霧ぎりとエルフまで、だめ押しをしてきやがる。

　俺は、吹っ切るように「はぁっ！」と息を吐き出して──

「やってやるよチクショウ！　どうなってもしらないからな！」

　この際だ！　超絶ハッピーエンドにひっくり返してやるぜ。




　というわけで。

　今回のリレー小説のルールは、執筆者が『次の人』を指名するというものになった。

　リレー小説のバトンを受け取った俺は、梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろうに代わって座卓の前に座り、執筆開始。

　猛烈な勢いでキーを叩たたいていく。即そつ興きよう小説を書き上げるのは和泉いずみマサムネの十八番おはこだ。

　いつもやってるようなものだからな。

「とはいえ、今回の『お題』はメチャクチャ厳きびしいな……」

　話している間にも、俺の指はキーを高速で叩き続けている。

　前例にならって、俺も適時小説をクラウドにアップロードして読んでもらうことにした。

「マサムネ君、この胸むな糞くそバッドエンドから、どう話をつなげるつもりなんだ？」

　ムラマサ先せん輩ぱいの問いに、俺は端たん的てきにこう答える。

「いまの俺にとって、一番得意なジャンルで勝負する」

「ふぇっ？」

「ほう、一番得意なジャンルかね？」

　お手並み拝見みたいな感じで俺をすがめ見る麟太郎氏。

　俺は、執筆を進めながら返答する。

「ずばりこうです──死んじゃったヒロインは幽ゆう霊れいになって再登場して主人公に取り憑つく！　そんでもって、新ヒロインの妹と恋のさや当てを繰くり広げ──」

「無理やりラブコメにしやがったわね！」

「強引に妹キャラを出したっ!?」

「暗いバッドエンドから、ラブコメに転換？　そんな無茶な展開……アリなのか？」

「リレー小説ならアリだ」

　俺は堂々と言い放った。

　富ふ士じミスの作家陣なら、もっとすごい展開にしていただろうからセーフ。

「よぉ──っし、好きなことを好きなだけ書きまくってやる！　思いっきり明るく楽しい感じにしちまおう、笑いどころ盛りだくさん、えっちなシーンも盛り盛りでいくぜ。エロマンガ先生イラストよろしく！」

「まかせろっ！」

　嬉うれしそうな返事が来た。

　さっすがえっちなイラストに関しては頼りになるぜ！

「ふっふっふ、私の設定した陰気な登場人物で、はたしてそんなコミカルな展開ができるかな？」

「嫌いやがらせの自白ありがとうございます先生！　パスされた鬱うつ設定は全部有効活用しますので大丈夫です！」

　非モテコミュ性の女の子が出てくる漫画とか、友達がいない学生たちが部活を作るラノベとか、ネガティブな設定をギャグにして笑い飛ばしてしまう作品だって、現実にいくつもある。

　だから重く暗い設定を恐れる必要なんてない。

　ずっとラブコメを書いてきた俺だって、きっと面おも白しろい展開にできるはずだ。

「そんで……ヒロインは主人公に取り憑ついているから、お風ふ呂ろでも離はなれられない……っと」

「ちょっと、男を脱がしてどうすんのよ！」

「【急募】幽ゆう霊れいヒロインを脱がす方法！」

「他力本願だー！」

「恥ずかしがると服だけが透けちゃう！　じゃん！　このイラストのよーにっ！」

「エロマンガ先生っていつもイラストで勝手に設定追加するよね！　それでいこう！」

　わいわいと騒さわがしく執筆を進める。

　ムラマサ先せん輩ぱいが、当惑したようにぽつりと零こぼす。

「……こんなんでいいのか？」

「いいんだ。リレー小説なんだから」

「いまさらだけど、この小説って本当にリレーの順番を間違えてるわよね。超上手うまい文章の一章から続く、糞くそみたいな文章の二章」

「いいんだよ！　リレー小説なんだから！」

　これでもデビュー当時から比べるとかなり上手くなっているんだぞ！

「よーし、これであとはオチだけだな。ん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]どうすっかなぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「速!?　ってか悩みながら指だけ高速で動いてる！　キモッ！」

「……みんなこんな感じじゃないの？」

「こんなキモイ執筆風景になるのはあんただけだって。で、どうやって話を『次』につなげるの？」

「安心しろ、最高に盛り上がる引きを考えてある」

「ほう、ぜひともうかがいたいものだな」

「はいはい、私も私も」

　売れっ子作家親おや娘こが近寄ってくる。

　ちなみにエロマンガ先生は、さっきからえっちなイラストを描かくのに夢中だ。

「～♪」と鼻歌混じりにペンを動かす音だけが、タブレット越しに聞こえてくる。

　俺は、妹を除く三人に向かって声を張り上げる。





「主人公とヒロインが結ばれ、子供ができる！」






「……すごく……ハッピーエンドっぽいな。……第二章なのに」

「やれやれ、和泉いずみマサムネ先生。君、リレー小説という言葉の意味をわかっているのかね？」

　超凶悪なキラーパスをブン投げてきた人だけには言われたくない！

「……マサムネあんた……それ……別にいいんだけどさ……ちゃんと考えてあるのよね？　この超絶ハッピーエンドっぽい展開から次にどうやってつなげればいいか、とか。あとそもそも、幽ゆう霊れいヒロインとの間に子供ができるの？　っていう疑問への回答とか」

「大丈夫、なんら問題ない」

「ほんとに？　すっごい嫌いやな予感がするんですけど？」

　不安がるエルフに向かって、俺はおもむろに、ノートパソコンを差し出した。

「山やま田だエルフ先生がなんとかする」

「ぎゃーっ！　絶対そうだと思ったわ！」

　次の作家への無茶ぶりは、リレー小説の醍だい醐ご味みなのだ。




「ははっ、あんときのエルフの顔、傑作だったな」

「書き始めたはいいものの、パソコンの前で頭を抱えていたじゃないか、かわいそうに」

　自分の担当章を書き終えた俺は、ムラマサ先せん輩ぱいに導みちびかれ、梅うめ園ぞの邸ていの廊下を歩いていた。

　話がある……と、ムラマサ先輩に連れ出されたのであった。

「あいつなら、実際なんとかするさ。……まぁ、ちょっと時間はかかりそうだけどね」

　エルフが小説書くところを久しぶりに見たけど……

　悩みながら書いているときのあいつは実にヒドイ。

　なにがヒドイかって、一ページ書くたびに、ソシャゲアプリを起動して、『自分へのご褒ほう美び』と称してガチャを回している。

　一ページ書いてはガチャを回し、一ページ書いてはガチャを回し。

　ＳＳＲが出たらツイッターで自慢。

　原げん稿こうは遅ち々ちとして進まない。

　完全に現実逃とう避ひツールになっているじゃないか。

　今のジョブはこれとか言ってる場合じゃねえ。

　おまえのジョブは小説家だから。ダークフェンサーじゃねえから。

「あの調子では、いつになったら書き終わるかわからんぞ」

「……うん」

　エロマンガ先生はエロマンガ先生で、イラストを描かくのに熱中してて構ってくれないし。

　正直、手て持もち無ぶ沙さ汰たになりかけていた。

　だから、ムラマサ先輩に声をかけられたのは、ある意味ちょうどよかったのだ。

「それで、先輩。どこに向かってるんだ？」

「……………………えと」

　ムラマサ先輩はすぐには答えてくれなかった。

　言い淀よどむような沈ちん黙もくがあり、それからちらっと上目づかいで、

「…………私の部屋だ」




　ムラマサ先せん輩ぱいの自室は、庭に面した畳たたみ敷じきの和室である。

　俺は、ゆっくりと部屋を見回した。

　基本的にはガランとしている。座布団と執筆用の座卓くらいしかない。クリエイターの部屋を幾つか見てきたが、本棚がない自室というのは初めてだ。

　面おも白しろい本がちっとも見つけられない──そう言っていた彼女の顔を思い出す。

　部屋の隅すみには学習帳や大学ノート、原げん稿こう用紙などがうず高く雑に積まれており、座卓付近の壁へき面めんには、画が鋲びようで自作のイラストや設定メモ、プロットらしきものや掌しよう編へん小説と思おぼしき文章等々が大量に貼はり付けられていた。

　和泉いずみマサムネの小説が、座卓の上に、ブックスタンドで整せい頓とんされている。

　本棚がなくても、ＰＣがなくても、ここは紛まぎれもない小説家の部屋だ。

「へぇ……これがムラマサ先輩の部屋なんだ」

「…………そ、そうだ。……むぅ……さも初めて見たようなことを言うが……君、さっき覗のぞいていただろう」

「偶然！　偶然ちらっと見ちゃっただけだから！　角度的にも時間的にも精神的にも、じっくり中を見るような余裕はなかった！」

　着替え中の美少女に釘くぎ付づけだったから──とは言えない。

「なんというか……先輩らしい部屋だな」

「その感想を、はたして喜んでいいものかどうか。そこの座布団を使ってくれ」

「おう」

　俺と先輩は、向き合うようにして座った。

「………………」

「………………」

　なんとなく、お互いぎくしゃくと黙だまり込んでしまう。

　な、なんで、こんな緊きん張ちようしているんだ俺？　美少女とふたりきり──なんて、最近は妹やエルフで慣れているはずなのに。妙な感覚だった。

「せ、先輩……なんで黙ってるんだ？」

　なにか話してくれよ。俺から切り出す余裕がないんだって。

「俺に、用があって呼び出したんじゃ……」

　先輩は、うむ、と頷うなずき、

「……………………緊張のあまり、なにを言うかど忘れした」

　ずっこけそうになっちゃったよ。

「……だ、だってっ……仕方ないだろう！　男の人を部屋に入れるのは……家族以外では君が初めてなんだっ！」

「そ、そうなのか」

　その言い回し、余計にドキドキしちゃうんだけど。

「学校の友達とかは？」

「家に呼んだことはない。父が有名だから、会わせて欲しいとせがまれたことはあるが、すべて断っている」

「そりゃまたなんで？」

「……人付き合いが苦手だから」

　どことなく、しょげているような言い方だった。

　……うあ、質問を失敗したな。

　普段のこの人を見ていたら、そんなのわかりきってたことだったのに。

　学校でもこの調子なんだとしたら、友達が多かろうハズもない。

「……私は……」

　先せん輩ぱいは、綺き麗れいな正座のままでうつむいて、ぽつりと零こぼす。

「……ずっと……本当の友達なんかできないと思っていた」

「？　どういうこと？」

「……私は……学校の友達と一緒に居ても、お喋しやべりをしていても……あまり楽しくないんだよ」

　彼女の口調に、思春期にありがちな『自分は特別なのだ』という優越感はいっさいなかった。

　ただひたすら罪悪感だけが伝わってきた。

「みんながなんで笑っているのかよくわからない。いま、そんなに面おも白しろいことを喋っていただろうかとしか思えない。テレビの話も、音楽の話も、その場にいない誰かの悪口も……クラスメイトなのに、できれば仲良くしたいのに……一緒に笑ってあげられないんだ。作り笑いを浮かべる度たびに、噓うそを吐ついているようで申し訳なくなるんだよ」

「あー」

　気持ちはわかる……なんてこの人に対してだけは軽く言えないけれど。

　似たような感覚を覚えることは、俺にだってある。

　仕事に家事に妹に──ひたすら熱中していると、あっという間に時が過ぎて、クラスの流行はやりにはついていけなくなる。自然と付き合いが悪くなって、そのせいで余計に話題が合わなくなって──悪あく循じゆん環かんのスパイラルだ。

　それでもクラスメイトだから、毎日顔を合わせなくちゃいけない。

　友達付き合いを断ち切るわけにもいかない。

　なかなか辛つらい状況だ。幸い俺の場合、事情がもうみんなにバレてしまっているし、智とも恵えをはじめとして気を遣つかってくれているやつらもいるから、なんとかなっているけれど。

「皆が面白いと思うものを、私は面白いと思えないし……私が必死になって、やっと見つけた面白いと思うものに、皆はあまり興きよう味みを示してくれないんだ。……熱く語れば語るほど、周囲が冷めていくのがわかる。『もうそれいいから違う話ししよ』という空気が伝わってくる。それがとても辛つらくて……もうやめた。もういいや……って、諦あきらめたんだ」

「先せん輩ぱいは、『面おも白しろい』のハードルが高すぎるし、その上、多くの人たちとは感性がズレているみたいだからな」

　だからこそ、個性的な作品を創つくることができているのだろうが。

　ってか、先輩は俺の作品にベタ惚ぼれしてくれている読者なわけで、ものすごい自じ虐ぎやくだなコレ！　俺の作品が、感性ズレた人に好かれるみたいじゃん！

　そして、いまの暗い過去エピソードに出てきた『みんなが冷めちゃった話題』ってたぶん俺の作品のことだよね？　気づきたくなかったよ！

　俺は、ぐさぐさ心臓をえぐられながらも、明るく言う。

「先輩は、なんでも重く考えすぎだ。学校で楽しそうにお喋しやべりしてるやつらも、内心『この話題くだらねーなー』って思ってるかもよ？」

「そうなのか？」

「そうそう。でもね、きっと『くだらない話題』だってお互いわかってても──笑えるくらいに楽しいんだよ。友達同士だから」

　話題なんて実はなんでもいいんだ。最初から、笑い合うために喋ってるんだから。

　いちいち毎日気を張って、面白い話を考えておいて──なんてこと、誰もしちゃいない。

　もっとテキトーでいいのだ。たぶん。

　好きなこと喋って、相手も好きなこと喋って、くだらなくても笑い合える。

　先輩は、そんな相手を、クラスでは見つけられなかったんだろう。

　言ってみれば、ただそれだけのこと。

「なあ、先輩。エルフなんて、九割くらい、くだらないことしか喋ってないだろ？」

「うむ、そうだな！　やつが口にするのはたいてい悪趣味だったり、理解不能だったりするものばかりだ！　特に仕事をサボってゲームをやった話や、他人の売上の話など、心の底からどうでもいいと思う！」

　まったくだ。

「でも……俺さ。あいつと一緒にいるの、そんなにイヤじゃないよ」

「……………………………………」

　ムラマサ先輩は、かぁぁ……と真っ赤になって、

　それから、ぽつりと、

「……………………私も」

　言ってて照れくさくなってきた。とても本人の前じゃ話せないな、こんなの。

　先輩とふたりきりのときで、本当によかったよ。

「それに……えっと……学校の友達は……先輩の話がつまらないのかもしれないけど、さ。俺は……先せん輩ぱいと話すの、めちゃくちゃ楽しいぞ」

「えっ？」

「だって、先輩は和泉いずみマサムネの小説が好きで、俺は千せん寿じゆムラマサの小説が好きなんだから。話が合うに決まっているだろ？　俺たちにとって超面おも白しろい話を、超面白く聞いてくれる相手に、思いっきりできるんだ。こんなに楽しいことはそうそうないって」

「…………うんっ……うんっ……そうだな！」

　彼女は何度も、嬉うれしそうに頷うなずいていた。

　そしていきなり、　がば！　と、抱きついてくる。

「ちょ、ちょっ……せんぱ──」

「やっぱり私は、君が好きだ！　大好きだ！」

　すぐ目前に破は壊かい力りよく抜群の笑顔が迫ってきて、俺はそのまま後方に押し倒されてしまう。

「やっぱり君は、私の運命の相手だった！　私の王子さまだったっ！」

「──！　──！」

　胸が、胸がっ……！　やわらか──じゃなくって、苦し……息ができない！

「ぷはっ！」

　俺は辛かろうじて押し付けられた双丘から逃れ、必死で酸素を取り込まんとする。

「せ、せんぱ……おち、おちおちおち落ち着いて……！」

「はっ……」

　先輩もやっと正気に立ち返ってくれたらしい。後輩を押し倒した体勢のまま、泣きそうな顔で俺を見降ろしている。もちろん顔は真っ赤っかだ。
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「い、いや……いいけど」

　こ、この人は！　危ない……っ！

　エルフは、俺のことや紗さ霧ぎりのこと、色々なことを考え抜いた上で、苛か烈れつに攻めてくるけれど。

　ムラマサ先輩は、ただひたすらに純粋だ。

　俺は、頰ほおの熱さを自覚しながら、天然の誘惑に耐たえるしかない。

「………………あの、先輩……そろそろ……どいてくれると……」

　早くどくんだ！　間に合わなくなってもしらんぞ！

　俺の精神が爆ばく発はつする前に！

「……………………ち、力が入らなくて……」

　俺もだよ！　俺もだよ！　知らなかった！

　魅み力りよく的な異性に押し倒されると、抵抗できなくなっちまうんだな！

「………………っ」

　先輩の顔がすぐ間近にある。

　とろんと潤うるんだ瞳ひとみ。紅こう潮ちようした頰ほお。

　はだけた着物からちらりと覗のぞく胸元。

「…………………………マサムネ君」

　そして、甘く切なげな囁ささやき。

「……うぁ」

　くらくらする。脳内で多幸感が炸さく裂れつして、段々なにも考えられなくなってくる。

　全身が溶けたように脱力しきっていて、どうしようもない。

「………………」

「………………」

　至し近きん距きよ離りで、どのくらい見つめ合っていただろう……。

「………マサムネ君…………私……っ……気づいてしまったんだ……」

　彼女は密着したまま、俺の目を覗き込んでくる。
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　俺は、最後の抵抗として、全身を硬直させ、ぎゅ、と目をきつくつむり──

「この状況はおかしい！　小説だと普通こういうのは男女逆ではないか!?」

　場の色気を台無しにする大声を聞いた。

　……あ、はい、そっすね。




　そそくさと身体からだを起こし、お互いに最初の距離へと戻る。

「…………………………」

「…………………………」

　むちゃくちゃ気まずい沈ちん黙もくがあってから、

「あの……マサムネ君……さっき言っていた『話』についてなんだが」

　彼女は上目づかいで声をかけてきた。

「な、なんだ？」

「…………………………えと……その……うぅ」

　彼女はしばし言葉をさまよわせ、もどかしそうに身体をよじる。

「ちょ、ちょっと待っていてくれっ」

　いきなり机に向かって、便びん箋せんに、鉛筆で何やら書き始めた。

「────」

　ぴんと背筋の伸びた綺き麗れいな姿に、今日もまた、見み惚とれてしまう。

　彼女は真剣な表情でしばし鉛筆を動かす。

　やがてしばらくの時が経たって……

「これ……っ」

　ムラマサ先せん輩ぱいは両目をきつくつむったまま、えいやとばかりに、それを両手で差し出してきた。

「わ、私……っ……喋しやべるのが苦手で……ちゃんと伝えられないから………」

　彼女の顔は真っ赤っかだ。怜れい悧りな瞳ひとみが、泣き出しそうなくらいに潤うるんでいる。

「……読んでください」
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「あ、ああ……」

　俺は、ムラマサ先輩から受け取った便びん箋せんに目を落とす。

　相変わらずの達筆だ。

　ええと……なになに？





　マサムネ君へ。

　今日はたくさん驚おどろくことがありました。

　ひとつは、あんな姿を君に見られてしまったこと。

　あのときに見た私の痴ち態たいは、すぐに忘れてください。どうかお願いします。






「……あ、はい」

　目に焼き付いていて、忘れられそうにないけど。





　驚おどろいたことのふたつめは、君たちが、私の家に来てくれたことです。

　私の友達と会えて、父も喜んでいるでしょう。

　あんなに嬉うれしそうな父を見たのは、久しぶりです。






「マジで言ってんのこれ？　パパ、超ちよう不ふ機き嫌げんじゃなかった？」

「いや、最高に上機嫌だったぞ。特にマサムネ君のことは気に入ったようだ」

「めちゃくちゃイビられた記憶しかないんだが……」





　友達が家に遊びに来る、なんて……私にとっては、生まれて初めてのことでした。

　どうしていいかわからなくて、色々恥ずかしいところを見せてしまいましたが……来てくれてありがとう。心配かけてごめんなさい。感かん謝しやします。






「ああいや……その、どういたしまして」

　手紙を書いてくれた本人の目の前で読んでいると、さすがに照れる。

「……う、うん」

　きっと向こうも同じ気持ちだろう。

　俺は、ぺらりと便びん箋せんをめくる。





　驚いたことの三つめは……今日一番驚いたのは……リレー小説のことです。

　皆と一緒にリレー小説を書くことになって……

　私が心配したとおりに、まさにゴミのような小説ができあがりつつあって……






「先せん鋒ぽう、次鋒ともに戦犯になってしまい、本当に申し訳ない」





　なのに、私は……いま『面おも白しろいな』って、感じているのです。

　休日……友達が朝から家に来てくれて、みんなで一緒にリレー小説を書いて、どうしようもなくくだらない話をして……ぐちゃめちゃな小説もどきを創つくって。

　普段の私なら、楽しさを共有できない罪悪感で、押し潰つぶされそうになっているはずなのに。

　エルフからどんなバトンが回ってくるのだろう？

　私の筆で、みんなで作ってきた物語を、面白いものとして終わらせてみせよう。

　そんなふうに考えていると……どうしてでしょう？

　今日の私は、自然と笑顔になっているのです。

　楽しくて、嬉しくて、仕方がないのです。

　不可解です。でも、悪くない。

　きっとこれが、マサムネ君が私に伝えたかったことなのですね。






「うん……そうだ」

　俺たちがいま感じているこの『面おも白しろさ』を、読者にも伝えることができたなら……

　完成度が低くても、ぐちゃめちゃな展開でも、きっと『面白い』って感じてもらえるはず。

　リレー小説は、読者も含めた『みんなで遊ぶ』もの。

　そう、俺は思っている。




「……君は、いつもそうだな」





　私に、『世界で一番面白い本』と出で逢あわせてくれた。

　身勝手な私と全力で勝負して、打ち負かしてくれた。

　私の想おもいを受け止めて、本気で向き合ってくれた。

　小説を書くのをやめようとした私を、導みちびく言葉をくれた。

　今日も、君がやろうと言ってくれなかったら、この『面白さ』を体験することはできなかった。君はいつも……頑迷な私に、新しい景色を教えてくれる。






「マサムネ君、本当にありがとう」

「い、いや……別に俺は、なにも」





　君と出逢えてよかった。

　皆と友達になれてよかった。

　今日、とても楽しかった──

　どうか、君の口から皆に、私の代わりに伝えてください。






「先せん輩ぱい」

「は、はいっ」

　きゅ、と顔を上げ、姿勢を正すムラマサ先輩。

　俺はケケッと意地悪に笑って、

「自分で言え」

「そ、それができないから君に頼んでいるのだっ！　いつも口くち喧げん嘩かばかりしているエルフや、人見知りで私にセクハラするとき以外話しかけてこない紗さ霧ぎりに、なんと言って感かん謝しやを伝えればいいか……っ！」

「そのままでいいじゃん」

「だ、だめっ！　口べただし、恥ずかしいし……」

「下手へたくそでも、ぐちゃぐちゃでも、自分で伝えた方がいいに決まってる」

　だからこそ俺は、貴方あなたの告白に、胸を打たれたんだから。

「う、うう[image: ～][image: ～]」

　ムラマサ先せん輩ぱいは、子供っぽく、困り顔で唸うなっている。

　俺は、そんな彼女の肩を叩たたく。

「ほら、戻ろうぜ、先輩！　そろそろエルフが現実逃避ソシヤゲの誘惑を断ち切って、第三章を書き上げているかもしれないぞ」

「……リレー小説のアンカーを務つとめる私に、やつがとんでもない無茶ぶりをしてくる未来が見える」

「それが醍だい醐ご味みなんじゃないか」

「ふっ──」

　俺たちが交かわしているのは、何の変哲もないやり取りだ。

　彼女は面おも白しろそうに微笑ほほえんで、

「違いない」

　友達のもとへと歩いていく。




　客間に戻ると、先輩が予想したとおりのモノが、山やま田だエルフ先生の手によって出来上がっていた。

「……ほおーう、まさか『子供ができてハッピーエンド』という無茶ぶりを、こんな形で切り抜けるとはな」

　ムラマサ先輩の御父上──梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろう氏が、あごに手を添え感心するそぶりで言う。

　本気かどうか判然としない先達からの賛辞を、胸を張って受け止めるのは、もちろん山田エルフ大先生だ。

「いっそ開き直って『次世代の話にする』！　くふふふふふふ、さすがの回答でしょ！　この山田エルフを、天才と呼んでたたえてもいいのよ？」

「褒ほめてないぞ。さすがのブン投げっぷりに呆あきれているだけだぞ。特に目新しいアイデアでもないし、第一章のキャラがもはや脇わき役やくと化しているではないか阿あ呆ほうめ」

　ムラマサ先輩が、目を細めてポツリと呟つぶやく。

「じ、次世代キャラ同士のラブコメなんだからいいじゃない！　『ボーイ・ミーツ・ガール』ってお題は満たしているでしょ！」

「……うーむ……エルフの書いた第三章だけでラブコメとしては落ちてしまっているのが、逆に問題だよな。めちゃくちゃ続きが書きにくいぞ。もうカップル成立しているじゃないか、どうすんだよこの後」

「マサムネ、あんたにだけは言われたくないわ」

「エルフちゃん新キャラ出しすぎー、旧キャラ成長させすぎー、イラスト描かくの大変すぎー」

「がんばって頂ちよう戴だい！　エロマンガ先生ならやれるわ！」

「そんな名前のひとは知らないっ」

「それで？　山やま田だエルフ先生よ……最終章を書く私は、どうやってこの破は茶ちや滅め茶ちやに錯さく綜そうした物語を続ければいいのだ？」

「大丈夫、楽勝よ──」




「千せん寿じゆムラマサ先生がなんとかするわ」




「「言うと思った！」」

　幾人かのツッコミが重なった。

「…………………………………………」

　ムラマサ先せん輩ぱいは、胸に手を当て目をつむる。ゆっくりと頷うなずき、

「ああ、なんとかしてみせようじゃないか」

「おっ、自信ありげね」

「ムラマサちゃん、どんな話にするつもりなの？」

「むろん、熱烈な恋物語に」

「けど先輩、この話、すでにカップルが成立していて割り込む隙なんかなさそうだぞ？」

「敗色濃のう厚こうな弱者が、圧倒的強者に勝利する。そんな物語は、今いま迄までいくつも書いてきた。どんな窮きゆう地ちに陥おちいろうと、野望を抱き、胸を張り、前を向いて歩むものこそが私の書きたい主人公なのだ。書き手である私もまた、そうありたいと思う」

　彼女の台詞せりふは、はたしてリレー小説のことだけを指しているのか。

「マサムネ君。私はどうも……恋愛がとても不得手だ。空気を読むということができないし、やることなすこと空から回まわりばかりだし、好きな人には、不器用に自分の気持ちを押し付けることしかできない。君と会ったあとは、いつも失言や暴ぼう走そうを後悔して、消えてなくなりたくなる」

　ムラマサ先輩は、ふっと笑った。

「……それでも、そんなことは、挑戦しない理由にはならない。戦わずして負ける理由にはならないんだ」

　胸を張って、前を向いて、俺に向かって挑むように言う。

「私の筆で、このリレー小説を、素晴らしい恋物語として終わらせてみせよう」




「そうしたら……君は、私のことを、少しは好きになってくれるかな？」

　梅うめ園ぞの家けから帰る途中、神楽かぐら坂ざかさんから電話がかかってきた。

『もしもし和泉いずみ先生～、「幻げん刀とう」の原げん稿こうって、もう私のためにムラマサ先生から奪取してくれました～？』

「あ、すんません忘れてました」

『ちょ！　もぉ[image: ～][image: ～]なにやってるんですか!?』

「いやあ色々あって。でも大丈夫ですたぶん。えっと、山やま田だエルフ先生や梅園麟りん太た郎ろう先生も含めてみんなでリレー小説を書いたんですけど、」

『は!?　山田エルフ先生と梅園麟太郎先生と千せん寿じゆムラマサ先生のリレー小説ですって!?』

「和泉マサムネ先生もいますよ」

『その人は比較的どうでもいいです！』

　おい、本音出てるぞ。

『驚おどろきました！　そんな大事になっていたなんて！』

「たぶん心配ないですよ？　ムラマサ先せん輩ぱい、すっかり機き嫌げんを直してくれたみたいなので、『幻刀』の原稿はすぐに──」

『──すぐにそのとんでもないメンバーで書かれたリレー小説を出版しなくちゃ！』

「ええ!?」

「いまからそこに向かいますので、現地で落ち合いましょう！　じゃっ！」

　ピッ。




　にべもなく断られたそうである。
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　俺、和泉いずみマサムネは悩まない人間である。

　そういうと、ものすごいバカか、達たつ観かんした人間に聞こえるが──どちらも違う。

　そんな大層な話ではなく、もっと中ちゆう途と半はん端ぱで、たんに思い悩むのを一定時間で切り上げてしまうのが習慣になっているというだけのこと。

　問題を棚上げにして、いまできることだけをやっていく……そういうくせが付いてしまっている。

　親父おやじがいなくなってから、子供の俺にはどうすることもできないことが多すぎて、大人の社会に混じって背伸びをしているうちに、いつの間にかそんなふうになっていた──のだろう。

　良くも悪くも。

　現実的といえば現実的。

　先延ばし主義。見切りを付けるのが早い。諦あきらめが良い。大人ぶった嫌いやなガキ。

　そうともいう。

　周囲の女性陣は、俺のことを『このラノベ主人公！』なんつって責め立てるけれども。

　俺に言わせれば、和泉マサムネに主人公的な要素など、ほとんどないと思うのだ。

　熱血系でもないし、達観系ともいえない、現状を顧かえりみると平凡な男子高校生ですらない。

　中途半端だ。

「…………ううん」

　そんな俺が、今日は珍しく長考している。

　自室にこもって、悩んでいる。

　いまは七月。窓の外を見れば、梅雨つゆの雨雲はすでになく、カラリとした快晴。

　脳内の棚上に山積みされているあれやこれやを、見つめ直すには良い日だろう。





　──私は、君が好きだ。

　──大好きよ、マサムネ。







　──断る。

　──好きな人がいるから。






　想おもいと言葉が、ぐるぐるとリフレインする。

「そう……」

　俺には、好きな人がいる。

　きっぱり振られてしまったけれど、その想いはいまも変わっていない。

　消えることなく、ここにある。

　だから、いまは誰とも付き合うことができない。

　あんなかわいい娘こに好かれるなんて、二度とないってわかっているけど。

　俺の答えは変わらない。

「だけど──」





　──私、好きな人がいるの。






『愛の告白』というのは、いつだって物語のクライマックスで、恋愛が決着する瞬しゆん間かんで……

　取り返しのつかないものだと思っていた。

　実際は、そんなことなかった。

　エルフやムラマサ先せん輩ぱいが教えてくれた。

　好きな人に告白して、付き合うことになって、もしくは断られて──

「……それで終わりじゃないんだな」

　夢が叶かなっても。好きな人とも結ばれても。夢破れても。失恋しても。大事なものが欠けても。

　人生は続く。

　生きている限り。否いや応おうなしに。

　たくさん恥をかいて、泣いて笑って喜んで。

　悲喜こもごもを積み重ねて。別れと出会いを繰くり返して。

　本当に本当に本当に、人生ってのは取り返しのつかないことばかりだけれど。

「リトライしても……いいんだな」

　そんなこと、思いもしなかった。





　──和泉兄妹あんたたちの夢が叶う前に、勝負を決めるわ。

　──そんなことは、挑戦しない理由にはならない。






　告白が失敗したのに。俺と同じく、きっぱりと振られたのに。

　再び挑いどむ人がいた。

　それでも君が好きだと言ってくれた人がいた。

　勝つつもり満々で、逆転するために全ぜん霊れいで策を巡らすやつがいた。

　歯ごたえがなくちゃつまらないと啖たん呵かを切ったやつがいた。

　何度も何度も勇気を振り絞って──

「それに比べて俺は？」

　俺は、好きな人に振られたとき──

　これでいい、って思ったのだ。

　俺たちは兄妹きようだいなんだから。

　俺は、こいつの家族になると決めたんだから──と。

「大おお噓うそだ」

　この胸の痛みこそが、その証拠。

　家族が欲しい。紗さ霧ぎりと家族になりたい。もうさみしいのは嫌いやだ──いつか吐き出した情けない本音は、噓じゃない。

　けれど、これでよくなんか、ちっともないのだ。

　俺は俺が思っているほど、大人じゃなかった。分別なんかついちゃいなかった。

　エルフやムラマサ先せん輩ぱいほどの勇気がなくて、都合のいい言い訳で、ごまかしていただけ。

　ようやく気づいた。

「よし」

　なら、動かなくっちゃな。




　俺は、二階の『開かずの間』へと赴おもむき、ゆっくりと扉をノックした。

　とんとん、とんとん。

　紗霧と出会ってから、いったい何度、この所作を繰くり返しただろう。

　かつては、むなしく響ひびくだけだったノックの音。

　それが、いまでは……

「兄さん、どうしたの？」

　こうして返事がある。そのことが、なんだか無性に嬉うれしい。

　扉を開けて顔を出した紗霧に、俺はこう切り出した。

「なあ、紗霧。おまえさ、一年前……好きな人がいる……って、言ってたよな？」

「う、うん」

　唐突な質問に、紗霧はドアノブをつかんだまま当惑している。

「……どんなやつだ？　俺の知ってるやつか？」

「……なんで……？」

「ん？」

「……なんで……そんなこと………………聞くの？」

「兄貴が妹の──じゃないな」

　この聞き方じゃ、いままでどおりだ。

　俺は、こほん、と照れ隠しの咳せき払ばらいをしてから、

「紗霧の好きな人がどんなやつなのか、気になるのは当たり前だろ？　俺は、おまえのことが好きなんだから」

「……あ……う」

　パジャマ姿の紗霧は、恥ずかしそうにうつむいて赤くなる。

「なっ、なにゆってっ」

「心境の変化があったんだ。だから、噓うそを吐つくのをやめた」

　胸に手を当てると、心臓が爆ばく発はつしそうなくらい脈打っている。

「紗さ霧ぎり」

「っ……は、はいっ」

　紗霧は、緊きん張ちようしたように固まっている。

「まだまだ先の話だけど……『俺たちの夢』が、叶かなうときが来たらさ。おまえに伝えたいことがあるんだ。──それだけ。驚おどろかせて、悪かった」

「………………ん」

　ぽぉ……と、紗霧は熱っぽい眼まな差ざしで俺を見上げている。

　その顔を見ていると、愛いとおしさがこみあげてくる。

　誰にも渡したくないって、強く思う。

　紗霧と、ちゃんとした兄妹きようだいになりたいってのは噓じゃない。

　家族が欲しいってのは、俺の心からの願望だ。

　それらは断じて噓じゃないけど、もっと欲しいものがある。

　もっとなりたい関係がある。

　エルフがずっと、何度も何度も教えてくれていたんだ。

　俺が、本当に望むものを。

　悩みをすべて解決する、俺にとっての幸福の形。

　夢が叶ったとき、それを『俺の好きな人』に伝えたい。

　受け入れてもらえるように、努力していきたい。

「あのっ……兄さん」

　踵きびすを返した俺を、妹の声が呼び止めた。

　振り返ると、彼女はもじもじと身体からだを微動させていた。

「あの……ね……私……」

「ん？　なんだ、紗霧？」

「私の……好きな人……は………………」

「────」

　俺は一いつ瞬しゆん目を見開き、居住まいを正して、その続きを聞いた。

「『私たちの夢』が叶ったら……………………紹介する」

「！　……そっか」

　そんじゃあ、がんばらなくっちゃな。

　もう決めたんだ。

　敗色濃のう厚こうだからって、挑戦しない理由にはならない。

　素直になることさえできないやつが、恋愛で勝てるわけがない。

「紗さ霧ぎり」

「な、なにっ？」

「俺、そいつに勝つよ」




　とはいえ──

『俺たちの夢』が叶かなうのは、当分先の話だと思っていた。

　編集部に呼び出されたのは、それから数日後のことだ。

　高層ビルの最上階。普段の打ち合わせでは決して立ち入ることのないフロアには、いくつもの会議室が並んでいる。

「今日はここに来てください……って、いったいなんだろう」

　心当たりがまったくない。

　土曜日だからか、廊下を歩いていても、誰とすれ違うこともない。俺は廊下の突き当たり、もっとも広い会議室の前で立ち止まった。受付で教えてもらったのは、ここで間違いない。

　……中に、人の気配がする。神楽かぐら坂ざかさん……だろうか？

「あの、和泉いずみです」

　ノックをして声をかけると、中から担当編集の声が返ってきた。

「和泉先生、入ってください」

「はい」

　俺は、ノブを回し、ドアを押し開ける。

「──えっ？」

　部屋の中央に、白い長机が並んでいる。

　そこに座っているのは、担当編集の神楽坂さんだけではなかった。

　大人たちが、一いつ斉せいに俺に注目する。

「か、神楽坂さん……これはいったい？」

　俺は硬直したまま、担当編集に状況説明を求めたが、彼女は黙だまって不敵に俺を見るばかり。

　代わって回答したのは、俺の真正面に座る、丸まる眼鏡めがねの少女だ。

　年下にさえ見える愛らしい容よう貌ぼう。

　大人たちに混じって、ただ一人、異彩を放っている。

　彼女は、俺に向かって、にんまりと微笑ほほえむ。

「やぁっ、初めまして、和泉マサムネ先生──」




「『世界で一番可愛かわいい妹』、アニメ化決定おめでとうございます」
















『俺たちの作品をアニメ化して』

『妹をリビングに連れ出して、兄妹きようだい一緒に視聴する』




　その夢は、もうじき叶かなう。

　そして、夢が叶ったあと──
















　俺は、『好きな人』にプロポーズする。







　あとがき




　伏ふし見みつかさです。エロマンガ先生六巻を手に取っていただきまして、ありがとうございました。嬉うれしいお知らせです。本作品がアニメ化することになりました。

　ちょうど作中のマサムネたちと同じですね。

　自著のキャラクターたちに負けないよう、がんばります！




　今回も、前作のときと同様、アニメに関わらせていただくことができそうです。

　私が作りたいのは、いま、この本を手に取っている皆さんのためのアニメです。

　私自身が、何度も繰くり返し見て、楽しめるアニメです。

　紗さ霧ぎりや、他のヒロインたちの可愛かわいさを最大限に引き立てるアニメです。

　本作品がここまで来ることができたのは、掛け値なしに皆さんの応援あってこそです。

　原作者として、最後の力を振り絞るつもりで取り組みますので、ご期待ください。





二〇一六年一月　伏見つかさ
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伏ふし見みつかさ

写真は、読者からいただいた年賀状です。皆さん、アニメでも『エロマンガ先生』をよろしくお願いいたします。
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イラスト／かんざきひろ

イラストレーター兼アニメーター。１９７８年生まれ。本業の傍ら、海外でレコードをリリースするなど音楽活動もこなす何でも屋状態の変な緑色の生物。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電撃文庫編集部

「伏見つかさ先生」係

「かんざきひろ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。





















エロマンガ先せん生せい⑥




山やま田だエルフちゃんと結けっ婚こんすべき十じゅうの理り由ゆう








伏ふし見みつかさ





電撃文庫





2016年4月8日　発行





ver.002





©2016 TSUKASA FUSHIMI





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『エロマンガ先生⑥ 山田エルフちゃんと結婚すべき十の理由』

2016年3月10日　初版発行





発行者　山下直久

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only









[image: ]




OEBPS/Images/embed0029_HD.jpg
—————————
Aoma_nga
sensei

S S TIOTOY 3 OF S QTR 96 ¥
>

|

-

KELDIOYDS





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0013.jpg





OEBPS/Images/embed0012.jpg





OEBPS/Images/embed0025_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0015.jpg
%Wl





OEBPS/Images/embed0014.jpg





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0008.jpg





OEBPS/Images/embed0007.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0023_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
/ manga’
sensei

m ” YINK-L 9RO

‘ XROK[W





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0027_HD.jpg
pn
OV HRE®

Wiz 750 ALk~ Tomil

IO, SIOMEIL |
HUSHISC £ o T E B S
BEFo72OE, =T —REH72I 5
#E DROWEH] O%IG kD
PR ﬁﬁ&@ﬁf:&uﬁéﬁ%ﬁ\ﬂéu

ZO—HT, HE~HF AR, [IHH
TNT b x A LRHETREFOMM] (2
DUT, FAPSBILL 7 F v —%%
BZISIANN S TR PN 2
FHINT ORI

LIk OCHIBLEIAVETD
TGl AT THRIMITHL
DHENWPSPI DR Y, eal Vi
BOERIF LM R ENBON |

FLT, vHLaRLbONE [ERT
—F K] AR

EHER W

SHE, BENSVLVEERTT, #Sh, 7
ZXTH [TOVUHsEE] Z&BUBRILEL
7.

AFAMPAEEVS
A5 MU—5—HP=X—5—, 1978FEFN, KED
FS. BHTUI—FEUU—ATIELERENOIET
ATSRREOELREDEY.






OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0024_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		第一章


		第二章


		第三章


		第四章


		エピローグ


		あとがき


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
Muramasa Senjyu ; N -
FHLSI Y f e ( Rintarou
(@AUp-0528) 7 X IJ 7. p 2 Umezono

ERCAUHRHTEDIZE | \ (SHEDUALSS)
TOREER EROKI?Y | WBTLIONRER

T @ATOFE2—RICE K‘ 7 L £IBUTBASRA— §

OWAWEBNRIB2TIRIFL ¢ 4 ) \ 2= T OHEIR
T3, TV T ETHIAOL.

Personal

Masamune Izumi
Data

P o ‘ Y wmosSAAA T AR
R Tow | B#oz—/\-ZRETHSR
OFR.

sesse sessescsses

BRICBLEHSIBROLBE
LTOL3. PNRIIRVY LR,
SIETBYDIHHI VS,

Sagiri Izumi Ryuuki

FIRWTE Pakasago Kusanagi
e !
SHEE g

hes-Ead)
L Beeeeccscesennnnsnnnanes

A HREREFULIRA TEH
Py 9 35uMiER, ARIFR. 7=X
{LeEnic[Ued55. Jo

AoBRIREHLOD
l h3E,

\ y
AN ERI5OBLSERN. ‘ ARTHFORME.
| | mmosmEA. E K<EADEIMEER ERORADH.
\ | | seesiowmicE ATOBH 5500y N\ LOBELESTERBO
| mRommNo3ER SEh<E0, AOEIROEA.

$ ) TEmxiRR.

Kyouka

\ 2 Kagurazaka
9’ WEIRB O IRRE

ssesccscsscssesessessessescsscsscssescnse

Izumi BROXMEFENSHRIBUER,
WEBI I TH AR CHRSTE BB,

Coprasn B<BED-50) T Eesm)





OEBPS/Images/embed0022.jpg





OEBPS/Images/embed0028.gif
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/Images/embed0026.jpg





OEBPS/Images/embed0018.jpg





OEBPS/Images/embed0021_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg





